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第 1 監査の対象

１ テーマ選定の趣旨

  エコスクール事業は、「杉並区教育ビジョン推進計画」（22年５月）において、

校庭緑化やエコスクール改修など環境に配慮した学校施設を整備することによ

り子供たちの教育環境の充実を図るための重点事業とされ、また、「杉並区環境

基本計画」（22 年５月）においては、「基本目標Ⅲ 自然環境が保全され、さま

ざまな生き物が生息できるまちをつくる」の中の１事業に位置づけられている。

しかし、平成 21 年度の定期監査では、複数の学校において、クールヒートト

レンチの運用や、植物の維持管理など、エコスクール実施後の維持管理が適切で

なかったものが見受けられたことから、該当校に注意するとともに、教育委員会

事務局庶務課に対しては、各学校に対してエコスクールの各手法についての周知

徹底を図るとともに、エコスクール実施後の施設の効果的、効率的な維持管理に

主体的に取り組むべきこと、今後、エコスクールの各手法に関して、エネルギー

削減効果、費用対効果などの検証や分析に努めるべきことを注意したところであ

る。

このような経緯から、エコスクール事業について、改めて経済性・効率性・有

効性等の観点から、検証することとした。

２ 監査の視点

（１）エコスクール事業はどのように計画され、区の基本的な計画において、ど

のように位置付けられているのか。

（２）エコスクール事業の関係部課における役割分担、関係課間の協力・調整は

どのようになっているのか。

（３）エコスクール事業に要する経費は、どのようになっているのか。

（４）エコスクール事業によるエネルギー削減効果は、どのように検証され、効

果はどのようになっているのか。

（５）エコスクール事業実施後の維持管理は、どのように行われているのか。
（６）エコスクール事業が、教育環境の充実、環境教育の実践に結びついている

のか。
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３ 監査の実施期間、対象部局及び方法等
（１）実施期間

平成 22年 11 月２日から平成 23年４月 28日まで

（２）対象部局

政策経営部営繕課、施設整備担当課、都市整備部みどり公園課、

教育委員会事務局庶務課、学校適正配置担当課、済美教育センター、学校

（３）監査の方法

ア 説明聴取

平成 22年 12 月 16 日(木) 学校を除く対象部局

イ 実地監査

平成 22年 12 月９日、平成 23年１月 12日、平成 23年１月 14日

ウ 事務局による資料調査

平成 22年 12 月２日から平成 23年４月 28日まで
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第２ 監査対象事業の概要

１ エコスクールとは

「杉並区版エコスクールの推進＜既存校におけるエコスクール化の推進＞第

二次エコスクール化検討懇談会検討報告書」（20 年３月）によると、エコスク

ールとは、ハード・ソフト両面を兼ね備えた総合型の環境共生型学校であると

したうえで、次のように定義づけている。

＜杉並区版エコスクールの定義＞

次の３点が一体となって総合的に環境配慮が行われている学校

① 環境負荷を抑制しつつ、学習に望ましい教室内温熱環境などを創出する

「施設づくり」が行われていること。

② 環境負荷の抑制につながる「学校運営」（環境配慮行動）が行われている

こと。

③ 児童生徒だけでなく家庭や地域の人々も含めて、学校を拠点として環境

配慮行動につながる「環境教育」が行われていること。

そして、改築校、既存校にかかわらず、すべての小中学校でエコスクール

としての「施設づくり」、「学校運営」、「環境教育」を 3 つの柱として、エコ

スクール化の実現に取り組んでいくことが重要であると述べている。

こうした定義のもと、本事業は、区立小中学校・特別支援学校に、校庭緑

化、屋上緑化、壁面緑化、ビオトープ(※1)、庇・バルコニー、ナイトパージ

(※2)、太陽光発電、外断熱、内装木質化、クールヒートトレンチ(※3)、エ

アコン等の設置等を行い（改築等にあわせた設置を含む。）、運用及び維持管

理を適切に行っていくものとされている。

※1 ビオトープ（学校敷地内）：児童・生徒の環境教育の教材として、学校敷地内に創

出された地域の野生の生きものが自立・循環してくらすことのできる空間である。

※2 ナイトパージ：外気温が低下する夜間に自然通風を図り、涼感を得ると同時に、室

内の蓄熱体の温度を下げ（蓄冷する）、翌日の室温上昇を抑える方式である。

※3 クールヒートトレンチ：地下ピットや地中に埋設した管内に空気等を送り込み、地

中温度が外気温より夏季には低く、また、冬季には高いことを利用して冷暖気を得

る方式である。

２ 実施経過

（１）エコスクールに係る諸計画

ア エコスクールは、主に杉並区実施計画、杉並区教育ビジョン推進計画、杉

並区環境基本計画に定められている。（表１参照）

イ 平成８年の環境基本計画で、区立施設の緑化推進策として、壁面緑化な

ど現在のエコスクールの考え方が取り入れられ、その後、順次「みどり」

や「緑化」といったテーマの中で進められ、本格的に「エコスクールの推

進」として計画化されたのは、平成 20年の杉並区実施計画及び杉並区教育

ビジョン推進計画である。
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〈表１ 主要計画策定経過概要〉

年 月 計画名 項 目 等 概   要

平成 8
年3月

環境基
本計画

公共施設のみど
りや花をふやす

・区立施設の緑化推進
区立施設の緑化を引き続きすすめる。また、区立施設（学校を
含む）の建設にあたっては、地域の特性やデザイン・コンセプ
トに配慮しつつ、可能な範囲で壁面緑化なども取り入れる。既
存施設についても、可能なものについては実施する。

平成
13年2
月

実施計
画

水辺をよみがえ
らせみどりのま
ちをつくろう

・みどりを創る
平成 13年度 学校ビオトープの設置・校庭の緑地化２校

平成
14年3
月

教育改
革アク
ション
プラン

安全と環境に配
慮した学び舎
エコ・スクール化
をすすめよう

環境に対する国際的な規格である ISO14001 の認証を取得し、環
境という視点を重視した学びの場をつくっていきます。
また、子どもたちが、環境への影響を考えた生活を身につけら
れるように、屋上緑化・校庭緑化など、身近な自然とふれあい、
伸びやかに過ごせるように環境に配慮した学校づくりをしてい
きます。
・学校緑化をすすめよう
平成 14年度目標 屋上緑化１校、ビオトープ 2校

平成
15年3
月

環境基
本計画
（改
定）

公共施設のみど
りをふやす

・学校等のエコアップ
区立学校等において、ビオトープの設置や校庭などの緑地化に
よりエコスクール（環境に配慮した学校）化を進め、環境教育
の場として活用します。

平成
17年3
月

実施計
画（改
定）

水辺をよみがえ
らせみどりのま
ちをつくろう

・みどりを創る
平成 17年度 ビオトープの設置２校・校庭の緑地化１校・屋上
緑化３校 経費は「学校の緑化推進」に計上

平成
18年2
月

教育ビ
ジョン
推進計
画

「学校力」の向上
により、信頼され
る学校づくりを
進めます。

・教育環境の整備・充実 エコスクールの推進
校舎の屋上緑化、校庭の芝生化、ビオトープ（自然生態園）の
整備を行い、子どもたちも地域の人たちも、省エネルギーで快
適な暮らしについて学ぶエコスクール化を推進します。
平成 17年度 校庭緑地化２校、校舎屋上緑化３校、校舎壁面緑
化１校、学校ビオトープ２校

平成
20年3
月

実施計
画（改
定）

水辺をよみがえ
らせみどりのま
ちをつくろう

・みどりを創る
平成 20年度 校庭の緑地化１校、屋上緑化５校 経費は「エコ
スクールの推進」に計上

平成
20年5
月

教育ビ
ジョン
推進計
画（修
正）

「学校の教育環
境を整えます」の
中でエコスクー
ルの推進が重点
事業

・エコスクールの推進
既存校において、校舎の屋上緑化や校庭の緑地化、校舎の壁面
緑化、ビオトープ（自然生態園）・ひさしの設置等、エコスク
ール（環境共生型学校）化を進めるとともに、校庭の芝生化や
地中熱・太陽光などを利用した「まるごとエコスクール」に向
け、新校舎の建設・改築を進めます。また、校庭芝やビオトー
プなどを身近な環境学習の教材として活用し、環境教育の充実
を図るとともに、「ISO14001」認証取得に基づく環境配慮行動
を進め、ハード・ソフト両面からエコスクールを推進します。
平成 20年度 校舎屋上緑化５校、校庭緑地化３校、校舎壁面緑
化３校、ビオトープ整備２校、エコスクール改修７校

平成
22年5
月

環境基
本計画
（改
定）

自然環境が保全
され、さまざまな
生き物が生息で
きるまちをつく
る
区民、事業者、区
がともに環境を
考え行動するま
ちをつくる

・エコスクールの推進
区立学校の緑化・エコスクール改修等を計画的に進め、環境に
配慮した学校運営、及び学校を核として家庭・地域を含めた環
境教育の充実を図る。
・環境教育、環境学習の拡充・推進
区立小中学校におけるエコスクール化を一層進め、環境に配慮
した学校運営や、学校を核とし家庭・地域を含めた環境教育の
充実を図る。
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平成
22年5
月

教育ビ
ジョン
推進計
画（修
正）

「学校の教育環
境を整えます」の
中でエコスクー
ルの推進が重点
事業

・エコスクールの推進
校庭緑化やエコスクール改修など、環境に配慮した学校施設を
整備することにより、子供たちの教育環境の充実を図ります。
平成 22年度 既存校エコスクール化 校庭緑地化２校、ビオト
ープ整備１校、エコスクール改修 ナイトパージ設置５校

（２）エコスクールに係わる検討報告書等

エコスクール事業に係わる検討報告書は３回出されており、その主な内容は

表２のとおりである。

〈表２ 報告書主要内容〉
年月 検討報告書名 主要内容

平
成
18
年
１
月

風とみどりの
施設づくり報
告書 夏季を
すごしやすく
する環境に配
慮した施設づ
くりを目指し
て（杉並区風と
みどりの施設
づくり検討委
員会）（検討期
間 17年 5月か
ら 18年 1月）

・夏季の室内環境に配慮した施設づくりの指針、学校が地域の環境学習の拠
点となるようなエコスクール化の指針、などをとりまとめた。
・エコスクールの指針の手法 ①日射を遮断する、②日が当たる部分を断熱
する、③風通しを良くする、④気化熱により気温を低下させる、⑤雨水流出
を抑制する、⑥自然エネルギーを活用する。
・具体策の例 庇、ベランダ、外ブラインド、外断熱、断熱サッシ、網戸、
換気扇、天井扇、風の道、ナイトパージ、クールチューブ（地中に埋設した
管内に空気を送り込み、地中温度が夏季には外気温より低いことを利用して
冷気を得る方式）、屋上散水（地下水）、屋上緑化、壁面緑化、内装木質化、
雨水貯留槽、雨水再利用、太陽光発電、太陽熱温水など
・ここで示した方針や指針に基づいて、モデル事業として、高井戸小学校の
エコスクール化（教室の内装木質化、ナイトパージ、体育館屋上緑化、壁面
緑化、ベランダ設置、保水性舗装、雨水貯留槽、雨水再利用、太陽光発電等）、
方南小学校のエコスクール化（庇型太陽光発電、ナイトパージ、屋上緑化、
壁面緑化、ベランダ設置、ビオトープ、雨水貯留槽、雨水再利用等）
・研究機関などとの連携等を推進していく。

平
成
19
年
３
月

杉並区版「環境
共生型学校施
設」整備に向け
て エコスク
ール化検討懇
談会検討報告
書（検討期間
18年 12月から
19 年 2月）

・あらためて、環境に与える負荷低減の「みどり」を含む建築的手法の検討、
とりわけ自然エネルギーの活用方法も検討し、「風とみどりの施設づくり」
報告書の実現に向けて、今後計画的に学校の施設整備を実施する際に基本と
なる考え方を示した。
・今回の検討課題のうち、最も重要な自然エネルギーの活用については、今
後、改築する学校については、具体的にクールヒートトレンチなど、地中熱
を利用した外気の予熱・予冷や、ヒートポンプの採用を積極的に検討する。
・今後の区立小中学校整備については、多様な教育活動に対応するとともに、
良好な室内環境の確保と省エネルギー、省資源型とするため、本エコスクー
ル化検討懇談会検討報告書にそって進める。
・荻窪小学校は、周辺のまとまった緑で冷された空気を活用するクールヒー
トトレンチの取組みを行う。統合新校（現天沼小）・松溪中は、平成22年度
竣工だが、太陽光発電、断熱化・外断熱、ペアガラス、ナイトパージ、クー
ルヒートトレンチ等を検討し、実施設計に反映させていく。
・機械装置（空調設備）の運用については、荻窪小・統合新校（現天沼小）・
松溪中は「みどり」・建築自体の工夫を前提とし、補助的に空調設備の運用
を図る、方南小・高井戸小については省エネ化の強化を図った上、補助的に
空調設備の運用を図る、既存校は緑化等による日射遮蔽、通風・換気による
排熱を図り、負荷を低減した学校より、補助的に空調設備の運用を図る。
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平
成
20
年
３
月

杉並区版エコ
スクールの推
進＜既存校に
おけるエコス
クール化の推
進＞第二次エ
コスクール化
検討懇談会検
討報告書（検討
期間 19年 8月
から20年2月）

・既存校という様々な制約条件をもった施設においてエコスクール化をいか
に進めるか、また、環境教育の面から「エコスクール」と呼ばれるにふさわ
しい学校とはどのようなものか、について検討した。
・各学校別の緑化や外断熱などのエコスクールの現況や建物構造、周辺環境、
通風状況なども含めた特性を「杉並区既存校特性表」としてまとめた。また、
断熱や緑化、自然エネルギーの利用、省エネなどのエコ改修メニューを「杉
並区学校改修メニューシート」としてまとめ、それぞれのエコ改修メニュー
における特徴や留意点、メンテナンス、コストなどを盛り込み、これからの
改修の際に容易に選択できるようした。
・庇による日射遮蔽効果は他の項目に比べて熱環境および光環境調整効果が
高く、重要であるといえる。

（３）エアコン導入等について

ア 改築・建設校、既存校のエコスクール事業の検討及び徹底したエコスク

ール化と補助的装置としての普通教室へのエアコン設置の方針は、平成 17

～19 年度の 3年間で決められている。さらに、改築・建設校は、平成 18、

19 年度で、エアコン設置に加えてクールヒートトレンチの設置など事業の

拡大が方向付けられている。

イ 夏季の暑さ対策のため、学校へのエアコン設置の要望が多く見られるよ

うになってきていたが、平成 20年 7月 1日の「杉並区小中学校におけるエ

アコン利用基準」では、「杉並区ではエコスクール化を十分行ったうえで、

補助的装置として導入する」としている。

ウ 区立の小中学校の普通教室のエアコン設置は、徹底したエコスクール化

を行った学校から順次進められてきたが、平成22年８月に、夏季気温の上

昇、新学習指導要領による授業時間数の増が見込まれること等から、すべ

ての小中学校の普通教室に平成23年６月までにエアコンの整備をすること

となった。

３ 事業内容

（１）エコスクール化の状況

平成 22 年 11 月末日時点におけるエコスクール化の状況は、設置数の多い

順に、屋上緑化 31校、ナイトパージ 29校、壁面緑化 23校、校庭緑化 21校、

ビオトープ 21 校、エアコン 16 校、庇・バルコニー14 校、太陽光発電５校、

内装木質化４校、外断熱４校、クールヒートトレンチ３校、その他５校とな

っている。

クールヒートトレンチ及びその他が設置されているのは、いずれも改築・

建設校であり、既存校には設置されていない。

ナイトパージは、既存校にも積極的に導入されている。

小・中・特別支援学校におけるエコスクール項目別の設置状況は、表３の

とおりである。
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〈表３ エコスクール項目別の設置状況〉

※１ 従前から設置している３校を含む。

※２ その他は、エコ表示モニター、風の塔、雨水再利用、ソーラーコレクター、

複層ガラス、照明制御、風力発電である。

小・中・特別支援学校ごとのエコスクール項目の設置数は表４のとおりであ

る。

８項目以上設置されている学校（４校）は、すべて改築・建設校である。７

項目設置されているのは既存校１校（杉並第七小）と改築校１校（方南小）で

ある。

既存校のエコスクール化は学校の希望に応じて行っており、エコスクール項

目の設置数は学校により大きく異なっている。

改築・建設校はエコスクール項目を網羅することとなっており、設置数は既

存校に比べて多い。

１項目もエコスクール項目の設置が行われていない学校は、小学校は３校で

あるが、中学校では半数近い11校となっている。

小学校に比して、中学校のエコスクールの取り組みが遅れている。

〈表４ エコスクール項目設置等数（「その他」を除く。）〉
１
項
目
設
置
校

２
項
目
設
置
校

３
項
目
設
置
校

４
項
目
設
置
校

５
項
目
設
置
校

６
項
目
設
置
校

７
項
目
設
置
校

８
項
目
設
置
校

９
項
目
設
置
校

１０
項
目
設
置
校

１１
項
目
設
置
校

０
項
目

計

小学校の数 8 8 8 6 3 2 2 1 1 1 3 43

中学校の数 5 5 1 1 11 23

特別支援学校 1 1

計 13 14 9 6 3 2 2 1 1 1 1 14 67

（２）維持管理

校庭緑化の維持管理については、学校、保護者、地域住民等が主体となっ

て、刈込、灌水等が行われている。また、全校で、受託業者により芝点検、

校庭

緑化

設置

校数

屋上

緑化

設置

校数

壁面

緑化

設置

校数

ビオト

ープ

設置

校数

庇・バ

ルコ

ニー

設置

校数

ナイト

パ ー

ジ

設 置

校数

太 陽

光 発

電

設置

校数

外断

熱

施工

校数

内装

木質

化

実施

校数

クール

ヒートト

レンチ

設置

校数

エア

コン

設置

校数

※１

そ の

他

設置

校数

※２

小学校 17 23 22 21 9 25 4 3 3 2 13 4

中学校 3 8 1 0 5 4 1 1 1 1 2 1

特別支
援学校

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

合計 21 31 23 21 14 29 5 4 4 3 16 5
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巡回管理指導、芝生育成指導、維持管理が行われている。

屋上緑化の平成 21 年度の維持管理は、1 校（泉南中：生徒が行う。）を除

き委託され、芝刈り、手抜き除草、剪定、施肥などが受託業者により行われ

ている。

壁面緑化の維持管理は、平成 21年度、半数を超える 12校で委託され、生

育点検、施肥、除草、基盤点検、灌水設備点検などが受託業者により行われ

ている。

ビオトープの維持管理は、教諭が中心となって、学習の中でも行われてい

る。

庇・バルコニー、ナイトパージ、太陽光発電、外断熱、内装木質化、クー

ルヒートトレンチ、エアコンは、普段は特段の維持管理を要しない。

（３）エコスクール項目の運用等の状況

ア 校庭緑化

校庭全面や周辺部分のみなど、いくつかの方法があり、緑化面積は学校

により大きく異なっている。

芝の生育・維持管理は、実地監査対象校では、おおむね順調である。し

かし、調査表（資料１。以下同じ。）によると、杉並第六小、荻窪小では裸

地化の進行が指摘されている。

また、実地監査や説明聴取では、次のようなことが判明し、校庭緑化を

施した学校全体で共通の課題であることがうかがわれる。

・野球などの利用の増加やサッカーゴールの固定化は、校庭の芝の生育に

影響を及ぼす懸念があり、調整が必要である。

・冬芝の種をまき、その育成のための養生で、秋季から冬季に約１ヵ月使

用できない期間が生じている。

イ 屋上緑化

緑化面積や灌水装置、方法が学校により異なっている。実地監査では、

給水がされず乾燥しているものや、土留めが崩れているものがあった。ま

た、過去の定期監査では灌水装置が故障していた事例、雑草が繁茂してい

る事例が見られた。

屋上の利用は、児童生徒の安全確保のため、教員の付き添いが必要とな

っているので、授業も含め児童生徒の利用回数は少なくなっている。

ウ 壁面緑化

施工方法（ネット式やプランター式など）や植物の種類が学校により大

きく異なっている。また、すべての壁面を均等に緑化することはできず、

室内温度の上昇抑制は教室によりばらつきがある。実地監査では、風通し

が悪いとの報告があったほか、緑の十分な生育が見られない、あるいは枯

れている例も見られた。

調査表によると、課題として教室内が暗くなるので採光を７校が挙げて

いる。

エ ナイトパージ

夏季夜間に、タイマーによる自動運転で自然通風を図り、コンクリート

壁面など蓄熱体の温度を下げるものである。
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ナイトパージに関する汎用的なマニュアル（取扱説明書、手順書）等は

作成されていない。既存校にはマニュアルはなかったが、改築・建設校に

ついては、学校ごとにマニュアルが存在するようである。

改築・建設校には、室内衛生環境維持の観点からナイトパージとは別に

24 時間換気がされている。24 時間換気と空調とは相反せず、換気による

影響が少なくなるように「全熱交換器」等で工夫をしているとの説明であ

る。

全熱交換器は、換気による熱のロスを減らすものであるが、平成 21年度

までにエコスクール化した既存校で、普通教室にエアコンを設置した学校

には、全熱交換器は設置していないが、平成 22・23 年度に普通教室にエ

アコンを設置する予定の学校には、エコスクール化の有無に係わらず全熱

交換器を設置する予定とのことである。

ナイトパージ関連機器の機能や作動方法は十分に周知されておらず、学

校現場で適切に運用されているかどうか疑問がある。

オ クールヒートトレンチ

クールヒートトレンチは最近の改築・建設校３校に設置されている。

クールヒートトレンチの設置された学校にはエアコン及び全熱交換器も

設置されている。

クールヒートトレンチに関する汎用的なマニュアル（取扱説明書）等は

ない。

過去の定期監査で、監査当日、クールヒートトレンチが機能していない

事例が見られた。

クールヒートトレンチもナイトパージ関連機器と同様、機能や作動方法

が十分に周知されておらず、学校現場で適切に運用されているかどうか疑

問がある。

クールヒートトレンチは、全国的にも設置例が少ない中で、基本的な基

準や運用指針がないままに設置されている。

（４）経費

ア 設置に伴う経費

平成 13年度から平成 22年 11月末日までに要したエコスクール項目設置

経費の総額は、32億 1,587 万円（1万円未満端数切り捨て。以下同じ。）で

ある。また、交付を受けた補助金は、国 2 億 3,388 万円、都 4 億 4,855 万

円である。

イ 維持管理に伴う経費

平成 21 年度のエコスクール維持管理委託経費の合計は、6,231 万円であ

る。また、交付を受けた補助金は、都 327 万円である。

エコスクール項目別の設置経費、維持管理経費、補助金は表５のとおり

である。
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〈表５ エコスクール項目別 設置経費、維持管理経費、補助金等一覧〉

設置経費（改築校等
は起工時の税込み設
計金額）（円）※１

設置に伴う国
の補助金（円）
※２

設置に伴う都
の補助金（円）
※３

21 年度維持管
理委託経費
（円）

21 年度維持管
理に伴う都の
補助金（円）

校庭緑化 587,844,071 38,231,523 448,550,997 44,362,499 3,273,000

屋上緑化 538,017,180 72,704,803 0 10,500,000 0 

壁面緑化 206,915,337 0 0 7,451,130 0 

ビオトー
プ

46,252,379 0 0 0 0 

庇・バル
コニー

153,890,205 0 0 0 0 

ナイトパ
ージ

244,755,460 0 0 0 0 

太陽光発
電

131,849,000 0 0 0 0 

外断熱 83,750,000 0 0 0 0 

内装木質
化

93,198,000 0 0 0 0 

クールヒ
ートトレ
ンチ

85,890,000 0 0 0 0 

エアコン 942,601,250 122,947,000 0 0 0 

その他
※４

100,910,000 0 0 0 0 

合計 3,215,872,882 233,883,326 448,550,997 62,313,629 3,273,000

※１ 一部、維持管理経費を含んでいるもの、他の項目の設置経費を含むもの、改

築校等で算出できないものがある。

※２ 国の「環境を考慮した学校施設（エコスクール）の整備推進に関するパイロ

ット・モデル事業」の実施要綱に基づく負担金は、要綱に明示のある交付金単

価加算率（2.5％）から算出した金額を校庭緑化の補助金に含めた。校庭緑化の

ない松溪中分は屋上緑化に含めた。

※３ 設置に伴う都補助金には、交付予定のもの及びオータムジャンボ宝くじに係

る区市町村交付金の交付に関する規程に基づく宝くじ助成金（１件）を含めて

いる。

※４ その他は、エコ表示モニター、風の塔、雨水再利用、ソーラーコレクター、

複層ガラス、照明制御、風力発電である。

（５）エコスクール化の効果

ア 温度

計画では、校庭緑化により夏季地表温度の上昇抑制、照り返し・砂埃の

低減、屋上緑化により夏季室内（最上階等）温度の上昇抑制、壁面緑化に

より夏季室内温度の上昇抑制、庇・バルコニーによる日射遮蔽により夏季

室内温度の上昇抑制、ナイトパージにより躯体蓄熱の除去、夏季室内温度
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の上昇抑制などの効果が掲げられている。また、クールヒートトレンチは

±2℃、外気よりも夏は涼しく冬は暖かくなる効果があるとされている。な

お、クールヒートトレンチ以外は、見込まれる効果の具体的な数値は示さ

れていない。

実際の効果として、首都大学東京が行った特定の学校における調査結果

（表６）によると、校庭緑化は夏季の地表温度 10℃抑制、屋上緑化は夏季

室内温度（最上階）３℃抑制、壁面緑化は室内温度１～２℃抑制の効果が

あるとされる。

また、「体感」ではあるが、庇・バルコニーによる日射遮蔽により夏季室

内温度の上昇が抑制され、ナイトパージにより躯体蓄熱が除去され、校舎

内温度が下がったとされている。

このように、エコスクールによる効果は、特定の学校における実測によ

る結果（効果）はあるものの、学校ごとには実測されていない。

〈表６ 首都大学東京による調査結果〉

調査時期 調査校、方法等 結果（効果等）

校庭緑化
平成 17

年 6月

桃井第五小（校庭全面

緑化）と三谷小（砂の

校庭）で赤外線放射カ

メラによる熱画像撮影

三谷小の砂の校庭の表面温度は全面

芝生化した桃井第五小の校庭（30℃ほ

ど）と比べると 10℃ほど高くなって

いる。

屋上緑化
平成 17

年 7月
杉並第九小 実測

最上階の教室で屋上緑化を行ってい

る教室は行っていない教室に比べ、天

井表面温度が約３℃低くなっている。

壁面緑化
平成 17

年 7月
桃井第三小 実測

２階の壁面緑化を行っている教室で

は行っていない教室に比べ昼間、室内

空気温度が約２℃低くなっている。

クールヒ

ートトレ

ンチ

平成 21

年 6月～

10 月

荻窪小 実測

外気温が 35.8℃になる日でも、３階

教室の最高温度は 30.5℃、１・２階

に至っては 30℃に達していない。

イ ＣＯ₂削減量及び効果金額

計画上では、太陽光発電、外断熱、クールヒートトレンチ、その他のＣ

Ｏ₂削減量の総計は 47,730㎏-ＣＯ₂／年とされている。（表７参照）

〈表７ エコスクールＣＯ₂削減量 計画値〉
計画上のＣＯ₂削減量
(㎏-CO₂/年）

太陽光発電 20,203 

外断熱 16,402 

クールヒートトレンチ 4,423 

その他※ 6,702 

計 47,730 

※その他は、雨水再利用、照明制御、風力発電である。
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しかし、実施後、ＣＯ₂削減量についての検証はされておらず、したがっ

て、効果金額も算出されていない。

ウ 使用電気削減量及び効果金額

荻窪小学校を除いた改築・建設４校の太陽光発電は、計画上では使用電

気削減量及びこれによる効果金額は、41,213ｋｗｈ、499,727 円とされて

いる。

しかし、使用電気削減量は実測されておらず、したがって、効果金額も

算出されていない。

なお、改築・建設校のエコ表示モニターは、太陽光発電量等を表示し、

データを蓄積するとされている。

エ 教育上の効果     

（ア）校庭緑化、屋上緑化、壁面緑化

教育環境上の効果として、身近な環境に対する関心を高め、豊かな感

性を培うことなどが挙げられる。

環境教育として、小学校では生活科・理科・総合的な学習の時間、中

学校では理科・特別活動・総合的な学習の時間等、特別支援学校では体

育、総合的な学習の時間等に活用されている。

児童生徒への教育上の効果として、小学校では身近な環境との関わり

を通して、自然を大切にしようとする意識の高揚等、中学校では自然環

境保全の重要性の認識等、特別支援学校では体力の向上などが挙げられ

ている。

また、校庭緑化における教育上の効果として、体力の向上、情緒の安

定、砂埃対策、けがの減少等が挙げられている。

（イ）ビオトープ

教育上の効果として、身近な環境に対する関心を高め、豊かな感性を

培うことが挙げられている。環境教育としては、生活科・理科・総合的

な学習の時間で活用されている。

児童生徒への教育上の効果として、身近な環境との関わりを通して自

然を大切にしようとする意識が高まったこと等が挙げられている。

（ウ）庇・バルコニー・ナイトパージ

教育環境上の効果として、夏季室内温度の上昇抑制が挙げられている。
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第３ 監査の結果

今回、監査のテーマとしたエコスクール事業について、説明聴取、実地監査、

資料調査を行った結果、以下のとおり検討すべき事項が見受けられた。

１ エコスクール事業の計画化、経費について

（１）計画化

様々なエコスクール項目の取り組みが行われているが、事業開始後の評

価、検証が十分に行われないまま、事業が拡大している。

クールヒートトレンチは実施例が少ない中、性急に導入された感がある。

こうしたことから、改めて、エコスクールの考え方を整理するとともに、

事業目的を再確認・明確化し、目標とした効果が得られているのか十分に

評価・検証をするべきである。

そのうえで、耐震補強工事や改築・学校統廃合計画なども踏まえて、狙

った効果が十分に得られるよう、最低限実施するエコスクール項目の基準

などを定め、トータルな計画をたてる必要がある。

（２）経費

エコスクール事業にかかる経費は、設置については平成13年度から累計

で 32億円を超え、維持管理については 6,200 万円（21 年度）を超えている。

国・都の補助金もあるが経費全体から見るとごく一部である。エコスクー

ル事業が進めば、付随する維持管理経費も増加する。

今後、事業を継続する場合は、改めて長期的な視点から、維持管理も含

めた経費を試算し、費用対効果を踏まえ、エコスクール事業の見直しなど

をする必要がある。

（３）エアコン導入に伴う事業のあり方

全普通教室にエアコンを設置するという大きな方針転換をしたことから、

エコスクール事業のそれぞれの項目がもたらす効果を、エアコン使用を前

提に改めて整理する必要がある。

また、今後の改築・建設校では、熱負荷に、より効果があるとされる「断

熱」に重点を置いた設計の必要があると思われる。

このような状況の変化を踏まえ、新しいエコスクールの考え方を検討・

整理する必要がある。
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２ 関係部課における役割分担、関係課間の協力・調整について

（１）担当課

既存校と改築・建設校で教育委員会事務局の担当課が分かれ、また、エコ

スクール項目や維持管理でも担当課が異なるなど、エコスクール事業全体

をコーディネートする部署が明確になっていない。

事業を確実に実施するためには、責任を持ってエコスクール事業全体をコ

ーディネートする部署を明確にするべきである。

３ エコスクール項目の効果及び維持管理について

（１）効果の測定

所管課の説明によれば、計測費用等もかかることから、エコスクールの効

果としての低下温度やＣＯ₂削減量は、各校ごとに実測していないとのこと

である。今後も、制度化された仕組みとして、温度やＣＯ₂削減量を把握す

る予定はないようである。

エネルギー削減効果は、これまで主に文献上の資料から説明されていたが、

学校により面積、構造、管理状況等が異なっているので、それぞれ実際の効

果を検証する必要がある。検証方法や費用などを検討し、可能なものから効

果測定に努められたい。

エコスクール化の効果を上げている学校の情報（ノウハウなど）を他校に

周知することなども含め、効果的に運用する工夫が必要である。

（２）校庭緑化

養生期間に校庭が使えないなどのマイナス面もあるが、校庭緑化は定着し

てきており、裸地化が進んでいる２校を除き、トータル的には適切に設置、

維持管理されている。

緑化後の年数が経過するにつれ、維持管理のレベルが上がっている学校が

ある一方、世代交代がうまくいかない学校があるなど状況はさまざまであり、

また、どの程度のレベルを維持するかで手間や経費が異なってくる。最低限

の維持管理は業者に任せるにせよ、ボランティア団体等が芝生の維持管理に

大きく関わることには変わりがない。

維持管理を適切に行うには、ボランティア団体等への技術面の支援など、

研修体制等の更なる充実が必要ではないかと思われる。

校庭全面ではなく一部芝生化も効果があるので、部活動などで校庭の使用

頻度が高い中学校などは、周辺部の芝生化や人工芝との併用などを選択する

方法もある。芝生の維持管理レベルについては、費用も含め検討する必要が

ある。

（３）屋上緑化

屋上緑化は最上階で夏季に３℃程度室温の上昇が抑制されるとの効果が

うたわれているが、実際にどの程度効果があるのか検証するべきである。

また、安全面から児童生徒の利用が少なくなってきており、屋上緑化のあ

るべき姿、環境教育への活用などトータルに考え直す必要があるのではな

いかと思われる。
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維持管理は１校を除き業者に委託されており、委託内容には業者による維

持管理に関する説明・指導も含まれている。業者による維持管理に関わる

説明・指導を適切に生かすことが必要であるとともに、委託業務の履行確

認を徹底する必要がある。

なお、維持管理委託には、灌水装置の維持管理も含まれているが、受託業

者は当該灌水装置の設置者ではない場合がある。灌水装置や土留めなどは

経年劣化するので、営繕課や教育委員会事務局は適切に受託業者を監督、

指導する必要がある。

（４）壁面緑化

学校により施工方法や植物の種類が大きく異なり、緑の十分な生育が見ら

れない、あるいは枯れている例も見られ、効果に大きな差が生じている。

特に、方南小の壁面緑化の手法は、十分な検討がされないまま先行導入

されたと思われ、結果的に効果がほとんど望めない状態になっている箇所

もある。

今後は、壁面緑化の効果が見込まれる方法を検討し、実施していくべきで

ある。

維持管理を業者に委託しているものについては、業者の維持管理に関わる

助言・指導を適切に生かすことが必要であるとともに、委託業務の履行確

認を徹底する必要がある。

（５）ナイトパージ

ナイトパージは、夏季夜間に作動することで効果はあるとみられるが、ナ

イトパージの機能や作動方法を、学校現場の職員がよく理解し、運用して

いるか疑問がある。

既存校ではナイトパージのマニュアルがなく、現場での機器使用の説明も

不十分であるとみられる。

汎用的なマニュアルを作成し、既存校を中心に配布し、ナイトパージの機

能や作動方法を学校で再確認させ、適切な機器運用を図る必要がある。

（６）クールヒートトレンチ

クールヒートトレンチは、設置に多額の費用（３校で 8,500万円）がかか

り、また、維持管理も、地下にあるため定期点検や空気環境の維持が難し

いと思われる。

今後も設置を進めていこうとするなら、具体的な効果の検証と、維持管理

も含めた厳密なコスト算出が不可欠である。

一定の効果が実証され、コスト的にも是認されるものであれば、わかりや

すく使いやすいマニュアルを作成し、機能・作動方法を学校に周知し、適

切に機器運用を図る必要がある。

（７）庇・バルコニー

建物の状況や、設置する階、角度などにより効果が異なると思われる。

導入時にこれらのことがしっかり把握され、理解されているか、疑問もあ



１６

る。

今後、庇・バルコニーは、設置場所などを十分に検討したうえ導入する

べきである。

４ 環境教育について

教育委員会事務局は、「環境教育指導の手引き」を環境教育の指針として示

しているが、実際は学校任せになっており、「環境教育指導の手引き」が十分

に活用されていない。エコスクールを環境教育に十分に生かすため、「環境教

育指導の手引き」のより一層の活用を促す取り組みが必要である。

また、年１回芝生連絡会を開き成功事例を発表しているとのことであるが、

さらにエコスクールによる教育上の効果を上げている学校の情報（ノウハウな

ど）を他校に周知し、活用するなどの工夫が必要である。

エコスクール事業は、学校を核として家庭・地域を含めた環境教育の充実に

つながることが期待されているが、家庭や地域における環境教育の内容や効果

が明確に見えてこない印象を受ける。家庭や地域における環境教育プログラム

等のＰＲを行い、取り組みを広く区民に知らせるなどの努力を望む。
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第４ 総括的意見     

平成22年度の行政監査では、エコスクール事業について監査を実施した。個々

の改善すべき点、検討が必要と思われる点については、「第３ 監査の結果」に

示したとおりであるが、その他全体的に見て、今後の課題と思われる事項を以

下に述べる。

１ 効果測定

エコスクール事業は、設備の設置・維持に多額の費用がかかるにもかかわら

ず、その費用対効果が十分に評価、検証されているとはいえないまま拡大して

いる。

「第３ 監査の結果」にも示したが、可能なものから温度実測など、継続的

な効果測定やデータの蓄積等に努められたい。

２ 維持及び運用管理

効果のあるものを設置しても、実際にこれを使う現場で、適切に運用・維持

管理されなければ、効果は期待できない。

また、当初は運用や維持管理が適切に行われていても、人事異動等により担

当者が替われば、良好な状態を維持・継続していくには相当な努力が必要であ

る。

特に、ナイトパージやクールヒートトレンチは、新しい取組みであり、だれ

でもよく分かるマニュアルの作成、定期的な説明を行うべきであると思われる。

さらに、持続的に適切な運用・維持管理を行うために、現場に過度の負担が

かからない仕組みを構築することも重要である。

３ 今後の方向性

事業の効果を上げるためには、実施に当たって、現場意見の反映や、必要と

される設備･装置に対する十分な予算措置等がされていなければならない。

しかし、今回の監査を通じて、学校現場、事業所管部門、計画設計部門、財

政部門等において、事業内容についての共通理解や調整が十分でない印象を受

けた。

今後の事業実施に当たっては、これら部門間の緊密な連携・調整が十分行わ

れるよう配慮されたい。
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〔 資料編 〕

資料 1 エコスクール事業に関する各校別調査表

資料 2 エコスクール事業における関係部課の役割

資料 3 維持管理に関する関係部課の学校に対する助言、指導内容等

資料 4 すべての学校でエコスクールづくりを目指して（抜粋）

資料 5  冷房を用いない学校教室の温熱環境改善に関する研究

資料 6 学校および自宅における児童・生徒の温熱環境実態調査

資料 7 実際の校舎を用いた換気・通風による教室の温熱環境改善に関する実

験研究

資料 8  学校建築におけるクールヒートピットに関する実測研究

資料 9 学校における赤外線放射カメラによる熱画像撮影及び考察
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愚ρo
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3杉並第三小

㈱甑・ランニングコスト団係C主として別年度〉 ヱコスク“ノレによる輿際の効果 繍よの効果・その也
契 以外の場含（烈 紬がある船（2燦度 けた繍助血嬢 21度〉 計圃してい角効果と同 位で記入｝

．，

20 21 23 24 5 26 27 28 9 o 31 32 33 34 35 36 37 38 9 40 41 42
紹 嘱

45 46 7 48 49
主 策の 約 「n L項 21 21 度日 契 検憂・皿 諦 園（円） 国 〔円） 〔
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のCO 用 の の工 左の 左の 晒　（工 用 A 父兄 間

く

目． メンテナ

ンス作
叢の概

翼

メンテナ

ンス作
菜の回・

鵬
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地域ボラ
ンティア
等）
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ものくマ

ニユアル
等1

銭 計皮払
血甑
（円）α

件以上
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畢 行硫露
方駿（概

剛
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由

助盆等
根拠・概
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助血等
祖拠・概

畏
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控握方
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晦
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果血顧
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㎜
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浬によ
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虫顧
（円）

コスクー
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関係）
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科圃
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効果（反応）
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圃
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．
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平戒22年度行政監査　調鍼A

NO 　　　　　　　　7．　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　曹4杉並第四小

当初股置・イ議シャルコスト閲係

改築校 　　　　設置に伴う補助金等 計囲していた効果
1 2

3　　　　　4 5 6 7 8 9 てo
11 12 マ3 て4 15 て6 17 18 19

　　　項
　一　　目

メ

ニ
ユ1

当灘（工事完了）年月

エコスクールのメ
ニユーの概嬰（工亭

等の内容1

設置　敵〔契、・の

　　　支払魚蜀
　　　（円）

　　　　　　　　P

エコスクー

ルにかか
る凝費の
改築全経
畳に対す
る馴合
（％）

奨絢　手（契
約の支払先）

隅1剛　1 國助曲等

根拠・概

要

　　　F

（円）

　　　，

　　助　等
拠・概要

澗

　　　　層

漏量（㎏一co2／

卑）

CO2弧左のCO
　　　2削波に
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涙対象
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o）
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削減
量
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る効果
禽韻
（剛

　　（

靭設置・

イニシヤ
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平成22年度行政監査　調査表A

恥9

同

NO 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F4杉並第四小

維持管理・ランニングコスト画係（主として21隼度）　　・　　　　　　　　　・ エコスクールによる実際の効果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，

載育環境上の効果・その他

契納以外の場舎（21 契約がある増合（21年度〉 受けた描助虫等（21年度） 6肝画していた効果と同じ単位で記入）
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36
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41 42 43
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平威22年度行政監査　調套表A

鯵

NO 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　，B杉並第穴小
当初股置・イニシヤルコスト閥係　　　　　層　”　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　幽 改築校 設置に伸う補助血等 計画していた勘果　　　　　　　　　　　　’
，

1 2 3 4 5 6 7 8 9　　． 10 11
て2 て3　　　14　　　15 丁6 1フ

18 19
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国
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平成22年壇行政監畳　岡査表A

勧9
◎畠

NO
6 杉並筑穴小 7

維持管珊づンニングコスト関係（主として21卑度） エコスクー「ルによる奥際の効果 教育環境上の効果・その他

契的以外の場合（2て 契約がある場合（2て年匿） 受げた裕助血等（21 慶） 〔計画していた効果と同じ嵐位で記入）
20 2て 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

40．
1 42 43 44 45． 46 47 48 49

項 己日2て 21
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ニ

ユ
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駒
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”
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計）
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由
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果註舐
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（円）
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r
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心9

画

平成22年度行政監査　朋査盗A

NO
7杉並鯖七小

当初設置・イニシャルコスト関係

改築校 股置に　う補助金等 計圃していた効果
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

13　　　14 「5 1e て7 18 19
　　　項
　　　目
圭汗 触（工事

完了）

年月

エコスクールのメ

ニユーの概憂に事
等の内邸）

　　（翼・の
実払金顧）
（円）

エコスクー

ルにかか
る経費の
改紙血紐
費に対す
る割含
（％）

　・手【契
約の支払先）　．

国円） 圏根拠・概翼 く円）

拠・概腰
温 co2

漁rCO2／

年）

　のCO　用
2削濃に戴削減
よる効

果血組
（円）

量（単位

oo）

左の
用に瓢
削減に
よる効

果逸脹
（円1

　層

　のエ
ネル
ギー趨
坂対象
く単位o
o）

配の
肖犠
量

芝の1
城によ

る効果
血頗
（円）

　　〔
初股置・

イニシヤ

ルコスト
閲俄）

1
1，フ6e

17

度 契約
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．
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下
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　　　　付金交付翼13，464，000綱、夫蜆槙改

　　　　造（空鋤事
　　　　叛の3分の
　　　　マ

．一 一 　　な
内温慶の
　硬保

㎜ 一 一． 開 一， 一 一
等の裕
助的手
段として

蹴
計 て36．82zρ35 13，484，000 37β17β50

0 o 0 0 0



急◎

軌

平成22年度行政監査　頻査表A

NO
7 杉戴第七小

維持管理・ランニングコスト顔係（主として21年度） エコスクールによる実隙の効果 教育環境上の効果・その地

契約以外の塙合く21 契約がある 合｛21年度） 受けた補助直蹄121 度》 計国していた効果と同じ単位で紀入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 1 2 43 44 45 46 47 4B 49
項昌 21

メンテナンス作

業の概
蚕

21
メンテナ

ンス作
業の回
数等

　薬
（区職員、地域ボラ

ンティア
等）

　　の際
参照する
もの（マ

ニュアル
等）

　覧
法

　度合
支払金顧
（円×2件

以上は合
欝》

　亀
手

　　・履
行確駕方法く概絡）　　　，

殴匿メンテ
ナンス方法

の蛮更が
あった場含、

変更の概
要．時期、理

由

国（円） 国助金等

樹蛤・概

要

（円）

助金等
根拠・撮

要

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　果の
把振方
法（概

賭）

固 CO21
減量

　のCO
2肖幟による効

菓金麟
（円｝

　用鷺
気肖唾濃量　　蟹

　の
用鷺気
馴減に
よる効

果金頗
く円｝

　のエ
ネル

ギー閑
滅対象

　の
肖戯量

　の哩
減によ
る効果金額《円》

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際

の効果
関係）

　　環　よ
の効果

　用す
る授柔

科目

児貰　徒へ
の教育上の
効果仮応》

父兄
の様子

閥題 　　（
育環境上の効

果・その

他四係）

1 庭緑侶
　　、
刈込、

徽水、

施凪エ
アレー
ション、

は年2
回．巡

回管理
嶺導は
月1回、

　　、
謹者、地

域住昆等

　　から
の指導。
助言　　　■

　理課
契約

3．8201483

地㈱
　督
による
指導、工事紀

録写真
の提出

一 一 一 閏 　　で
の実横

夏畢
温度10°C
低下

一 局 一 一 燭 一 幽 一 　5な琢
に対する関
心を寓め、
豊かな感性を培う。

　活　・

理科
　近な環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る．

幽

　噂

一 　　の
向上、

情緒の
安定、

砂埃対
策等

目土． 芭生育
播租、 成指導
租檀 は1卿 Ψ

付， 日を爆
シヤツタ 位
リング、

ロータリ

モァ点

2 屋　　化 　刈り、

手抜き
除草、

勢定、

施鳳

　刈り・

手抜き

除草は
年2回
以上、

　　、
嬢者、地

域佳民等

業から
の撫導・

助言

　理
契約

407，515 　　場
造園

監　員
による
指導、工亭記

録写真

一 一 一 一 一 一 　　で
の実績

　炉

　　温
（最上階》

3℃ほ下

一 一 一 幽 一 一 一 隔 身近窪瑠
に対する関
嶽鮎を培う．

　活　・

理科
身近な琉
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす

一 一 嗣

芝目 施肥・芝 の提出
る。

土、巡 目土・巡

回。点検 回・点検

は年1
回以上

T

3 面緑化
検、舅

嵐施
肥、消

毒、除

検・苗鑛

点検は
毎月1

臥勢

一 一
契約

44可looo 日工㈱ ・ 督員
による
指導、工事記

録写真

一

「

一 ” 一 一 一 　　で
の実績

　内温
ザC低下

　　，

㎜ 一 一 開 一 一 一

　，

一 　近な繍
に対する関
心を烹め、
豊かな感性を培う。

　活’・

麟斗
　近環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
1二しようとす

一
　光（教

室内が
暗くな

る｝

｝

草、鮪 定は年 の提出
る．

盤点 2回、箆
験、激 肥は2ケ
水設備 月に憶

点検 回以．と

一 一 一 一 一 一 一 一 一 　一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 同 一 一 一 　近な環
に対する関

　活　・

理科等
　近な現
に対する関

7 一 一

4 ビオトーブ 鑛魏性 心を高め、

隻かな感性
を培う。 を培う．

5
　【廊・パルコ

　昌一

漏
　，

一 一

　，

一 閏 一 一 一 一 一 一 一 一． 一
夏潟廣上昇

の抑制

一 一 一 一 一 一 一 輯 夏季の日
遮断による

室内温度上
昇の抑制

一 一 一 一 ”

暢 一 嫡 一 一 一 一 一 一 7 ” 一 一 一
の除去、校

一 一 一 一
　伽

一 一 ｝ 一 舎　の渇
度低下

一 一 　一 扁 一

6 ナイトパージ 舎内混度を
下げる 9

一 一 一 隅 一 一 輌 一 一 唱 ” 一 一 一 感 　適な
内温度の

確保

一 一 鱒 一 一 一
一　　， 一 　習環　の

向よ
隣 一 エアコン

殴皿の
要望あ

　り

一 扁

鷲 エアコン

計 4，728，978 0 o OP o 0． 0 o

’

1



平成22年度行政盤査　　調査表A

NO
8 杉並第八小

幾初設置。イニシヤルコスト関係

改　校 設置に俸う 助金等 していた効果
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1壌 12 13 唱4 5 16 7 て8 19

項 エコスクールのメ 設置 畳く契　の 禰エコス 手（ 国円） 国 （円） 助
凪

CO2 のCO 用搬 左の の工 左の の1
（

艮 殴置 ニューの概裏（工事 （改築 支払金鶴》 クールに 約の支払先） 担拠疏要 拠・権要 減量（㎏ 2削減に 気劇減 用電気 ネル」 削瀧 潔によ 初殿置・
メ （工事 等の内喜｝ 工事、 （剛 かかる縫 一〇〇2ノ よる効 量（単位 劇淵に ギー劇 量 る効果 イニシヤ

二 完了） 等》の 貴の改簗 年） 果金超 oo） よる効 減対象 金顛 ルコスト

ユ 年月 契約の 全経鷺に （円） 桑金麟 ｛単位o （円） 関係）

レ 方法 対する割 （円｝ o）

o 禽（％）

．2 化 15 嘱0 理 22．2601000 勇和’園 2，070，000公 一 一 夏季 一 一 一 一 一 一 一 一
度 契約 設整備喪国 温度の低

庫補助要綱 下
に葛づく公立

学校施設整
，．

伽費補助金、
髭外敏宵環塊整備事桑

・， 9

の3分の1

計 22．2001000
1

2，670， 0 o o o 0
5

．喜、

1

1

平成22年度行政監査　胴杢表A

　　　　　　ほ　ロ　　　　リ

li・3

’　　：1　・　．

ぬ9
¢隙

NO
9卜

8 杉並第八小

維持管珊・ランニングコスト関係（主として21年度｝ エコスクールによる実際の効果 教育琉塊上の効果・その他

契約以外の堵含（21 契約がある場合儒年 》 受けた補助金等（21隼度｝ （計回していた効果と同じ単位で記入） ○ 　，

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30・ 31 32 33 34 35 36 e7 38 39 40 41 42 43 4 45 46 4 48　， 49
項 21 創 主 業の際 合 契約 ・瓶 設置後メン 国（円） 国 （円） 補

（

果の 温 ◎02 左のCO 用電 の の工 左の 左の閉 （エ 琢 用す 児量　　へ 父兄 煙 （

メニユ

霞 メンテナ

ンス作
桑の概
要

メンテナ

ンス作

業の回
数等

（区職員、

地域ポラ
ンチイア
等》

参照する
もの（マ

ニエアル
等）　　・

法 支払金額 手 行確認
方法く概』㈲

テナンス方

法の喪翼が
あった場台、

変更の概

助金等
根拠・概

要

助金等
根鎚・概

要

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

抵槻方
法（概

略）

減量 2園減に
よる効

果金頻
（円）

気削減
量

用鷺気
劇滅に
よる効

果金韻

ネル・
ギー削
減対象

肖明減

量
減によ
る効渠

金類
（円）

コスクー

ルによ
る奥際の効果

の効果

，■

る授桑
科目

　　　・

の教育上の
効果仮応》

の様子

　，

L

　　・層

育環填上の効

果・その

他関係》
1 要，時期．理

由

．9
（円）

・ 関係）

2 屋　　化 芝刈肌 刈り・ 学、保 から 経理課 443、η2 大 監　員 一 一
　襯　　， 　・＿響 幽 一 で 温 一 一 一 一 一 一 繍 鴨 近な環 生活　・ 近な環壇 一 一 一

手抜き 手抜き 護者、地 の指導・ 契約 造園・ による の実績 （最上階） に対する闘 理科 とのかかわ
除草、 除草は 域住民等 助言 指導、 3℃低下 心を高め、 りを通して、

勢定， 年2回 工事記 豊かな感性 自然を大切 ■　■

　，
施肥、 以上、 録写真 ，　　　F

を培う． にしようとす

芝目 施肥。芝 の提出 ．， る．

土、巡 目土・巡
P

回・点検 回・点検

は年1
回以上

　　・

計 443，772 o 0．O 0 “o 0 0

L

’



平成22年度行致監査　瞬査表A

NO
9 杉並箪九小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」
当初設匿・イニシャルコスト関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　，・○ 改簗 設置に伴う植助金等 計回していた　果　　　　　　　　　・
1 2 3 4 5 6 7　　　　　　8 9 10 11 12 佃・ 14 ！ε 窄6 17 18 19

国（円）　　国 〔円） 郁　　　項
　　　目 設置

（工事

完了｝

年月

　　「

エコスクールのメ

ニユーの概要《工事

等の内割

．　　　　　，

　費（契　の
支払金頬｝
く円）

エ：1スクー

ルにかか
る経費の
敢築全経
賛に対す
る叡合
（96｝

契　　　（契

約の支払知 根拠・撫要 拠・概要

ε　　， OO2哩
減量（㎏

℃02！
年｝

左のCO
2嗣減に
よる効

果金頭
（円》

　用電
気肖戯
量（単位

oo）’

　　，

　の
用電気削濃に・

よる効

果金韻
（円》

　のエ
ネル
ギー一制

減対象
（単位o

o｝

　の
削滅
量

　の
滅によ

る効果
金鶴・
（円）

　　．

　　く当
初設傑・

イニシヤ

ルコスト

関係）

2 化 15

度

527 　理課
契約

　，

　17ρ10，000

　●

　米 召β331000 公
設整備費国
庫繕助要綱
に基づく公立

学校施設整
儂喪植助金、
屋外教青環境整偵事粟の3分の1

一 　　扁 夏　　内
混度の低
下

一 一

　●

一 一

　，

柵 一 一

　「

一

4 ビオトープ ∬9
震　‘

20

契約

1。907．釦08
　　、　　　　　　、

保顕者
一 　一 一 一

　　　，

　　1

一 一 一 一 尉 一 一 一 一

8 ナイトパージ 21

度
一 　理課

契約
玉・工 鯖

　．
　　，

　　一 　一 一 　　　温
度を下げる

一 印 7・ 一 一 一 制 一

計 251798，913 3β331000 o o 0 o 0 0

平成22年度行政監査、調査表A

心9

覧

NO
9 杉艶第九小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　，

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） エコスクールによる実際の効果 教育環境上の効果・その他
契約以外の場合（21契 がある場合（21度 受1た 助金等（21年度） （計回していた効果と問じ単位で記入）

20 21 22 23 24 25 26　　27 28 29 30 31 32 33 3　　　　’35 36 37 38 39　　40 2 43 44 46 46 47 48 49
　　　項
　　　目
メ童1・　　．，

21年
メンテナ

ンス作
業の擬要

21
メンテナ

ンス作
巣の回・

数等

　　の際
参照する
もの（マ

ニユアル
等》

　卜

契岳

　　口
支払金額
（円）（2件以上は合

計》

　　　．

　　　　　●
手　　行確認
　　　方法（概
　　　略）

　，

　置　メンテ
ナンス方法の庚葵が

あった場含、

変更の概
蛋、時期、理
由

国（円）， 国劫金等

根拠・概

誤

｛円）

助金等

根拠擬
要

　　（
持管理・

ランニン

グコスト

関係｝

　果の
把擾方
法（概

略》

温 CO2
滅量

　のCO
2削減に
よる効

果血翻
（円）

　用電
気劇減
量

　の
用電鉦
削濃に
よる効

桑虫額
｛円｝

　のエ
ネル
ギー削
減親象　，

　の
粥滅

量

左の哩
滅によ
る効果

金麟
（円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際の効果

関係）

　　環　上　用
の効果　　る摂粟
　　　　　斜目

　　　　　　■

梶童　　へ
の教育上の
効果仮応｝

　　．，

父兄
の様子

問題 　　く
宥環境上の効

果・その

紬関係》

2 711270
一

イ　，　，

　刈怯
孚抜き

雛
難1土、巡同・点検

　ま」・

手抜き

除草は
年2回
以上、

施肥・芝

自土・巡

回・点検

は嫡
回以上　．

　　、保
護者、地

填住民等

梁から
の指構・
助君　　　．

　理
契約 造園

監員
による
指導ドエ事記

録写真
の提出　・

一

　．

　一

，

一

　．

一

　　．

一 　　で
の突纏

　　湯
（最上鋤3℃低下

　　　，

嗣 一 冒 　一 一

　，

一 一 一 　近瑠
に対する関
心を宿め、

豊かな感性
を培う．　　　　，

　活　・

理科

　．、

　　，

　　，

　近環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る．　・

　　・
　　　，

一 一 帽

4 ピオトーブ 一 一 一 一

　璽

一 一 一 一 　開 一 一 一 一
　　　　ρ

一　，

　「

　，

一 嗣 一 一

　，

一 一
　　．

　●

　，

一

　「

一 一 　゜な繍
に対する関心を窩め、

隻かな感性
を培う．

　活・・

理科
　近r環
とのかかわりを通して、

自然を大切

一 一 一

6 ナイトパージ

　　　　の

扁 一 　漏 一 一 一 脚 一 一 ｝ 一 一 一 一
　　　．の除表、校

舎内温震を
　下げる

一 一 7 『 一 一 占 一　　魯内の温
　　　度低下

　　　　　■

，　　燭 一

　9

一 ．一 一

　，

計 7質，270 0 0 α0 0 0．0 0 0 0
P

㌧



平成22年度行政監査　闘崇表A

NO
12 西田小 9　．

当初設置・イニシヤルコスト関係

改渠校 設置にう 幼血等 計回していた効果
1 2 3 4　　　　　5 6 7 8 9 10 1筆 暦2 13 14 ，5 16 17 博8 19

項 エコスクールのメ 置 澱（契の　エコスクー 手（ 国（円》 国　　金 （円》 金 CO2 のCO 用電 の の工 の の
（

目 設置 ニユーの擬蚕（工事 （改築 支払金蜘　　ルにかか 約の支払先》 掘撚・概嬰 拠・撮蚕 減憂くk躍 蛸倣に 気削減 用鷺気 ネル 崩減 減によ 初股置・

メ （工事 等の肉容》 工事 （円）　　　る経費の 「

一〇〇2！ よる効 量（単位 削槻に ギ」闇 量 る効果 イニシヤ

二 完7》 等》の 改築全経 年》 果金額 oo） よる効 槻対象 金麟 ルコスト

ユ 年月 契約の 賛に対す （円） 果金顔 （単位O （円》 團係》

1 方法 る割合 《円） O）

（％｝，

1 ｛ 22 076 理 23ρ631500 勇和　園 一 禰 231088，500 公 夏 一 一 駒 偶 ” 一 胴 の
し 度 契約 校運劾墳芝生 温度の抵 、・・ 助金は

化事集椀助金 下 予定．

交付憂繕、校庭
憲生化嘉桑費

の10096　　　．

2 化 て8 366 経遜課 ’12β90ρ00 利 輔 一 一 “ 麗季　内 一 一 嗣 一 一 一 鴨 齢

二 度 契約 ｛最上融｝ 9

温度の低
下

6 ナイトパージ 21
一 理 設 一 一 陶 噂 塩 一 悶 瞬 幅 一 咽 幡 隔

度 契約
8．735β25

　　，
度を下げる

　　　， 凶

計’ 42，193，フ25 23106350 0 0 o 0

平成22年度行政監査　餌査表A
9

ゐΩ

◎o

NO
12 西田小

　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　・「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

維持管理・ランニングコスト関係｛主として21年度｝ 教育環境よの効果・その他　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

契約以外の場合（21契約がある　舎21年度） 受けた助金等21年度》

エコスクールによる実際の効果

く計回していた効果と局じ単　で　入）．
20 2で 22 23 24． 25　　　26 27 28 29 30 31・ 32 33 ．34 36　　　36　　　37 38 39 40　　4壌 42 3 44 45 46 47　　　48 49　’

　　’項　　　目 21
メンテナ

ンス作
桑の凝
要

2コ

メンテナ

ンス作

粟の回
数等

　　主 　　の際
多照する
もの（マ

ニユアル
等》　，

　F・

　　　9

契法，

　　日
支払金傾
（円）（2件以上は含

計》

　約
手

　　・履 設置　メンテ
ナンス方法
の変更が
あった規合、

変翼の概
婆．時期、理

由　　・

国（円》

　　「

国助金等

根拠壷
要　　，

（円）

助金等
根拠・概蚕　・

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　　の
把橿方1

法條
賭》　　，

温　，

　　・，

滅量

　　　，

CO2肖1左のCO
　　　2削減に
　　　よる効
　　　果金麟
　　　　㈹

　用霞

鮪獺
量　，

　の
用電気
削減に
よる効

果金頗
｛剛

　の工　左の
ネル
ギー削
減対象

嗣減
量

　の響
絨によ
る効果盒麟（円》　　，

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際の効果

関係）

　育瑠
の効果

　　　「

　　，

　用
る授薬
科臼

撮　　　へ
の敏育上の
効果（反応》

父兄
の様子

問題 　　（

宵環境
上の効
果・その

他関係》

緑｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

22年
新規 　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

22
斬規

2 化 306，653 需 一 ，口 一 騨 一 近環　　活科・ 卿 一
芝期り、

手抜き

除草ギ

舅嵐
施肥、
芝目土．巡

回，点検

　唖り・

手抜含

除草は
年2園
以上、

施肥・芝

目土・巡

回。点検

は年1・

回以上

学　、

護者、地
域住民等　　，

乗　から
の指導・

助窟

　　・

経理課
契約　・

　　　， ○

」　　，

造園
　　員
による
指導、工事紀録写真の提出

一

　，

　■

一 伽

　，

一 　　で
の実纏　　，

　，

　　温
1最上階）

3℃低下

　，

　口

・

一

　，

國

　，

，　脚

に対する関
綴鮎を培う．

理科
　近な環
とのかかわ’

りを通して、

自然を大切
にしようとす
る．

一

，「

6 ナイトバ｝ジ　　　　．

門 閏

　，

一 噌 一 一 一 一 禰
　　　　　　o ●一 騨 一 一

　8

一
の除表、校

舎内濃度を
下げる

「 置 一 曙 一

，1

一 一 一 舎内の温
度低下　　　，

禰 　一 楠 一

　　●

　．

一

　「
計 306，653 o 0 0．0 0 0．0 0 o 0

．！3

P



平成22年度行政監査　調査表A

応o

o

NO
13 東田小

当初殴鼠・イニシャルコスト囲係

　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
P

改築校 設置に伴う助金等 計画していた効果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12　　　13 14 15 16 1フ 18 19

　　　項
　　　目
ζr

殺置
く工事層

完了）

年月

エコスクールのメ
ニユーの擬蚕（工事等の内寝）

段置 　　（契　の　エコスクー
支払金顛）　ルにかか
く円》　　　　る織賛の

　　　　　　改築全経
　　　　　　賛に対す
　　　　　　る劃合
　　　　　　（％｝

契　　手（
約の支払先）

国（円） 国根拠職要 円） 　　助
拠・概要

温壌 CO2響
減畳（㎏一CO2！

年）

　のCO
2削械に
よる効

果金額
（円）

　用
気削減’

査く単位

oo）

　の
用電気
削減に
よる効

果金麟
（円》

　のエ
ネル
ギー劇

槻対象
（単位o
o）

左の
削減
貴．

左の岨
濃によ

る効果
金顛
（円）

　　（

初設澱・

イニシヤ

ルコスト

麗係）

1 縁ヒ 1，700 48，872，000 造 扁 一 嶋 一 噌 一 一 一19

08月
　理課
契約

481825，000

　’

　！甲博

　　　公
校運勧塙芝生
化事巣補助金
交韓蚕綱、校廠

芝生化事粟費
の100％　　．

夏季地
温度の低

　下

．補 一

9

3 壁面緑化 19年
度

　　で90（ツト式｝

　　　　　　　．

塾

経理
契約

2，382，500 （》山　工務 鴨

7

一 一 一 夏　　内
温度の低
下

一 卿

　艦

一

　，

讐 噂 一 一 一

4 ビオトープ 48．4 1，137，097 和 一 一 一 一 一 隔 一 一 一 一 一 鱒13

度
　理課
契約

一

　・

計 50、37t59フ 0 48、825ρ00 0 0 0 o 0

■



平戒22年度行政監査　調査表A

QΩ

㊤

NO
13 東田小

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） エコスクールによる実際の効果 教育環境よの効果・その他

契約以外の場合（21 契約がある場舎 21年度） 受けた捕助金等（21年度｝ 計 していた効果と同じ単位で記入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 36 36 37 38 39 40 41 42 ‘43 44 45 46 47 48 49
項 21年 21 作撲の際 契 倉計 契 ・履 設置　メンテ 国《円） 国 （円｝ 幟 果の 温 CO2薩 のCO 用 の の工 左の の くエ 環 用 児　　　へ 父兄 問題 （

目 メンテナ

ンス作

業の概
要

メンテナ

ンス作

業の回
敵等．

（区職員、地域ポラ

ンテイア
等）

参照する
もの（マ

ニユアル
等）

法 支払金顛
（円×2件

以上は合
計》

手 行確認方法（概

略》

　　卜

ナンス方法

の変更が
あった場合、

変更の槻
要、時期、理
由

助金等
根鎚・概要

助金等
根拠・概

要

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

撫握方
法（概
略）

　　‘

減量 2劇滅に
よる効

果金頗
（円）

気肖戯
量

用電気
削減1：

よる効

果金額
（円｝

ネル

ギー削
滅対象

削減
量

減によ
る効果
金顧
（円）

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係）

の効桑 る授業
科観

の教育上の
効果（反励

の様子

　9
　　　．

宵環境
上の効
果・その

他関係｝

1 庭緑化 点 颪 、保 業から 経理 3，509，094 監　員 なし
｝ 一 795，000 一 で 夏季の 『 一 一 一 一 一 一 一 近な環 活科・ 近な環 一 一 の、

朗込、． は年2 護者、地 の指導・ 長契約 造園 による 公立学 の実績 表温度1 に対する開 理科 とのかかわ 向上、
灌水、 臥巡 填住民等 助言 指導、 校運勤 ぴC低下 心を高め、 りを逓して、 情緒の

電

施肥、エ 回管理 工事記 場芝生 豊かな感性 自然を大切 安定、

アレー 損導は 録写真 9 化事巣 を培う。 にしようとす 砂埃対
ション、 月1回、 の提嵐 補助金 る． 策等
目土， 芝生育 交付要
播種、 成指導 綱、校

積植 は1回1 庭芝生・
付、 日を単 維持管 、

シヤツタ 位 理縫賛
リング、 の50％
ロータリ

モγ点

検

3 面化 一 一 一 一 一 一 ド 一 一 一 一 一 一
21 で 内温 ｛ 一 一 一 門 一 一 一 近な環 生活科・ 身近な環 一 ｝ 一
は工事 の実績 1°c低下 に対する関 理科 とのかかわ
があり

契約せ 鍛雛
りを遜して、

自然を大切

、

ず を培う． にしようとす
る．

4 ビオトープ 一 一 学 燭 一 一 一 一 一 一 一 禰 需 一 一 一 一 一 一 一 一 禰 一 一 近な環 活蓼・ 身近環境 一 一 一
に対する関 理郵 とのかかわ
心を高め、 りを通して、

豊かな感性 自然を大切 P

を培う。 にしようとす
る．

計 3，509，094 o 795，ooo 0．0 0 0．0 0 0

蔭



平成22年度行政駝交　調査衷A

NO
て4 漏摺小

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　，，当初設置・イニシャルコスト関係　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

改集 股置に伴う補助金等 計画していた効果

1　　　　　　2 3 4 5 6 7 8 9 10　　　　　11 12 t3 14 15 睾6 17 18 19
　　　項
　　　目
メ云　　・

レ

当殿置（工事完了）年月

エコスクールのメ
ニユーの概要（工事

等の内容）

　卜

齪（改築工事等）の契約の方法・

　費（契　の
支払金頬）（円｝

エコスクー

ルにかか
る経鷺の
改築全経
憂に対す
る割合
（％）

契　　手（契
約の支払先》

　　　　，

国（円） 国　　金
根拠概要

　　，

（円）

　　　脚

拠・概裏

　　　・

温

　　　　・

CO21
減量（㎏一CO2！

年｝

　．，

左のCO
2劇滅に
よる効

果金頗
（円）

　用鑑
気削滅
量（単位

OO｝

左の

用電気
削減に
よる効

果金躍
く円）

　のエ
ネル
ギー肖輔

減対象
（単位oo＞

　の
削減
量　．

左の1
減によ
る効果
金傾
（剛

　　（当
初設置・

イニシヤ

ルコスト
関係）　引

3壁面緑化 20
度

　　・　185
（プランター式）

　理
契約

29．1371500 酒　工

　　　・　　　　，

需 　隙 一 二 　　温
1℃低下

営 噂 輔 閏

　，

　マ

　一 喝 　一 　卿

計 29，137，500 0 0 0 0 0 0 0

平成22年度行敏駄査　闘査表A

Q◎

回

NO 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
14 馬橋小

■　　　　　　　． 維持管珪・ランニングコスト関係（主として21年度）　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　’ エコスク7一ルによる実際の効果　　　　　　　　　　　　　　　　　，

（計飼していた効果と同じ単位で記入

赦育環境上の効果。その他　　　　’

契約以外の場合伽 契約がある場食 21卑度） 受けた補助金等（21年度

20・ 21 ・22 23’、 24 25 26 27 2e 黛9 30 31 32 33 3 35 36 37 38 39 40 4霊 42 43 4 5 46 47 48 49
　　　項
　　　目

21年メンテナ

ンス作

粟の概
要

　，

21
メンテナ

ンス作

乗の回
数等

（区職最、

地域ポラ
ンテイア
等｝

　　の際
◎照する
もの（マ

ニユアル
等）

　9
法 支払金額

　、
手

　　・贋

行確雛
方法（概
略）

　L

般置メンテ
ナンス方法

の査更が
あった塙含、

震更の概
要、時期、理
由

国（円） 国助金等

根拠概
琴

（円》

　金等
根拠・概

蚕

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係》

　果の
把担方
法（擬
略1　●

CO21
城量

　のCσ
2翻減に
よる効

果金麟
1円》

　用電

儲獺
量　」　「

左の
．使用．

電気

肖轍に
よる効

渠金
麟

　のエ
ネル
ギー趨

減対象

　の
糊減

量

　．，

　、

　のり
減によ
る効果
金額
（円）

闘　（エ

コスクー

ルによ
る実際の効果

関係｝

　　環　上
の効桑

　用
る授巣
麟目

児童　　へ
の教育上の
効条仮応，

父兄　，の様子 閲題 　　（
育環境上の効

果・その

他関係｝

3 颪緑化 偏 一 　　脚 一

　・

胴 一

　．

一 一 　　噂 一 ”

　．

一 構 一 　　で
の実績

　　温
1℃儀下’

　・

隔 　■ ．　　　　q

　，

一

　マ

　喝

　．

，・

一

，　・

「庸 　も　　　t．，，　， 　近な環
に対する関心を寓め、豊かな感性

を培う。

　活　・

理科・
　近な環
とのかかわ
りを遜して、

自然を大切
にしようとす

る，

儒

　，

一 欄

　・

計 o o“ 0 o．o o o G



平成22年度行政髄査　調杢表A

〆

◎o

応9

NO
15 桃井第一小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

当初設置・イニシャルコスト関係

　　　　　　　　　　　　o

　　　　辱

改築校 殿置にう助金等 計画していた果1 2 3　　　　　4 6 6 7 8． 9 等o’　　　　11 12 13 14 15 16 17 18　　　19　　　項
　　　目　・
メ　　　　　　’

当殿置（工事完了》年月

エコスクールのメ
ニユーの概要（工事等の内喜｝　　㍗

　　　　　　　，　　　　　●
　　　　　　　　■

設配・　経費（　の　エコスクー
　　　支払金額）・ルにかか
　　　（円）　　　「る経奨の
　　　　　　　　　　改集全経
　　　　　　．　　饗に対す　　　　　　　　　　る割合

　　　　　　　　　　（％）

　・手（
約の支払先）

　　　P
，　　曾

国《円） 国－　金笥根拠撮要

　　ち

（円》

．9 ●

　　　　，

　　助
拠。概要・．

　　　　　曾

温　　　．

　　　幽　零

　　　　，

CO2
減量（㎏一GO2！

年》

左のCO
2削瀧による効

果金蛆
（円｝

　用躍
気削減
量（単位

oo）

　の
用電気
削淵に
よる効

果金顧
（円》

　のエ
ネル

ギー削
城対象
（単位O

O》

左の
肖戯量

左の瀞 　　（当
初殻置・

イニシヤ

ルコスト
関係）

庭緑化 2峰 経理課
契約

．　29．034，463

，　　「

　．

冒 脚 27，021，887

　・

　　，

　　　公学
校運勘場芝生
化事巣補助金
交付要綱、校巌
芝生化事粟費の100％・

夏季地
温度の低

　噂 一 鴨
・－

　P

帥 一 一

　■

噂

　齢

2 屋　　化

，　　噌

20年 　　　　　　620

層　　　，

　，
　　●
　　　　　　　，

　　　　　・

経理課
契約

　23，990，400

　　　　　，

，　　　．

　設．，　　　　「

　　　・

鱒

　　r

　　　一
　　　　「

，．1

一

、

一

　　　，

　■

夏季
温度（最上

階）の低下

　曽

　　「

　　●

層

　馳

一 ” 　一

」

7 　7
，　　・

一

3 面緑化

　　．．

｛8

度
1884　（ット）

　，

経理課
契約

　　」

　呂719．500

　　　　●

　・

（う　工 　鱒

●　　，

一

　．

　　，

　層

　　　・，

じ　，

　　’　「

一
　　「

・「

夏畢
温度の低
下

　　．

　　　，

　一

　　・

一 鱒

5

　需

「　　，

　扁 幅 　一

　　　，

　　．

一

6
一

ナイトパーぐ

　　　　，

21
　　　一
，

　理媒
契約

　　「

7．370β95

　　■

玉　工

　　　9

一

　　，

一 階

　　　■ の除去、校

舎内温度
を下げる

「 一 閏 一 鰯　　　　．

　．

扁 輯 輯

網 こニアコン 21年
度　■

通

　．

　　，

経理
契約　し

541600，000

　，

　9

・19，429，000

　　・心な
学校づくり交
金交付要綱、大規桟改造

（空瞬》事桑畳　3　の1

一

　　，
．，

　・

隅

　，

　　な
内温度の
確保

一 隔 脚 一

　．

一 一 一 猛曇
等の補
助的手

段として’設置’

　　「計
o

1望7，715，258 19，429，000 27，021，887 o 0 ，　0 0 0

■

‘

亀

》



平成22年度行政監査　調査表A

，器

NO
15 桃井第』小 2

P

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度｝
・ エコスクールによる実際の効果 教宵環境上の効果・そb他

契約がある墳合（2膚 度） 受けた補助金馴21年度｝
く 回していた効桑と同じ単位で記入｝

20 2 22 23 24 25 26 27・ 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42． 43 44 45 46 47 8 49

ζ

項
目

21
メンテナ
ンス作

巣の概

21
メンテナ
ンス作

巣の回

作業主
（区職員、地域ボランティア

作薬の瞭
◎照する
もの（マ

ニユアル・

契法　，

　　食
支払金額
（円x2件以上は合

手
　　暉
行確認
方法《概
略）

　置　メンテ
ナンス方法の変更が

あった増合、

国（円）

　　，

圏．

助金管

根擬概
蔓

（円》

助金趨
根挺噸
要

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

　果の
把握方
法（概

略）

温 CO2
滅量凸

　のCO
2肖酵減による効果金赦

　用鷺
気劇減
量

左の
使用
猛気
削械に

　の工『

ネル
ギー削

減対象

　の
閉滅量

　の
憾によ
る効果金額

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際

　　環上
の効果

　用
る授業科自

児　　　へ
の教育上の
効果仮縮》　　　　　，

父兄
の橡子

問超 　　（
育環境上の効

果・その

ユ 要　’ 数警 等） 等） 鋤 喪更の概 冒層 闘係》 （円） よる効 （円） の効果 他醒係》
1 ‘ 要、時期、理 果金 関係）

由 額

1 緑化 21 で 夏　の 一 鴨 一 一 胴 一 一 騨 近環 活科・ 身近な環 一 膚 の

　　， 　印 ，　， 斬規 の実績 表温度1

0℃低下
，

，　　」

に対する関

鑛魏袖
理科 とのかかわ

りを透して、

自然を大切

向上、

情緒の
安定、

，　　■ を培う。 にしようとす 砂壌対

’ 9

る。 策等

2 緑 芝刈り、 メ班り・
」

梨　から 理 389，812 場 し 一 ” 一 一 「 で 内温 r 糎 需幽 一 一 冨 刷 一 近な琢 活科・ 近な環 一 一 一

手抜き
除草、

鈎定、

謙年2回 護者．地

域住民等

　！

の指導・，

助言，

長契約 造園 による
指導、工事記 　脚

の実績　　　， （最上階）．

3℃価下

　・

に対する関
心を高め、

豊かな憾性

理稿、 とのかかわ
りを通して、

自然を大切

施肥、 以上、 ，「

録写真 を培う． にしようとす

遊目 施肥・芝 の提出， る．

土、巡 目止・巡

園・点検 回・点検 　・P

一

1ま痢

回以上 ●　　冒

3 面緑化 膚 一 経理課 監督員 なし 一 ” ・　　　胸 ■ 讐 で 室内温 一 陶 一 一 脚 口 一 一 近な環 活　・ 近な環 一
（

一
検、勢
定、施

検・基盤

点検は
長契約

665β20

　・

木㈱・ による
指導、

昌　「

　　，　　，

の実績 1℃低下　　　　，
P

に対する関
心を高め、

理科 とのかかわ
りを遜して、

室内が
瞳くな

肥、消 毎月ゴ 工事記 　「 豊かな感性 自然を大切 る）

瓢除 園、舅 録写真 を培う。 にしようとす

草、基 定は年 ，　　　　　●

の提出 る．

盤点 2回、施 ，，　．

検、識 肥1ま2ヶ ㌧

　， 水設備 月に1
回以上

，　，

6 ナイトバージ 隔 一 一 　一 一 　一
　　．

：一 　層 一

　　貫

一 一
　「

一
　　’

一 一 感 翼　熱
の除去、校

閏

　　ρ

一 嗣 「， 一 一 一 馴 　内の温
度低下

一 一 開 唱一 一

舎内温度を
．．

，　　マ ，　　，’
下げる

羽 エアコン 一 一 幽 一　　　・ 一 一 7 一 一 一 」 扁 胴 同 感 な蜜 一 一 一 一 一 一 一 一 習環　の 一 一 エアコン 一 一
内温度の 向上 設匿の

囎
確保 要望あ

　り

計 11055，432 0 0 0ρ 0 0．0 0 0 0

●



1
1

平成22年度行政監査i　調査表A

Q9
劇』・

NQ 校名　，

16 桃井第二小

当初設置・イニシヤルコスト園係　　　　　　　　　　　　　　　　　　． 　　　　　　　→
●　，

敗築校 験置に俸う補助金等 計画していた効果

1 2 3　　　　　4 ．5 6 フ 8 9 10 1， 12 13’ 14 15 16 17 18 19’

　　　　　■
　　　項　　　，

　　　昼
メニρ

当設量（工事完了）年月 エコスクールのメニユーの概要（工事

等の内容》

設置　　　（契約の
　　　支払金蜘
　　　（円）　　・

　　　　　　　　「

エコスクー

ルにかか
る経費の

敢柴全縫
賛に想す
る割合
（96）

契　　手（

約の支払先）

　　　　．

国円
　，　　　　　“

国根拠・概翼■ト　　　　　マ （円）． 　　　金等
拠概憂

温 CO2哩
滅量（㎏一QO2！

年》

左のCO
2削減に
よる効　　　幽

果金額
（円｝

　用電
気削減

嵐単位
OO》

　の
用電気
肖蝋に
よる効

果金額
（円》

　のエ
ネル
ギー翻

滅対撒
（単位o

O）

　の
峰蝋
量

　・

　のり
滅によ
る効果金頬（円）

　　（当
初設置・

イニシヤ

ルコスト

関係）

2 490　経理課 22，995，000 一
　　． 一 “ 7 需　　　化

，　　　　卜

20
，度

　　「

・　　　　，

　　　　，

契約

　噛● 　■

エイワ

，　　　■

　，
　　L昏　　．‘

6，492，000

　　　●

　．

　　・心な
学校づくり交付金、学校屋上

緑化察采畳の
β分の1

　　卜

　　一

　　　・
●”・

　P

　　　　　「

　　一

　　　　　，
，　　　　　o

夏温度（最上

階｝の低下

門

　，

隅

　9

　暫

一4 ビオトー 　　291、274 繕 閏 一畠 一 一 一 一15年
度

　　7 　理課
契約 ■

　ρ一 桶

　　，

一 7 　一

　，

5 　・バル淑

，二一

　　，

20

度
　理
契約

29，811，600

　，

天心　設

　　　，・

圏 一 瞬 ・一
夏季

温度上昇
の抑制

一

　‘

，　　隣 鮪 幽
，　一

　　，
一

　．

　閏
P

一

6 ナイトパージ 21

，度
．一

　　・

　理課
契約

6，735，015 設 一 　一 一
■　　◎

　繭 　舎内温
度を下げる

一 一 一 一 一 一 一 網

計 59β32、889 6，492，000 0 0 0 0 0 0

■P



平戒22年度行政監査　調査表A

Q9
㎝

ρ

NO 校名
「

紛 桃井第二小

維持管理。ランニングコスト関係（主として21年度》
エコスクールによる実際の効果 教育琉境上の効果・その他

契約以外の墳食（21 契約がある珊合（2峰度） 受けた補助金等（21年度）
　　．

　　　　，（計圃していた効果と同じ単位で記入》

20 21 23 24 25 26 27 28 ．29 30 ．31 32 33 ，34 35 36 37 38 39 40 41 42 43． 44 45 46 47 48 49

メニユ「

項
目

21
メンテナ

ンス作

巣の概

要

2屡

メンテナ
ンス作

巣の園
数等

作薬主
（区職鐙、
地域ボランティア

等）

　　　マ

作樂の
参照する
もの｛マニュアル

等）’

法
　　合
支払金額
（円｝（2件以上は合

計）

手

　　・置

行櫨認
方法（概
略）　　　ρ

設置　メンテ

ナンス方法
の喪更が
あった場合、糞更の概

憂、時期、理
由

園く円》 国助金等・

根鎚噸蔓　　梱

　（円》

9

　■

助金等
根拠・擬要

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　果の
把掘方
法（概・

略｝

温　　　● CO2
滅量

　のCO
2劇減に
よる効

果金顛
（円》

　用
気削鱗
丑

　　・

　の
用瓢気
霞嫌に
よる効

果金頗
（円）

　のエ
ネル　．

ギー離
減対象

左の

肖幟
畳

　の瑞
減によ
る効果

金額
（円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際の効果

関係）

　　瑠　上
の効果

　用す
る授業
科目

児　　　へ
の教育上の
効果（反応｝

父兄　，

の梯子

　．

　　・

閻題 　　（

育環境
上の効
果・その

他劇係）

3 　緑化「・　，

　　り、

手抜き

雛’
施肥、

芝目

土、巡

　甥り・

手抜き
除草は
年2回
以上、

施肥・粧

目土。巡

　　、護者、地

域住艮等

業　から
の指導・

助貫

経理
契約

313ρ31 　大
造園

監　員
による
指導、工事記

録写真
の提出

なし　　　「

　同

　し

　ρ
　・

o　　　　　　　　　　，

騨 一 　一 一 　　で
の実績　　　，

　　温
（最上階｝3℃低下

鴫

　．

”

　，

　，

僻 一 一 嶋 曽 　胃

9

　近琢
騨翻騨豊かな感性を培う．

　活斗・

理科
　近ま環
とのかかわ
りを運して、自然を大切

にしようとす
る．

一 鴨 昌

回・点検 回・点検 ・・
1ま年1

噂 回以上

　　　’
’ 、

P

4 ビオトープ
閏 　湘 一 『 7 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 悶 一 一 一 鴨 一 一 身近琢 活￥・ 身近な現 一 閏 一

に対する関 理科等 に対する関
心を高め、 心を蕩め、

豊かな感性 豊かな副生
「

を培う。 を培う。

5 ・バノレコ

ニニー
一 開 幽 扁 一 一

　．

一 一 ．　，　－

7

一 ■　　一

一 一 嗣 夏季　内
温度上昇

鞠 一 一 一 一 一 嗣 一 夏季の日
遮断による

一 一 一 剛 で

の抑制 ■． 室内温度上
昇の抑制

o ナイトパージ 一 騙 網 一晒 一 一 一 一 一 一 一 醐 一 感 区　　，
輔 噂 鯛 一 同 一 薦 一 内の温 一 一 一 一 一

P の除去、校

舎内温度を
度低下

．下げるマ

計
o 313ρ31 o 0 o．o o o． o 0

鷲「

●



平成22年度行致監壷　調査表A

NO　　　名
17栃井第三小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，r

　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・当初設概・イニシャルコスト関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

改築校 殴置に伴う楕助金等 計回していた効果　　　　　　　　　　　　　　　．

窄 2 3 4 5 6 7 8　　　　　．9 10 11 12 紹 14 15 唱6 17 18 19’

　　　項
　　　目
メ，　　　　　・

殴量
（工事

尭了》

年月

エコスクールのメ
ニ昆一の撫翼（工察’
等の内容）

　　　　　卜

　　　　　脚

設置
（改集

工事
等｝の

契約の
方法

　費1　の
支払金額）

（剛

　，

エコスクー

ルにかか
る経費の
改築全経
費に対す
る割合
（％｝．

　　　手（契
約の支払先》

国（円》 飼　助
根拠・概翼

　　　，

（円）

e

拠・撫翼・

　，

温 CO2
減量（㎏一〇〇2！

年）

　のCO
2削製に
よる効

果金噸
（円》

　用竃
気肖幟
鑑（単位
00）　　　■

左の

用健気
削減に
よる効

果金照
（円）

　のエ
ネル
ギー嗣

滅対魚
（単位o

o）

　の
削減
量

左の哩
減によ
る効巣

金傾
（円｝

　　（

初絵置・

イニシヤ

ルコスト
関係）

3 壁面緑化

　．

17
痩　　P

189．7　（ネット　｝

　噛

　　　　●

　理課
契約

　3、000ρ00

，　　　　，

　　，

量

　，

（有》山　工

店．

　　　　「

幡

　　，

一

　　「
　　亀

　輯 一

　、

夏季　内
温度の価
下

一

．　「

　圏

．　●

噂 　謄
　　　■

　●

脚　　　　　●

一 7 一

　「

　一

．　P

計 ．　31000ρ00 o o o 0 0 o 0

’

平成22年度行政敷査　調査表A
う

◎o

o
NO　　　　　・

17桃井第屋小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

維持管理・ラン昌ングコスト麗係（主として21年度）　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　・
，

契約以外の墳合（2重 契約がある場食（2峰度｝ 至…けた輔助金等く21年度）

エコスクールによる実際の効果9　　　　　　　　　　「　　　　　　　　’

（計回していた効果と同じ単位で記入）　　　　　　　．

教育環境上の効果・その他

　　　　　　　　　　．
20 21 22 23 24 25 26　　27 28 29 30 31 32 33 ，34 35 36 37　　38　　39 40 41． 42 43 44 45 46 47 48 49

　　　項．　　目

二錆…

21年
メンテナ

ンス作

桑の概

蚕

21
メンテナ

ンス作

桑の回
数等　　，

　　主
儲職員、
地域ポラ
ンテイア
等》

，，

作薬の際
饗照する
もの（マ

ニユアル
等）

　、
法

　　口
支払金額
（円）（2件

以上は臼
計）

契　　　　・履
手　　行確認
　　　方法｛概
　・　略）

設　　メンテ
ナンス方法
の変更が
あった塔合、

交更の概
要、時期、理
虫

国（円） 国　　・

助金等
根拠概
要

《円》

助金等
根拠・概喜　　唖

　　（維
持管現・

ランニシ
グコスト

関係）

　栗の
把撮方
法（概

絡）

温

●　9

CO2
減量

　のCO
2削減に
よる効

果金額
（円）

　用電友の
気糊減使用量　　電気　　‘

肖幟に
よる効・

果金
額・

　のヱ
ネル
ギー酎
減対象

　の
肖蝋
量’

左の
淵によ
る効果金顛｛円）

　　（エ

コスクー

ルによ

る実際
の効果
関係）

　　環上
の効果

　　噛

　　す
る授業
科目

児　　　へ
の教育上の
効果仮応｝

　卜

父兄 間　　． 　　《
宵環塊上の効

果・その
他関係）

哺 一 曽3　面緑化

　　．・
，　　　　　「

検、勢
定、施

肥、消

毒、除

草、茜

盤点
検、蹴

水設備
点検

検・蕩盤

点検は
毎月1

　理
契約

　P

767，840

．o

木㈱

　　，

監　員
による
指導、工事記

録写真
の提出

一 一

　「

　．

　閂

，　　．

　　．

匿 　一

　　，

　　で
の実績

　　温
哩℃低下

一

　，

，　．

葡

，　1

　　P

　一

　　　、

一

　．

哺 一 ”

　「

一

　謄

，「

　近な
に対する関
鎌齪を培う。　■　．　　　　「

　活・・

理科

　，

　　．

　近な環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る．

　　　，「

員 　　（

寅内が
暗くな

る》　　一

　■

一

計 707，840 0 　　0 O．0 0 0．0 0 0

1 1



平戒22年度行政監査　鯛杢表A

Nσ 名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，

　　　　　　　，冒
　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　ρ・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「t8 桃井第四小
　　　　　　　　　　　　　　「

，　　　　　　　　　　「
当切設置・イニシャルコスト関係’

　　　　　　　　，， 改築校 設置に伴う補助金等 計園していた効果

1　　　　　　2 3 4 6 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15　　16 17 」8 ，9

手（契 国 （円》 温　　　項
　　　目 設置

（工事

完了）

年月

エコスクールのメ
ニユーの擬要（工事

等の内審）

設置 　憂（契　の
支払金額）
《円）

エコスクー

ルにかか
る経喪の
改築全経
壷に対す
る割含
（％》

約の亥払先）

　　・

国《円）

根拠・概喪 拠・概夏　　　　，

CO2肖
減量（㎏一CO2！

年，

左のCO
2溺減に
よる効

築金額
く円）

　用徽
気剛槻
量（単位

oo》

　の
用電気
削減に
よる効

果金顛
（剛

　のエ
ネル

ギ」削

減対象
く単位o

O）

左の
削減
鴛，

　の灘
減によ
る効果

金翻
（円）

　　（　設置・イニ
シャルコスト闘係）

　fヒ 18
度20年度

572．0

判29㎡

　，

　理課
契約

261848．5 　エイワ

設㈲蓮沼工務

店

一

　　，

一

　　・

一 刷

　　．

夏季
温度く最上
階》の低下　　■

嚇 一 一 口 一

，

蝉 齢 　鷺　訳
穐年薗8，217、500
20年度8、631，000

　　　　　　，　　　　「

4 ビオトープ

　　マ

佃
度

39．6　（　　　） 　理課
契約

1£18，105

レ　・，

　　、　　　　　、

保謹者
扁 一 一 葡 一 一 一

　・

一 一
辱　　　　　レ

一 一 一 一

｝6 ナイトパージ 21
度　　．

一 　理諜
契約

7，214，550

　　　「

ハタ　設工 需 一

　　・

一 ” 　　温
を下げる

一 τ　ρ 一 輔 一 一

　，

一
　　　　　　　　　　　　，

　　，

計 351281，155 0 o 0 0 0 o

平戒22年度行敵監査　鯛杢表A

◎◎
NO
16 桃井第四小

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度｝ エコスクールによる実際の効果 敵育環填上の効果・その他
ρ

契約以外の増含（21 契約がある場合く21年震｝ 受けた補助金等（21年崖》 P く計園していた効県と同じ単位で認入｝

20 21 22　’ 23 24 25 26 27 28 29 ｝30 3霊 32 33 34 a5 θ6 3フ 38 39 40 41 42 43 44 45 46 4フ 48 49

項．
目　o

21
メンテナ

ンス作
梨の概要

21
メンテナ

ンス作

業の回
数等

作巣主
（区職員、

地域ボラ
ンティア
等）

　　の賑
参照する
ものくマ．ニュアル’

等》

契法 　　倉計
支払金韻
｛円》（ユ件

以上は合
計）

　約相
手・

　　。履

行確認
方法く概
略）

設置後メンテ

ナンス方法
の喪更が
あった場合、

交翼の概

風時期調

国（円） 国助金等

根拠概
蔓

（円）

助金尊
根拠・機

要

　　（維
持管理・

ランニン
グコスト

関係》

　桑の
把握方
嵐撮焔）

温 CO2
減量

左のCO
2削減に
よる効

果金頬
く円》

　用
気削滅
量

左の
使用・

鷺気
肖蝋に
よる効

果金

　の工、

ネル
ギー削
減対象

左の
削減
畳

左の
減によ
る効果
金顛
（円｝

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際の効暴

関係）

　　環　上
の効果

　　　，

　用
る授集
科爵

児　　　へ
の教青上の
効果（反応》

父兄
の様子

問矧 備　（
育環境よの効

果・その

他関係）

由 顧

2 緑化　　． 　期り．

手故き
除草、

勢定、

旛肥、

　刈。・

亭抜き
除草は

年2回
以上、

　　、
護者、地

域住民等

業から
の指導・
助貫7

　理
契約

532，672

造園
監員
による
指導、「

工事記
録写冥

なし　． 一 一 扁

　「

需 噌

　層

　　で
の実績

　．

　　温
（最よ階》

一 儒 讐 胃 葡 昌

・

一

　・

一 身近な瑠
に対する関
心を高め、豊かな感性を培う．

生活　・
理科　1　　噛

身近な撮
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす

卿 凹 一
●　，

芝目 施肥・芝 の提画
る．

土、巡 目土・巡 P

回。点検 回・点検

は年1

回以上

4 ビオトープ 一 ” 一 一 一 需 輔 　・■ 一 一 一 醇 一 一 y 同

　，

鱒 一 需 一 一 一 儒 隔 　近な規
に対する麗

　活・・

理科
近な環

とのかかわ
噂 一 一

心を商め、 サを逓して、

豊かな感性 白然を大切
o を培う． にしようとす

る．

禰 一 一 一 剛
■　一 舎内の温 一 噛 一 一6 ナイトパージ 一 一 　一 一 ” 一 一 一 一

　・

一 一 一 一 一 感
　　　巳の除表、校

一 一
、 度低下

舎内潟度を
下げる

計 532，672 0 0 ’0ρ 0 qρ o o 0

1

’



平戒22年度行政監査　’鋭査表A

◎◎

◎o

NO
オ9 繍井箪五小

当初設置・イニシャルコスト関係

改築校 設配に伴う補助金等 計園していた効果
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1フ ．18 19
坂 エコスクールのメ・ 設鑑 経費く契・の エコスクー 契約　手（ 国（円》 図補金 （円） 助 温 C◎2肖 のCO 用獄 左の の工 の 左の削 （　殴置・イニ
目 設置 ニューの概要く工事 （改築 支払金額》 ルにかか 約の支払先》 根拠・概要 拠・概要 滅量（㎏ 2粥減に 鮪蝋 用羅気 ネル 削滅’ 減によ シヤルコスト関係》

メ （工事 尋の内麟 工事 （円） る経鷺の 一CO2／ よる効 量（単位 削減に ギー削 量 る効果
二 完了） 等）の 敢築全経 年） 果金頗 00》 よる効 減対象 金頗
ユ 年月 契約の 賓に対す （剛 果金顧 〔単位0 く円）

1 方法 る割合 （円） o）
（％）

1 庭緑化 18 2，255 経理 28，140，000 大場’
欝 胃

　塵
一 9 夏　地 扁 一 畢 罹 ， 輯 鴨 ｝

度 契約 温度の低

　下

5 ・パルコ 20 経理課 91525，285 辺一　設 嗣 閏 一 一 一 ㎜ 一 一 一 一 一 嗣

二一 度 契約 ●

⑤ ナイトパージ 22 一 経理課 5，947，200 、建設 一 一 一 阿 舎　温 一 一 一 一 剛 一 昌 漏
度 契約 度を下げる

■

11 エアコン 22 避 理課 38β25ρ00 、　工 18245ρ00 全・安心3 一 輯 適な 一 輯 隔 一 一 一 一 猛暑　　の　助　手
度 契約 学校づくり交付 内温度の 段として設置

金交付要綱、

大規横改造’
確保、

倥調》事巣費

の3分の1

計 81ρ3フ，485 18，245，000 0 0 o o o 0



平成22年度行政監査　閾査表A

Qg

o

NO
拍 桃井第ヨ小

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度）， エコスクールによる実際の効果 教育瑠塊上の効果・その他

契約以外の珊合（21 契約がある場合（21年度） 受けた補助金等（2怖度） （計国していた効果と同じ単位で記入》

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
（

果の 2口 CO2り 左のCO 用継 の の工 左の 左の班 （エ 環　上 用ず 児　　　へ 父兄 問題
（

項
目

21
メンテナ

ンス作

業の概
要，

21
メンテナ

ンス作

渠の回
数等

　業主
1区蹴員、地域ボラ

ンティア
等》

作　の際
参照する
もの｛マ

ニュアル
等）

　、
法

年支払金額

（円｝（2件

以上は含
計》

契・

手

　　。履

行確認
方法（概
略》

設量　メンテ
ナンス方法

の喪更が
あった場合、

変更の概
要、時期、理

図（円｝ 国助金等

楓拠・概

要

（円）　　「

助金等
根拠・概

憂

持管理・

ランニン
グコスト

閾係1

把握方
法（概
略）

‘皿

減量 2劇減に
よる効

果金顧
（円｝

気削減
量

用鳳気
削滅に
よる効

果愈顛
（円）

ネル
ギー酬
滋対象

削減
貴

減によ
る効果金顧（剛

コスクー

ルによ
る実瞭

の効果
関係》

の効果 る授業
科目

の教育上の
効果（反応》

の様子 育繍境上の効

果・その

他関係）

由

1 化
　　、
刈込、

激水，

旛灘、エ

アレー
ション、

は年2

臥巡
回管理
指導は

月1臥，

　　、
獲者、地

蟻住民等

業　から
の指導・

助君

　理課
契約

4，613，995 　武
地㈱

監督員
による
指導、工事紀

録写真
の提出

一 一 一 一 扁 一 　　で
の実績

夏季の地
表温度1
．0℃低下

凹 一

　’

L 一 一 鱒

　．

” ” 身近な環
に対する関
心を高め、

豊かな感性
を培う。

生活科・

理科
　近3環
どのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る．

齢 一 　カの
向上、

情緒の

衷鼠
砂埃対
策等

目土、 芝生育

●

播種、 戒指導

種植 は葉回1
付、 日を単

シヤツタ 位
リング、

ロータリ

モァ点
検

5 ・バルコ

ニー
一 一 一 一 一 一 一 噌 剛 一 一 一 一 一

P

夏季　内
温度上昇
の抑制

一 一 一 ” 一 一 一 一 夏季の日
遮断による

室内潟度上
昇の抑制

一 一 一 一 一

6 ナイトパージ 一 口 一 一 一 一 一 一 一 ，一 一 一 舗 購
区　　，

の除去．校
一 一 一 一 禰 一 一 一 舎内の温

度低下
一 一 一 一 一

舎内温度を
下げる

11 笛アコン 一 一 顧

　　，

一 漏 繭 一 一 一 一 一 罰 一

9

一
　，

　　な
内温度の
確保

一 一 一 一 葡 一 一

1

一 　習璋　の
向上

脚 一
エア：1ン

設置の
要廻あ

　り　「

一 一

“

計 4β13，995 o 0 0∬ 0 0．0 0 ρ 0



平成22年度行政監査　翻査表A ピー∫

1

NO
20 四宮小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
当初設霞・イニシャルコスト関係　　　　　　　　　　　・

　　　　　　，，
改築校 設薗二伴う補助金等 計画していた効果

1　　　　　　2　　　　　　3 4 5 6 7 8 9 10 判 12 13 14 15 16 17 18 19
　　’項
　　　目 殺量

（工事

完7》

年月

ヱコスクールのメ
ニユーの概蚕（工事
算の内容》

　鷺（契　の

支払金蜘
（円）

　　，

エコスクー

ルにかか
る軽費の
改築全経
費に対す
る割合
く％》

　　　手（契
約の支払先）

　「

国（円 国　　金
根拠・概要

（剛 　　　金等
拠・翫要

燈 CO2
減量‘k8－CO2！

年）

左のCO
2削減に
よも効

果金餌
（円）

　用電
気削滅
量（単位

oo）

　の
用電気
削槻に
よる効

果金頗
（円》

　のエ
ネル
ギー削
滅対象・

（単位o
o）

　の
劇滅’

鑑

　・

左の1
濃によ
る効果

金額
（円プ

．卜

　　く当　設置・イニ

シャルコスト関係）

　　　　　　　・

2 ヒ 10，172，820 一 一 輯
17

度　「

397

　●

　理課
契約　　「

湯川工

　　　　o

　　脚

　　　　　r

　　，

刷
　，

　　．

夏季
温度（最上

鋤の低下

　，

嘗

●．

　脚

　　，

一

　．

冒 膚

　よ

一
　　　一

　　　　　　，

　　　　　　　脚

層・

　L
　，

6 ナイトバージ 2峰
度 　一 　理課

契約
噂，7・409β25 ハタ　設工

桑
一 卿 一

　，

脚　　　　　　　4 　　　熱
の除去、校

舎内温度
を下げる

一 一 一

　「

鴨 r 階 蒲 ＿，

計 17，582，備 0 0 o 0 0 0

劇』’，。

㊤．

平成22年度行政監謹　調査表A　　’

NO
20 四宮小 　　　　　　　　　　　　　」．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

，　　　，

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．°．

契約以外の増合｛21契約がある場合（斜年度） 受けた補助金等（21年度）

エコスクールによる実際の効果

（計團していた効果と同じ単位で記入》　　　　　ご，

教育琢境上の効果・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　o「　　　　　　　　　　　　引

20 21 22 23 24 25 26　　27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37． 38 69 40 41 42 43 44　　　45． 46 47 48 49
　　　項　　　．

　　　目
竺ρ

21
メンテナ

ンス作

業の概
要

2¶

メンテナ

ンス作

梁の回
数等，

作　主
（区職員，地域ボラ

ンティア
等）

　，

　粟の
参照する
もの（マニユアル

等》’

契法
契・

手

　　・履

行確認
方法（概
略）

設置　メンテ
ナンス方法
の喪更が
あった場舎、

変更の概
蚕、時期、理
由’

屡（円》 国助金等

根拠・概

要

（円）

助金等
根拠・概

要

　，

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　果の
把撮方
法（概

略）

温

　　マ

CO2
絨畳

　のCO
2闘城に
よる効

果金傾
（円）

使用竃
気削減
量

左の
用電気
削減に
よる効

果金頗
《円），

　のエ
ネル
ギ」削
減対象

左の
劇減
量．

左のr
減によ
る効果

金顛
（円）

　　（工

調スクー

ルによ
る突際の効果

関係》

　　環　上
の効果

　　　　，

る綴科目・．

　：

児　　　へ
の敵育上の
効果（反応｝

父兄等
の嫌子

閥題 　　（
育環境上の効

果・その

他関係》

2 屋　　化

　　　　セ

　刈り、

手抜き
除草、

舅定，

施肥、

蔦目土、巡

回・点検

　距り・

手抜き

除草は

年2回
以上、

施絡・芝

目土・巡

回・点検

は年1
回以上

学　、保
陵者、地

域住民等

　　から
の指導・

助言

経理課
契約

78，750 　大場
造園

　　’

監　員
による
指導、工事記

録写真
の挺出

なし 申 一 一

、

一

　「

一 　　で
の実績

　内温
（最上階）3℃低下

一

　5

一 　閏

　，

　　「

脚 一 「隔

　一 7 　近な環
に対する関
心を窩め、
豊かな感性を培う．

　活科・

理科
身近な琢
とのかかわ
りを運して、

自然を大切

一 髄 一

6 ナイトパージ 一
闘　　　　，

一 一 一 一 一 一 一． 一 一 一 一・
一　　　6 感 　　　黙

の除去、校

舎内温壌を
下げる

一

　，

一 一 輌 一

P

“ ，一 閏

，7

　舎　の温
度低下

閏 ”

　・

一 肖 閏

肝 78，750 0 0 αo o 0．0 0 0



農
　

平成22年度行政監査　調査寂A

NO
2t 荻窪小

当初股置・イニシヤルコスト関係

改集校 設置に伴う植助金等 計園していた効果

1 2　　・ 3 4 5 6 7 8　’ 9 10 11 12 13　　14 15 t6 17 18 19

（エ 手（ 麟（剛 く円｝ 温　　　項
　　　買
二「

殴置
｛工事

完了1

年月

エコスクールのメニューの
概要｛工事等の内審）

　　　　．

設餌
集工事
等）の契

約の方
法

の税込み設計

血麟M冊

エコス　ー
ルにかか
る経費の
改鎮全経
畏に対する割合

（％⊃

約の支払先》
国　　金
拠・概要　　　　　　、 拠・概蚕

CO2
識量｛㎏一〇〇2！

年》

　のCO
2跨轍に
よる効

果金顛
（円，

　用
気肖蝋
最（畢位

OO｝

左の
用電鼠
韻識に
よる効
果金顧（剛

　のエ
ネル
ギ漏鯉
減対魚
（単位00）

　の
劇減

薫

左の理
械によ
る効果
金頗
（円》

　　（　設置・イニ
シヤルコスト誕係）

1 緑化 20　3
月「

小　　以　の　　に
敷設

区納（経理

課契約）

0．8 石　股 一
　　「

　　一 夏季　　温
度の低下

一 一 一 一 一 一 一 　　一

一 一 一 一 『 一 一2 屋緑 20　3
月

　　　屋　　　　屋
に芝を敷殴

26，400，000 1ρ
一 夏季　　温

度徽上鋤の低下・ 　一
．　　　　　一

3 面緑化 20年3
月

　　　西　　面に　　を
秘えたパネルを設置

7ρ00，000 α3

　　，

15，518，250

一 一 夏季　　温
度の低下

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 ㎜ 一 ｛ 一4 ピオトー 20　3
月

　　　　　に　と　田設
置し、周囲に樹木帯を殴け

た

7，000，000 　　　0．3 一 一

一 一 一 一 一 一 ，一 一 一 一 一 一5 ・バノレコ

ニー

20　3
月

日　　　に
よる夏季室

内温度の低

6 ナイトパージ 20　3
月

　具のスリットや動闘閉
窓を利用した良然換気の

曜

電1，100ρ00　　　0鴻 一 一 　舎　温
の低下

一 一 一 一 一 一 　一 一

フ 腸 20　3
月

　舎　の屋　と　く最上
部｝に太陽光鱒電パネルを

設匿（発殿卸O，悩kW）

27ρ00．000　　・1P 八聖竃莱 一 一 一
3r730

一 一 一 一 一 一 一

8 外断， 20　3
月

　　の　面に　断，を
用

佃、響00，000　　　0，0 石建

O環境を考慮した
学校施設（ヱコス

クール）の整備推

進に醗するパイ
ロツト・モデル事梁

の実施夷綱く記載

金顧は要綱に明示
のある交付金単衝
加算率（2，5％）か

ら算出し距金顧※
貞担血に1ま明示が
無い）

　　　　　　，

　　　　　，

　　　・

一 一 一
9，738

一 一 一 、　一 一 一 一

9 　装
木質化

20　3
月

　　の内　　に
用

31．000，000　　　遷．2 一 一 一
　　　　脚

一 一 一 一 一 一 一

10 クールヒートト

　レンチ
20　3 　下ットを利用したトレン

チを設け、抜舎東側より取

込んだ外気と地熱の温度
差を利用する。

431000ρ00 1．5 自石　股
保谷・大羽建
殴共同企業体

一 一 士2℃

　　「

1、5日5
一 一 一

　・

，　　　　一 一 一 一

1で エアコン 20　3
月

　通　　・別　　・理
諸蜜に設置

て201560，000 4．6 　谷・大羽
設共同企粟体

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

12 　その他
（エコ衷示モ

昌ター）

20年3
月

昇　口・近の　員　ホー
ルにモニターを設置し、発

鷺量等を畿示し、データを
ρOに普積ずる．

　発鷺に
含む 一

八ご糀 一 7 ㎜ 一 一 邑　一 7 一 一
戸　　　　一 窺

13 その
（雨水再利

　用｝

20　3
月

　　厘　にっ二雨水
地下ピットに集めトイレ洗

浄水等に利用する．

区
約（経理

課契勧

一 一
　開・葱　一
建設共同企桑
休

一 一 一
984

一 一 一 一 一 一
雨7利用（トイレ
浄、根栽への利用）

14 　その
（複層ガラス）

20　3
月

窓聞ペアラスとするこ
とで、熱損失を抑え空胴付
加を低減させる．

12，800，000

　唱

oお 自石　設 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

断熱

計 322．460ρ90 12．2 雀5、馴8，250 0 16ρ85 0 o 0 o

，

、

●

、



1

平威22年度行敢監杢　鯛査表A
NO
21 蕨窪小

椎持管理・ラン＝ングコスト関係｛主として21年度｝ エコスクールによる実母の効果 教育環境上の効果・その弛 辱

契約以外の場会⑫1 契約がある場合｛21年度） 受けた補助金駅21年度｝ （計園していた効果と同じ単位で認入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 3工 32 33 34 35● 36 37 3a 39 40
弔

42 43 44 45 46 47 48 49

項 21　　メンテ 21　度メン 作業主 作叢の際 契約 ム 契・ ・霞 置置後メンテ 国（円， 国 （円） 唐 備　（ 果の r日 CO2直1 左のCO 使用曜 の の工 左の 左の ．　｛エ 環　よ 用す 児童生徒へ 父兄 面題 労（
只 興

目 ナンス作菜の テナンス炸 〔区臓員、 参麗する 珪 支払金偵 手 行確認 ナンス方法 助壺等 助盆等 持管理・ 麹握方 減量 2副減に 気潮滅 使用 ネル 削減 減によ コスクー の効果 る授業 の教育よの 等の 育環境
メ 厩要 菜の回数 地域ボラ もの‘マ ｛円｝佃件 方法際 の変更が 損拠・擬 根拠・操 ランニン 法〔概 よる効 藍 躍気 ギー剛 量 る効暴 ルによ 科昌 効果仮応） 棟苧 よの朗

二 ンテイア ニユ7ル 以上は合 略， あった場含、 要 要 グコスト 晒） 果盒蔭 肖蝋に 眩対魚 盆麟 る実賑 果・その

ユ
等｝ 等） 計｝． 喪更の概 闘係， 【円） よる効 ｛剛 の効果 麺闘係，

1
要．時瓶理 果重 関係｝

由 饒
唾 緑個 点嫉、メ嵐 芝点検rま年

一 一 縫理課 3β07β00 監　員 一 一 一 一 一 一 で 夏季の 一 一 一 一 一 一 一 一拶
身近な環 生農科・ 近∫環 一 化 カの

熾水、掠凪 2臥趨回 契約 ホ樋 による の実縫 表温度！ に対する騒 理科 とのかかわ が逗ん 向上、

エアレーショ
ン．目土、播

種．種撞付、

管理脂碑は

用臥芝
生育舘指輿

脂導．工事記

録写真

D℃低下 豊織性を培う。 りを選して．

自鉱を大切
にしようとす

でいる． 情績の

議
シヤッタリン は1回旧 の提出 る． 嬢等
グ、ロータリモ を単位 噛「

ア直検

2 屋　縁化 刈り．亭 刈り・弔 学　、保 票　から 経理牒 2」3215 場 監賢員 なし 一 ■ 一 一 一 で 内渇 一 　 一 一 一 一 一 一 身近な環 生話　’ 近な環 一 一 一
き蘇草、努 櫨き除草は 阻養、塘 の権導・ 契約 造園 による の実績 （翫上陪｝ に対する閏 理科 とのかかわ

定、施臥芝
巨土、遇回・

貿麗． 域住民等 助貢 手睡．工亭記 3㍗》低下．

5

のを高め．

豊かな感姓
りを道して、

自溢を大切

点検 芝員土・超 録写真 を接う． にしようとす

回・貞枝は の提田 る．

，

年1回以上

3 壁面緑化 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 弛　で 内廻 一 一 一 一 一 一 一 一 身近な燦 活　・ 近な環 一 一 一
の実饒 1℃低下 に対する関 理群 とのかかわ

婁識娃 りを通して、

自贔を穴切
を培う． にしようとす

る。

4
ピオトHブ 一 一 学 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 身近な環 生后　・ 身近な鳳 一 一 一

に対する関 理財 とのかかわ
心を寓め、 りを通して、

，

皇かな酪性 自諮を大切
を培う． にしようとす

る。

辱 ・パルコ
一 ｝ 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一

「＿
一

感 日
一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

二一 による夏季
7

室内温ま

8 ナイト
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 餓 岨 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

パージ の　去、校
脅内腸度を

7

下げる

7
陽髭 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

断熱 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

9
装 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

木質化

雷

クールと一トト
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 國 一 一 一 一

レンチ

当1 エアコン 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　一9 一 一 一 ” 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

12
その 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　．一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

（エコ表示モ

ニター｝

1
その

　　．一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ∵ 一 一 一 一 一 一 一 一 一
（雨水再利

　励
14

その 一 一 　．一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
（複層ガラス）

計 師2砿7〔δ
0

0ρ
o

oρ
0



乎茄22年度録盈監査　餌嚢褒A

NO　　　名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「22井薮小
当初設置・イニシヤルコスト関係　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　，

，

， 改築按 設醒に俳う補助曾等 計園していた効果　　　　　　　　’

1 2 3
4　　一 5 6 7 8 9 10 11 12 13．

14 15 16 17 18
肇9

　　　項
　　　員

当設置｛工事完了》年月

エコスクールのメ
ニユーの概要｛工事
等の肉審｝

設置
（改築

ヱ事
等，の

契約の

方法

経費（契・の
支払金額）
（円，

エコスクー

ルにかか
る鰹費の

改築全経
賛1：対す

る削合
（％）

契　　手（契
約の支払先）

　　．「

国（円） 国　　助金
根拠・撮要

｛円⊃ 翻　助金等
拠・概要

　　　　　7

　　　　　，

温 CO2趣
減髭依9－GO2！

年）．

左のCO
2削減に
よる効

果金傾
（円｝

　用躍
気肖1隙

量催赦

左の

用電気
削減に
よる効

柔金顔
（剛

　のエ
ネル』

ギー醐
滅対象
〔単伎0

0｝

左の
削減
量

左の
減によ
る劾果金鎮｛円》

値　（当　設置・イニ

3 面緑化 2可年
度　，　，

7田　（ネット　） 　理課
契約

7．656201 根

　　　　，

一 一 曽 一

　　」

　　F

夏季　内
麗度の低
下

一

　，

一 　 曽 　囲

　　，

　　1
　．

一 　｝ 設置彊は．　理凝
費を倉む。

　　　　　　　1

　　　　　　「

　．

　　尉 71656209
P

o

■　　　　　F

◎◎
平成22年度行政監査　調査表A

NO
22 井戴小　峰 ．　，

，

L

繕持管理・ランニングコスト関際〔主として21年度｝
，

エコスクールによる実際の効果
9

教育環填上の効果・その他 ，

契約以舛の親合姻 契約がある場会（21年度） 受けた捕助金等（21年農） ｛計固していた効果と同じ単位で記入｝ 覧　　「

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 36 36 3フ e8 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

項 2t年 21年 作茶主 作菜の際 契約方 度合轟 契 検査・歳 設置稜メンテ 国（円， 固 （円》 翻 考（ 果の 潟 CO2官 左のCO 用鑑 左の 他のエ 左の 左の嗣 億　（エ 育璋壇上 用す 児童生　へ 父兄 閻題
（

目 メンテナ

ンス作

業の撮

要

メンテナ

ンス作

某の回
数等

｛区職員、

地域ボラ

ンティア
等》

参顛する
もの【マ

ニユアル
等｝

法 支払金額
（円）（2件以上は倉

醗

手　，　・

行確認
方法く掘

略）

　「

ナンス方法

の変更が
あった場合、

変更の概
要、時期、理
由

助金等
根拠・概

要

助金等．
根挺・概要　　「

持管理・

ランニン
グコスト

閉係）

紐程方
法〔概

略）
一

減量 2劇減に
よる効

果金額
（円｝’

気酌流－

量

溺躍気
跨鍼に
よる瑚

禁童葭
｛円）．

ネル
ギー幣
滅対象

朗滅
量、

rF

減によ
る効果

金顛
（円，

コスクー

ルによ
る実際

の舶果
関係）

の勅果　　　，

，「

る授業
科目

の教育上の
効果（反応）

の様子

　　」

育琢境
上の効
果・その
絶関賑｝

3 壁面縁化 生　点 育点 囲 一 軽理課 根 監賢員 一 一 F 鴨 一
垂 艶　で 室肉温 一 F． 瞬 一 一 ” 一 一． 身近な環 活稿・ 身近な媒 需 光〔教 曽

7

検、舅
定、施臆．消

検・基盤

点検は

毎測

契的 木輯

　，

による
揖導、工事飼

理経疲
は設匿．

費に含

の集績 1℃低下

　　　．

， に対する関

雛齪
とのかかわ
りを通して．

自然を大切

室内が
暗くな
る）

P

煮除 回、勢 録写真 む。 を培う。 ．　、 にしようとす 　　　「1

草、基 定は年 の提出’ る。

盤鳶 2回、施
L

　「
検．溢 毘は2ケ

「．水殴備 月に1
，

点検 厘以上

， 幽．

計 o 0． o 0． o

「



平成22年度行致監盗　鯛査表A　層
　　　　　　　　　、NO
23 資轡小　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

誉初殻置・イニシヤルコスト関係

　　　　　　　　　　　　　　層，
敏築校 設置に伴う捲肋金等 計画していた効果

1・
2 3　’　　　4 5 6 7 8 9 10 11　　　12　　　13 で4 15

16　　可7
18 19

　　　項
　　　環
蓋昌　　　　　　，

当鼠置（工事完了》年月

エコスクールのメ

ニユーの概要｛工事
等の申励■　　　　　「

（改築

エ嘉
等）の

契約の
方法』

設　　経費（契　の
　　　支払金顧｝
　　　｛円）

エコス

ルにかか
る軽費の
改築全経
費に対す
る割合
（％）

契約　手｛契
的の支仏徒｝

　　　層

目｛円） 國　助金
楓拠撫要

｛円）

拠・撫要　　層．

　　，

温度　　　　CO2　1　左のCO
　　　　　減猛（㎏

　　　　　一co2！
　　　　　年｝

2削減に
よる効

果金顛
（円）、

　用電
気削減
量（単位

OO｝

　「，

左の

囲電気
削減に
よる効

果金蛭
（円）

蝕の工　左の
ネル

ギー削

減対象
（単蝕0
0）

削減量

左の副
減によ
る効果
金頗
く円》

伽　（当　設置・イニ．
シヤルコスト関｛慕）　　　「

3壁面縁化

　　　　　・

　　　　　，　　　　　，

　　　，

19

度

　，

　　lB8｛ネ外｝軽理牒

　　　　　L

　　　’

　，

　，

契約

　　，

　　2．302脚層唱　　　　　「 ㈲山本工務
店　　，

9一

　　・

　　一 一

　　，

一

　　畠

夏季　内
濫度の低
下　　　．

　　．　　　．

圏

　，

囲 r 一 ∴

　，

　 　阿

　－

，

　　一

　」
　　　　　，

　　　　　　　，
L

4 ビ　トーブ

　　　　・

15

度
　　　　　36

L

　　　「

経理課
契約

1ρ31，726 環填　園 句「 一 一　「

7

　，

一

　　9

一

　　「

一

　－

一 一 一 一 ， 一 　一

　」

　一

F，　　「
　　　．
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23 沓掛小 L ’
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9

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） エコスウールによる実隠の効果 魑

9

教育斑境上の効果・その他
P

契約以外の場合（21 契約がある場合（2∬年度｝ 受けた補助金叡21年劇 《計目していた効果と詞じ単位で配入｝ L

2Q 21 2a 23
2ら 25 26 27 28 29 30 3t 32 33 34 35・ 36 37 38 39 40 41

42’
43 44 45 46 47 48 49

21

メンテナ

ンス作

業の概
要

21年
メンテナ

ンス作

泉の回

数等

作業主
｛区職員、地域ポラ

ンテイア

等1

　　の際
参照する
もの（マ

ニュアル
等｝

　頻法　」

年度

支払金顛
｛円）（2件

以上は合
計｝　　層

　　　■

契手

　　巳
行確謬
方法｛撮
略）

殿置　メンテ

ナンス方法

の変更が
あった場合．

喪翼の概
要、時期、理

由

国（円）

　　　F

囚助金等

根輿・概
要　「

く円）

助金等
娘拠・撮

要

傾　（

持管理・

ランニン
グコスト

関働

　果の
担縷方

球儲
磧》

匿　　’ CO2肖…1

試量
左のCO
2削減に
よる効

果金額
く円，

　用躍
気削滅
畳

　の

象金額
（円）

　　　　の工
用躍気本ル
削減にギー削よる効減対魚　　　．　　　　・

左の
削滅
量

　の削
械によ
る効果金顛〔円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る実隙

の効果
関係）

　　環境上
の効果

使用す
る浸票
科目

児　　　ら
の教育上の

効果仮鮒

　　　　　．

父兄等 題 績　（
醗果・その地関係）

面緑化． 点 生 曽 一 軽理線 865．4 監　員 なし　　馳 一 ” 曽 ” 一
で． 内温 ”

　，
一 一 一

　・
一 一 謄 一 身近な環境 漬　・ 近な環 一

光｛
一

検、努 検・基盤 　． 契絢 木㈱ による の実績 19C妊下 に封する関 理得 とのかかわ 室内が

9－ 定、施
展…、5肖

点検は
毎月1

，

撤導、工亭謁

婁穐性 りを通して．

自然を大切

嫡くな

るレ

鼠除 臥勢． 録写真 を墳う。 にしようとす

草；基

盤貞
騒晃 の提出

L

る，

検．窪 圏は2ケ
水設備 月に1

「

点採 回以上 ，

　　，，

　　7
P

4 どオトープ
一 一

学
一 一 一 一 一 一 口 一 一． 一 一 一 一 一 口 一 一 一 一 一 馴 身近な環 生漬科・ 近な環 一 一 口

， に対する潤 理斜等 に対する禺
．P 豊織硅 心を高め㌃

豊かな感性

　，

を墳う。 を培う。

r
・．「

計 665．4 o．o 0
弓

し

1
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平戒22年度行政監査　朗歪表A
NO
24 高井戸小

当初股置・イニシヤルコスト関係

改築佼 設蛋に伴う補助金等 計画していた効果

1 2 3 4 5　L 6 7 8 9 10 11 12 13 可4 15 唾6 17 18 19

項 昌 エコスクールのメ 設置 費（起工時 エコスクー 契　　手｛契 国｛円》 国　　壷　根 都（門1 助孟 湯 CO2唖 のCO 用電 の使 の工 左の 左の削 惰　｛当　殴置・イニ
員 設置 ニユーの簗要（工寮 （改築 の撹込み設計 ルにかか 約の支払先》 挺・概更 髄邨要 減畳㎎ 2酎滅に 気削減 用躍気 ネル 削減 減によ シャルコスト関係）

メ 〔工事 等の内容》 工富 金鋤｛円） る経費の 一GO2！ よる効 量色w 削減に ギー削 量 る効果

二 完了， 等）の 改築全経 鱒 果壷麟 h｝ よる効 減封魚 金饒

ユ 年月 奨約の 費に彊す （円｝ 果金談 ‘単位O ζ円｝

1
方滴 る割合

9
（円｝ 0〕

（96）

40ρ74．明3 京　公 夏季地 一 一 一 一 一
　」

一 一 都　助金頓は予建
校運動場芝生 温度の砥

1 校庭緑fヒ
22年11月 校庭中央鄙分に芝を

敷設
27β55．o◎o　， 1．1 囲興建社

辱 化事業捕助金
交付要綱、校庭
芝生化亭票賢

下

のIo〔％

一 一 夏季　内 一 一 一 一 一 一 一 一
湯匿（最上

階｝の匠下

2 屋上緑fヒ

訂9年3

月く校
舎棟）2昨3

月（爆

校舎棟罷上部分と体
育屋根に芝を敷瞳

区長契
約（鰹

理課契
約》

34β9薯．000 1．4

興建社・江
粥・5爵川建設

共同企果捧
興信・副II建

設共同企業

，

育館， 体

一 一 夏季室内 一 一 一 一 一 一 一 一

3 壁面縁化
19年3
月

校舎棟西飼壁面に蔦
系植物を設匿

1ρ57，0◎0 o．

興建社・証
州・渇川建設

共同企巣体

温度の低
下

5 疵・バルコ

　ニー

19年3
月

按舎南億の数室邸分
に設置し．日射遮蔽

を図る．

F

L

一

興建社・江

州・湯川建設

共同企婁体

0瑠境を考慮した
学校施設｛エコス

クール，の整備推

一 一
日射遣蔽による夏季室内温度

の低下

一 一 一 一 一 一 一 一

選に関するパイ 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一

6
ナイトパージ 拍年3

月

建具方立にスリットを

毅眠
区長契
約（経

理課契

一 一

興建歓・江

州・規川建設

共同企象体 訂2β47273

ロワト・モデル事粟

の実施要銅佃戟
金額は翼綱に明示
のある交付金単画

校宍内温
度の低下

的｝
加算寧（2．5％｝か 一 一 一

3，弓10 e2βe 103，718 一 一 一

7 太腸光
19年3
月

既存校舎掠の屋上に
穴陽光莞霞パネルを
設置（発電量e．唖6kW｝

22．542ρQ 0．9

敦野・金子建

殴共同企果
休

ら算出した金頗※

負揖剣：は明示が
舞い》

一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一

9 内装

木質化
19年3

月

教蜜の内装財に木材
を使用

区長契
約（縫

理課契

謝

343昌8ρoo 1孟

輿建社・江
頽・匿II腱設

共同企業体

畠

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

判 エアコン
19年3

月

着通教室・特溺教室・

管理諸室に殴置
120β30．000 4£

斬開・吉田建

詮共同企柔
体 亨

「

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 環填

ラーニングセンターに L

訂

　その飽
（エコ表示モ

　ニクー》

19年3
月

モニターを殴置し、発
竃量等を表示し、

データをPGに蓄硫す
る。

太階光発電に
　　含む 一

牧野・金子建

醗共同企票
体

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
雨水利用｛トイレ

13
その俸

（雨水再利

　用｝

ig年3
月

挨會屋上に降った雨
水を塘下ピットに桑め
トイレ洗浄水等に利

用する。

一

　層

一

小泉・古，1腱

設共同企撃
体

浄、植栽への利用）

計 24唇β4」，000 9β 12β47、273 40ργ4，043 3．弓lo 9，26δ iO3、71 0
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NO
24 高井戸小

雌持管理響ランニングコスト関係（主として21年度） エコスクールによる実際の効果 教育環境上の効果・その他
亀

契約以外の塙合（21 契約がある場合（21年度） 受けた植助金等〔21年度） （計回していた効果と同じ単位で記入》

20 21 22 　23 24 25 26 27’ 28 29・ 30 31 32 33「 ’34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

果の 温 CO2癖 のCO 使用 の の工 の の （エ 環　上 用 児　　　A 父兄 問題
｛

　項 21
メンテナ

ンス作
桑の糖婆

21卑
メンテナ

ンス作

東の回
敵等

　桑主
く区職員．地域ボラ

ンティア
等）

　　！

　粟の際
参照する，もの（マニユアル

等レ

法
　　口
支払金頗
（円》（2件

以よは合
計》

契・

手
　　輯
行確認
方域（概
硝）

設置メンテ
ナンス方法の喪更が

あった増含、

喪翼の概
婆、時期、理

由　　・

興（円 蟹助金等

根拠・概

要

く円）

助金等
根擬概
要

　　〔

持管現・

ランニン
グコスト

関係｝

　　「

掲握方
法（概

略》

ρ

減量 2肖鍼に
よる効

果金楓
《円）

気削槻
量　唖

使用

竃気
閉減に
よる効

巣金
照

ネル
ギー劇
減戴露

肖蝋
量　・

減によ
る効果金顕（円》　　．

コスクー

ルによ
る実際

の効果
醐係｝

の朗果 る授粟
科目

の教育よの
効娯仮応）　　　・

　，

の様子 育環纏
上の効
果・その

他関係》

22 22
斬規 新規

1 校庭緑化 　■

「
》

　刈り、

手抜き
除草、

舅嵐
施凪
芝目

　1し．
手抜き

除草は
年2回
以上，

施囲・芝

　　、
護者，地

域住民等

　　から
の指導・

助貢

凝理課
契約

2321968．0

　，

大造園 監による

指導、工事記

録写寓
の提出

　　3し

．　　　　馳

一 一 P　　● 1
　，F－

，　「

　　で
の実纏 （最上溜》

3℃低下

一 一 一 一 τ 一 ｝ 一 　近な瑠
に対する関

心を高めべ
豊かな雇性
を培う．

　活科・

理科
　近3環
とのかかわ
ぢを通して、

自然を大切
にしようとず

る．　，

一 隔 一

2 屋上緑化 土、逼 目土・巡

回・点検 回・点検

は年1

回以上

　．

9

一 一 一 一 一 一 一 一 一 ・一 一 一 一 一 　　で
の爽績

　　温
1℃低下

｝

　．

一 一 一 一 一 一 一 　近な嫌
に対する関
心を高め、

　活　・

理科
　近な環
とのかかわ
りを運して、

一 一 一

3 壁面禄化 豊かな感性
を培う．

自然を大切
にレようとす
る．

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一
．　　　　一 感 日射遮蕨 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

5
庇・バルコ

　ニー

による夏季
室内温度
の低下

感 一 一 『 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一

6
ナイト

一 一 「 一 τ　P 一 一 一 一 一 一 一 一 一

蠣轟
パージ 下げる

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 馳一 一 一 一 一 一 一 一 一

　6

一 一 ，一
，　　一 一 一 一 一

7 太陽光

P

｝嗣 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　一9

一 一 一

内装
9

木質化

「．・ 噛

｝ 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
　　鴫

一 一 一 一 一

11 エアコン

一 一 一 一 一 一 一 ｛ 一 一 一
　・

一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一
環　育

その悩
12 （エコ表示モ

昌ター）

一 一 　
　　．

一 一 一 開 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一　　　． 一 一 ｝ 一

その他
13 （雨水再利

　用｝
辱

計 2臼21963 0 0 0ρ 0 oρ o 0 0

ら
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NO
25 高井戸第二小
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当初設置。イニシャルコスト関係

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

改築校 設置に伴う補助金等 計属していた効果
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10・ 質 12 13・ 14 15 16 17 18 19　　　項

　　　昌
メニユ　　　、

1

護置鼎年月 エコスクールのメニユーの柾要1工事等の内容）

　　，

設置
（改築工事・

等｝の

契約の
方裁

　費（　の
支払金蜘（円｝

エコスク

ルにかか
る経簑の

契　　手（約の支払先》

　　　，，

属（円｝ 園根拠・概要 （円）　　　舳

拠・撫要
CO2肖
減鴛（㎏

℃02！
年）

　　●

　のCO
2肖戯に
よる効

果金鎖
（円｝

　用電
気劇減
畳（単位

oo）

　の
用糧気
削減に
よる効

果金顛
（円》

　のエ
ネル
ギー劇
減対象
（翠位O
O》・．

　の
劇滅
量　，

左の明
滅によ
る効果金頗（円）

　　（当　設置・イニ
シャル：1スト鯛係》

3

　　，

壁面緑化

　，

19年
度

　　　，

273㎡（ネット式｝

　「

経理課
契約

2，908，500 （有汕本工務
店

一 　　一
　，

　　一

”

　●

一

　　，

夏季
温度の低下　　，．

一 響 一

　，

一

　・

■

　，

一 　唱一 　胃

帽　　　・

4 どオトープ

　．

伺年
度 　　　124．7r㎡

経理課
契約

1，963，500 ㈱檀米苑

一

　　璽

一 一 一

　　　．

鞠 一 一 隅 一

6

一 一 噸 一

　ト
　　．

計 4，872ρ00 0 o 0 0　　　　0 ’0 0
．　　　　　　　　　　　　，
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担　・小　　　雇609　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度》　　　．
教育環塊上の効果・その他

契約以外の場合（21 契約がある塙含（2偉度》 受けた櫨助金等（2峰度）

エコスクールによる実際の効果，　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（計国していた効果と同じ単位で記入｝　　　　　。　　　　　　　’
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37　　　38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

　　「

　　　項
　　　目メ云1　　　　っ

21年メンテナ

ンス作

桑の概
要

21
メンテナ

ンス作
乗の回
数辱

　業主
（区職員、

地域ポラ
ンテイア
等｝

　　の際
参照する
もの《マ

ニュアル
等｝

法
　　食
支払金頗
（円）（2件

以上は合
計）

　、
学

　　・履

行確罐
方法（概
緕）

　　　1

設　　メンテ
ナンス方法の寅更が

あった場合、

査更の概
要、時期、理
由

国（円） 貿助金等

根拠・概

要

（円）

◎

助金等
振拠・概

夏

　　（
持管理・

ランニン
グコスト

閣係）

　果の
把提方，

法（概
略｝

温

　．

CO2曙
減量■甲

左のCO
2削減に
よる効

果金蚊
（剛

　，

　用電
気削減
量

　の
用電気
削減に
よる効

果金額
（円）

　のエ
ネル
ギ｝劇
減対象

左の
削鋼
量

　の
減によ

る効果
金顛
（円》

　　（工

嵩スクー

ルによ
る実際

の効果
関係》

　　環境上
の効果

　用
る授巣
科目　「

児童　　へ
の教育上の
効果仮応｝

父兄
の様子

閻遮　　， 　　（
育環境上の効’

果・その

他関係）

3

　　　　・　　　，

●壁面緑化

　二

　育
検、勢

定、施

譜」肖

鼠除
草、基

盤点
検、繊
水殿備点検

検・墓盤

点検は

薔潟
黙肥は2ケ月に1回以上

　嘗

　　　し

「．

齢 　理課
契約

？

767，840

　．

　の

種屋聯

園異桑
㈱　　．

監　員
による
指導、工察鴉

録写真
の拠出

　・

一

：

一 一 一

　・

　・

鱒

　，，

　　で「

の実横
　　温度
t℃低下

　一

「　　，

帥

　「

一 一 圃 一 一 　騰

脚　　・

　近3環
に対する幽
鎌鮎を墳う。

　活：・
理科．，

　　●

身近な琢
とのかかわりを通して、自然を大切

一 　光（

室内が
暗くな
る）　・

一

　，　，

4 ビオトープ

，　　　問 肖 一 一

　，

一 一 一 　　　．印一 一

ふ

一 一 　一

　，

』 一 一 一 一　　　　　　　　　　　　一

一 一　　， 一 一

　e

一 　近な環 　活科・

理科等
　近な環
に対する隣心を高め．登かな感性

を培う．

一 一 剛

計 767，840 0 o
0ρ　　　　0 0．O 0 o 0

9



，

平成22年度行政監査　調査表A
1

劇
GO

NO 「

■． 「　　，　」　　　　　　　　　●

26高井芦第ヨ…小
セ

一　　一　・

当初設置・イニシヤルコスト関係　　　　　　　　　　　ト

改築校 設琶に俘う櫨助金等 計園していた効果

1 2 3 4　． 5　・ 6 7 8 9 10 胴 12・ 13 電4 ’15 16 ｛7 、8 19

壌 エコスク〒ルのメ　， 設置 経　く約の エコスクー 相手く 国（円） 国　　金　　拠・ （円） 助金 温 CO2 左のGO 用礒 の の工 の の （当　設置・イニ
目 殴儀 ニユーの概冥く工富 （改築 支払金顛） ルにかか 約の支払先》 概要 拠・概要 減畳（㎏ 2削減に 気肖轍 用電気 ネル 削減・ 槻によ シャルコスト関係）．

メ （工事 等の内容｝ 工事 （剛 る凝費の 一GO2！ よる効 量（単位 削減に ギ山削 量 る効巣

二 尭了） 等》の 改鎮全経 年） 果金頗 OO） よる効 減対象 金額

ユ 年月 契約の 費に対す 《円》 巣金頗 （単位o （Fl）

1
φ 方法 る割食 （円》 o） ．

（％）

1 化 10 612．8 理課 1δ，256，600 一 　，脚 輔 噌 夏 一 一 一 軸 一 f 一 ”

度 契約

　　，

．　　．

．　・

温度の価
下　　，

，　　，

亀　　， ，「

，　．

　　　，

　　　　　，

　　，
　　　　　，

．　「
　●

「

　　　「

P

　；

　　・
・　「

2 化 20 275 経理課 12忍85，000 建設 一 一 ［ ｝ 温 需 圃 一 一 一 幡 瞬 一

度 契約 く最上階》 曾

P

，，

●　：

　　　　　　5

し　　　　・

，卜

◆

の低下

　・

　　■じ　　　　　●　　一

＆
・」

隔

一 一 一 傭3 面緑ヒ 18 15乳8（　　） 理 7，4貿，950 簸　工 口 嘗 圏 齢 夏 讐 周 蝉 一

度 契約
温度の低下

o
▼

噛

4 ピオトープ 20 40．o 理 乳320，500 屋 鯛 葡 一 齢 輔 一 一 一 一　． 一 鼎 一 一

度 契約

　　　　　　　　齢，

　　　　　　．

　，
　　，

，亨

e ナイトパー亭 20
一 理 5，711，790 湯1工 一 一 圃 一 内温 鱒 一 一 一 一 一 一　， 楠

度 契杓
　　，

度を下げる

♂

11 エアコン 21 通 理 45，150．00 鷺殴 16，552，㎜ 全・心な　　　く 一 開 一 儒 一 脚 隔 響 口 鱒 助的手段として設

度 契約 り交付金交付凄繕、 配

大規棋改造倥観｝
曾

1
工事鷺の3分伽　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　唖

計 88．1350740 16，552ρ00 0 0

o”
’

’

｛



平成22年度行致駿査　調査表A

㊤

NO
26 高井戸第三’1・ ，，

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） エコスクールによる実際の効果 教育環填上の効果・その他・

契約以外の場合（21 契約がある場合（21年度） 受けた輔助金等（21年度》 （計園していた効果と同じ単位で記入）

20 ε1 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34’ 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
項 21 21 主 の 契約 合 約 ・履 設置メンテ 国（剛’ 国 （円） 網　（ 果の 温 CO21 のCO 用電 の の工 の 左の （エ 育環 用す 児　　　へ 父兄等 間題

（

饅 メンテナ メンテナ （区職員、 参照する 法 支払金額 手 行確認 ナンス方法 助金等 助金等 持管理・ 把握方 械量 2削減に 気削減’ 用電気 ネル 溺減 鍍によ コスクー の効果 る授業 の教育上の の様子 育琢境
メ茸゜

1
一

　　，

ンス俸

業の概
蚕

ンス作

巣の回
数等

地域ボラ

ンティア
等》　　’

もの（マ

ニユアル
等）　・

（円》（2件以上は倉

計）

　　・

方法（概
略）

の変更が
あった堵合、

変吏の概
要、時期、理
由

根拠概
要

根拠・概

要
ランニン
グコスト

関係）

法（概

略》

9

　・

よる効’

果金翻
（円》

畳　　・ 朗減に
よる効

果金蹴
1円》

ギー削
滅戴象

量 る効渠
金額
（円）

ルによる実際の効果関係）

　　　　，

考粗

　　‘

効果（反応｝ 上の効
果・その

他関係）

f 化
1・　　　、

学　、 業　から 理課 1、809β24 造 監督 なし ・　一
偶 ■ 一 曽 で’ 夏季の 一 一 一 一 一 一 一 踊 近客琉 活季・ 近な琉 一 一 の

刈込、 は年2 護者、地 の指導・ 契約 園㈱ による の実纏 袋温度1 に対する関 理科等 とのかかわ 向上、
灌水、

施肥、エ
回、巡

回蓉理
域住民等 助賞 指導、，工事記 o℃低下　　・

，，

心を高め、

豊かな感性

りを通して、

自然を大切
情緒の
安定、

アレー 指導は 録写寓 　， を培う． にしようとす 砂埃対
ション、 月1回、 の提出 る。 策等
目嵩 芝生育
播種、 成指導
種植 は1回1
付ぺ　’ 日を単 o

シャツタ 位
リング、

ロータリ

モア点

検

，■
、

2 化 芝刈り、 刈り・ 学　、保 業　から 理 186rO46 監　員 なし 隔 一 一 一 國 で 内温 一 一 一 　 一 一 胴 一． 近な無 活季・ 身近な瑠 卿 層 一

手抜き 手抜き 護者、地 の指導・ 長契約 造園 による の実績 （最上脚 に薄する関 理耕等 とのかかわ
除草、 除草は 域住民等 助賃 指導、 ● 3°C低下 心を高め、 りを逓して、

舅定、 年2回 工事記 ．豊かな感性 自然を大切
施青臥 以上、 録写真 を培う。 にしようとす

楚目’ 施肥・芝 の提出 P
る。

土、巡 目土，巡

回・点検 圓・点検

は年1
し 回以上．

．，

縛

3 面緑化 一 一 設置 一 輔 一 一 一 讐 一 一 嶋 霞 刷 で 内温 陶 需 一 一 一 一 同 扁 身近環 活季・ 身近な環 隠 隔 “

の実績 1°C低下 に対する嬰 理科等 とのかかわ

鎌劔 りを通してぺ

自然を大切
を堵う。 にしようとす

る．

4 ビオトープ 一 一 一 一 ” 脚 一 一 一 騰 騨 扁 扁 一 一 騎 「需 一 一 一 一 冒 瞬 近な環 生活　・ 近な環 一 一 一

，．
に対する関 理科等 とのかかわ
心を高め、 りを通して、

豊かな感性 自然を大切
を培う． にしようとす

る．

6 ナイトパージ 一 一 一 一 一 一 営 一 一 一 一 一 一 一 感 一 陶 一 一 一 一 一 一 の温 一 一 一 脚 一
の除去、校 度低下
舎内彊度を

下げる

11 エアコン

　　　　・

扁 曽

艦

層 幡 一 　　・7 騨 幡 一 ” 一 一 一

　「

　ー 一 一 一 句 腫 一 一 鱒 一 一 一 一 脚 一 一 脚

計 1，995，8フ0 o 0 0． 0 0．0 0 0

’



平戒22年度行政監査　調査表A

朝
o

NO
27 窩弁戸第四小

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，当初設置・イニシャルコスト関係
，　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

改染校 設置に伴う補助金等 計画していた効果・　　　　・

1 2 3’　　　　4 5 6 7 8』 9 ｛0 11 1£． 13 14 16 16 17 可8 19

　　　項
　　　目
メ茸・

「

エコスクールのメ
ニユーの概要（工事

等の内割

（改築・

工凄
等）の

契約の
方法

設置　　費（契　の
　　　支払金蜘
　　　（円》

　　　　　願　　　　　　，

エコスクー

ルにかか
る経費の
改築全経
費に対す
る割合
（96｝

　・手（契
約の支払先）

国剛 函　　　根
拠・振要

　　　　　　　．

（円）

　　・　　●

　　　盒 温　　　’

　　　，

　　　　卜

CO21
減量（㎏一CO2！

年》

左のCO
2削減に
よる効

桑金鎖
（円》

　用電．

気削鯖
量（単位

oo）

　の
用電無
削滅に
よる効．

果金顧
く円）

　の工
率ル
ギー闇

濃対象
（単位o
o）

　の
削識
量

　の　．

城によ
る効果

金顧
（円）　　　，

　　（崇　設置・イニ

シヤルコスト関係）

　　　　　　　　■
　　　　　，　　　　　・

2 屋上緑化

　　　　，「　　，

　　．　　　．

19
度　・

　　　　　　420　　理

　　　　　　・　　　，

　　「

　　　，

．　　・

　　　　　．
　　　　　　・

契約’

29，191，000

　　｝

■，

　　，

　竃　工
店

4，507，000 　全・のな
づくり交付金交付

翼綱、屋上緑化工
事費の3鈴の1

　　■

一

，

一 夏季
塩度く最上

階）の低下

幅 一 一 　∵．

　9　，
．　　，

　一

「F　　　r

．　　，

陶

，　“

冒

　　，

　　　　鱒　　　　　　　　　　　■　」

，　　　　　　　・

　　　　：　　　　　　，

　　　　　　，　，
　　　　　　　・　　　　「

　「’

面　｛ 21
度　．

2⑤0（ネット

　・

　　　　　　，

　理
契約

4，317，283

　P

　屋’園興
業㈱

　一 　躰

　，

　　　　，
　　　6

　　噌

●，

　　”

，；

夏温度の低

下

　　，　一

　，

麗 　一 　一

　　，

　　●

禰

「，，　．

　鴨 　　■　層 契　　　には
理経鷺を含む　　　　　　　P　マF　　　　　　　　「

　　「

　　　　　．・「

　　　　　　　，　　　　　，
　　　　　　・

6 ナイトノーぐ

　●

21

度
一 理課

契約

4，987．50 ヱイワ　股 一 一 ” 一 　　　温
度を下げる

一 ” 一 一 一， 一 嗣 一

・ 計 38，495，783 4，507， 0 o 0 0 0　’

o

、



平成22年度行政監査　瞬査表A

㎝
同

NO 名
．

’

27 高井戸第四小

維持管理・ランニングコスト関係住として21年度） ヱコスクールによる実際の効果 数育環境上の効果・その他

契約以外の墳合（21 契約がある場合（2て年度） 受けた補助金等（21年度｝ （計回していた効果と同じ単位で記入｝

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 β4 35 36 37 38 39 　，40 41 42 43 44 46 ・46 47 48 49
頃 21 21 作業 の 合 ・履 般置メンテ 国（円） 匡 （円｝ （ 果の 温 CO2 左のCO 用冠゜ の の工 の の 《エ 環　よ 用 児童　　へ 父兄 麟題

（

目　　冒

　　　・

メンテナ

ンス作

業の概
要

メンテナ

ンス作

桑の回
数等・

（区職員、地域ポラ

ンテイア
等｝

参照する
もの（マ

ニュアル
等）

法 支払金顧
（剛く2件以上は合

計｝

手・ 行確露
方法（概
略》

ナンス方法

の変更が
あった場合、

喪更の概
要、時期、理

由

助金等
根拠・概

要

助金等
根拠・概

要

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

杷握方
法（概

略）

減量 2肖戯に
よる効’

果金額
（円｝

気開城
貴

用電気
肖戯に
よる効

果金額
｛剛

ネル
ギー削

減対象

削滅
量

　■

減によ
る効果

金頗
（円）

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係）

の効果

　，

る授業
科目

　，

の教育上の
効果仮応）

の様子 育琉境
上の効
果・その

他闘係｝

2 屋緑化 刈り、 唾し・ 業　から 経理 372，923 員 し 闘 輔 胴 一 ，旧 で 温 需 一 一 一 鯛 一 一 一 近3環 活科・ 近な環 ，一 曽 一

手抜き 孚抜き
　　、
護者、地 の指導・ 契約 造園 による の実績 （最上階） に対する闘 理科 とのかかわ

除草、 除草は 域住民等 助貫 r　　　　　　亀
指導、 3℃低下 心を高め、

　，
りを通して、

舅定、 年2回 工事記 豊かな感性 自然を大切
施肥、 以上、 録写真 を培う。 にしようとす

芝目 施肥・芭 の提出
9

る．

土、巡 目出・巡

回・点検 畷・点検
：

は鯛
回以上

．■．

3 壁面緑イ 青 一 一 経理課 租屋造 一 員 なし　． 一 一 一 胃 で 内温 ” 一 一 胴， 一 團 禰 一 近な環 活科・ 近な繍 爾 縛 一

検、勢 検・基盤 契約 園興桑 による 理経費 の実績 1℃低下 曾 9P■ に対する関． 理科 とのかかわ
6

定、施 点検は ㈱ 指導、 は設量 心を高め、 りを通して、

肥、消 毎月1 工事記 費馬に 豊かな感性 自然を大切

籍．除 臥舅 録写真 禽む を培う。 にしようとす

草、基 定は年 の提壌 る．

盤点 2回、施
検、繊 肥は2ケ
水殴備 月に1

　　　，点検 回以上 7

6 ナイトパージ 一 網 一 一 一
　●

閏 一 ｝ 一 唄 一 　一 一 一 感 区

一 一 藺 一 一 一
一　　　　， 一 舎内の温 一 一 一

　．
一 　一

の踪去、校 度低下

舎内温度を
　　‘
，，下げる

・

計 3721923 0 o O．0 0 OP 0 0 0 P



平戒22年度行政監査　蝸査表A

1

駅
心Ω

NO 「， 一 巳P

ヅ　　　　　　　　　　．

28 松雁小． 曾

，

当初設置・イニシャルコスト関係

改築校 設撮に伴う補助金等 計園していた効桑． 9

1 3 4 5 6 7 8 ’

　　9 嘘o 11 12 穐 14 壌5 16 1フ 1葛 ～9

メニ

項
員 澱置

（工事，

完了）

エコスクールのメ　・

ニューの概要く工事

等の内容ジ

設霞
く改築

工富
等》の

縫鷺（契・の
支払金頭）

（円）　　．

エコスクー

ルにかか
る経費の
改柴全経

　・手（
約の支払先）

国（円） 国　　金
拠・概要

翻（円）

　●

　　助金
拠・概蚕

　　■

塩　　・ CO21
減量（㎏一CO2！

年）

左のCO
2削城に
よる効・

果金超

　用
気削滅
量（単興oσ）

左の
用鍛気
削械1二

よる効

　のエ
ネル　・

ギー醐

減対鼠

左の
削減

量

　の
減によ
る効果
金麟

　　（錯　設　・イニ
シャルコスト関係｝　　　　　　　・

　　　　　　，
戸 年月 契約の

方法
喪に対す
る割合

（円） 果金頓
（円》

（単位0

0）

（叩｝
．　　「　　　　　　　　　　　　・

（％｝
●

2 屋上緑化 17 3eg 理 9，5雪4．470 ハタ建股工 曽 一 一

　凸
陶 夏季内 脚 鱒　「 漏 働

　．
創　　　． 韓 一

脚　　　　　　　　　　　　　　，

度 契約 粟　　’ 温度（最上
，L

ら

　・

し 階）の低下

「　　・ 　・

　　　，●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　，
　　　　　　，　　，　　　「

，　，　　．

：

　　　，

「　　9
・，

　　1
，，

　　　　・
　　　　　●
　1

　　‘

3 面緑化 21 76．4 理 20，105，505 国際設 輔 一 一 ” 夏季 一 一 一 一 一 一 ．　閏

齢，
度 （プランター或） 契約 東京支社 温度の低 　←

魑

■
下

■・

曾

，，

、

D甲

’5 ●パルコ 烈 理課 36．8｛447 日　工事 掃 一 一 楠 夏　　内 輯 一 鞠 楠 一 一 幅
　・

　　　　一
二二一 度 契約

’

温度上昇の抑制

o ナイトパー“ 2響
一 理牒 δ，588，000 エイワ　殴 帥 凹 一 冒 舎温 一 一 一 隅 凹 一 　一 隔

度 契約 度を下げる

　　P

匹，

塾

計 72，020，445 0 0 0 0 o 0 0

：辱，



平戒22年度行政監査　調査表A・

駅
G9

NO
28 松庵小 ■　　　　　　　　　●

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） エコスクールによる実際の効果 教育壕境上の効果・その他

契約以外の場合似 契約がある場合（21年度） 受けた捕助金等《21年度） （齢園していた効果と同じ単位で記入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30‘ 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 　　層43 44 45 46 47 48 49
項 21度 21 業主 粟の

臼 契・相 査・履 設置メンテ 国（円） 国 （円》 （

果の 温 CO2唾 左のCO 用電 の
目　，

メンテナ

ンス作

梁の概
翼

メンテナ

ンス作

梨の回
数等

（区職員、

地域ポラ

ンテイア
等）

参照する
もの（マ

ニュアル
等）

法 支払金頗
（円×2件以上は合

計｝

手 行確田
方法（概賭）

ナンス方法
の窪更が
あった場合、

交更の概
要、時期、理
由　・

助金等

根拠概
翼

助金等
根拠・概

要

持管理・

ランニン
グコスト
関係》　　　，

担擬方
法（概

略》

械畳

　　「

駕二
果金額’
（円》

気闇減
景

果金額
（円｝　「

　　　　の工
用鷺気ネル繍にギー剛よる効漉対象

　の
闇減
量

　の削
減によ
る効果金額《円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係》

　　環　上
の効果

　用す
る授業
科員

児　生　へ
の教育上の
効果く反応》

父兄

の様辛
問題 　　（

育瑠境
上の効
果・その

他関係》

2 屋」緑化 　刈り、

手抜き
除草、

勢定．

施肥、
芝目土、巡

　刈り・

亭按き
除草は

年2回
以上、

施肥・芝

目土。巡

　　、　　　　，

護者、地

域住民等

業から
の指導・

助営

　理課
契約

5128190 　大
造園 による

指導、工事認

録写真の提出

なし 一 胃

　．

一 需 ■ 　　で 　内温
（最上階｝3℃｛匡下

” 輔 脚

　，

何　　P
一 脚 一

　，

一 　近な規
に薄する関心を高め、豊かな磁性

を培う．’

　活　・

理科
　゜な琉
とのかかわりを通して、

自然を大切
にしようとす
る．’

一 一 一

回・点検 回・点検 ，　　　　　，
e

は年1
回以上

6　　　　　　，

3 面緑化 「 一 置業 一 騨 暢 ” 一 瞬 禰 ” 一 ” 噂 で 温 ＿・ 一 一 一 隔 齢 口 一 近な環 活・・ 近環 一 ” 隔

の実績 1℃樋下 に対する関 理科 とのかかわ
心を高め、 りを通して、

豊かな感性 自然を大切
を培う． にしようとす

る。　　， 一

，

r5 ・パルコ
一 『 句 一 一 一 繍 一 一 一 一 閏 一 一 夏季　内 一 一 『 一 一 鴫 一 一 夏季のβ 一 輔 一 一 順

二一 温度上昇 遮断による
め抑制 室内温度よ

昇の抑制

6
胴 一 一 一 一 一 一 一 一 隔 一 一 一 一 感 一 一 一 一 一 一 一 一 舎　の温 一 一 一 一 一

の除去、校 度低下
9

舎内渥度を
下げる

計 512謄190 0 0 0ρ o OP 0 0 0 o

、



平成22年度行田と製寂査　　 胴査苗乏メ㌧

．儀　　　　、

NO ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

29 浜田山小

当初設置・イ昌シャルコスト闘簾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

改築校 設置に伴う補助禽等 計画していた効果　　　　　　　　　　　　　　　　，

，1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
麗（円｝ 置6　　　項

　　　目

鎖設置（工事完了）年月

エコスクールのメ

ニューの概憂｛工事
等の内容）

殴置 　鷺（契の
支払金顧）

（申）　，

　　　’

　　　．
　　　，

エコスクー

ルにかか
る経鷺の
改集全経
費に対す
る割合
（％）

契　　手（契
約の支払先）

　　　，

国　　金等
拠。概要

　●

（円｝

　，

　　　金
拠。概憂

CO2
鴬量（㎏一GO2！

年）

　　魑

　のCO
2肖轍に
よる効

果金頗
（円λ

　用電
気肖喧減量（単位bO）

左の

用霞気
削滅に
よる効

果金麟
（円）

　のエ
ネル

ギー削
滅対象
（単位O
o，

左の・

劇減
量

　の1
減によ
る効果金額（円）

　　（　設置・イニ
シヤル翻スト関係》

　　　■

ビオトープ

　　　■

18

度
　　，27
（資材提供）

理課
契約

1．457β29

．亀

　，

　、　　　　　、

保護者
一 一 　　噂

　． 　一

，　　「

岬 願

　，
P

閏 　柵

，凸

‘°o　鴫
一 一 一 儘

　　　　，

8 ナイトパージ　　曾 19
度　　，

一 経理
契約

　　辱

矢島工務店

一

　　事

　　幽 　一 　舎内温
度を下げる

一 剃 一 一 　一

　　，

一 一 一

　．

19
度　曾 　　　一

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　，

理課
契約

●　　　　’

30β76，500

　　　，卜

篤 　　繭　．

・

隔 　　輯　，
，　　　　　，

一　　　　畳

一 一 一 　輔 一 一

　「

富 　　への　貧　の巴
減　，

計 31，834，329 o
　　o o 0 0 o 0

　　．「■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　　， ，， 　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，．　　　　・　　　　　　　　　　　　　陰　・　　　　　　　　　　　　　．　，　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
「ママ

平成22年度行政監査　訓査畿A　　°

α
0
29浜田山小

　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，■
維持管理・ランニングコスト関係く主として21年度》∫．、　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　、

契約以外の場台く21 喫約がある潮叙21年度》 受けた輔助金等く21年度》

工自スクールによる実際の効果　　　　　　　　　・

（計画していた効果と同じ単位で配入》

教育環焼上の効果・その他．　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■20 2璽． 22　　　23 24　　　　　25　　　　26、　　27　　　　　28 29 30　　31 32 33　　34 36 36 37　　38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
9 国（剛 （円） （

のCO　用　　　環
　　　目
二新

21
メンテナ

ンス作

粟の概
翼・

　1　，

21
メンテナ

ンス作

粟の回
敷等

（区蹴員．地域ポラ

ンテイア
等》

　　の
9照する
もの（マニユアル

等）

　●

法　， 　　口
支払金矧
く円）（2件

以上は金
計｝　’

手 行確甥

方嵐概
略）．

　置　メンテ
ナンス方法の変更が

あった珊合、

賓更の概
要、時期、理
由・

国助金等

根拠・概

要

助金等

根拠鵜
翼

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　果の
掴握方
法（概
賄》

温度

　　　　「

　，

CO2
城量 2削減に

よる効’

巣金顛．
（円》

気削鱗．量

覆の
用糧気
醜減に
よる効

果愈額
（剛

　のエ
ネル
ギー剛

城対象

　．　　　脚

　の
削瀧
量

　の
塘によ
る効果金顛（円）

　　（工

訂スクー

ルによ
る実際
の効果
関係》

　　環
の効県

　用
る授粟
科目

児　　　へ
の敏育上の
効果（反応｝

父兄
の様子

面 　　（

宵環境
上の効
果・その
他関係｝

4 ビオトー

　　，

一

囑

一

　，

一

　　「

圏

　　9

噌 一 一 　　一

・　　　9

　「

一 一

　．

　鯉 ．需 需 一

　，

　一

L

一　　，．

　一 一 一 曽 一 需 　幽 　近な環
に対する関
蹴齪を培う．

　活　・

理科等

　　　・

身近な
とのかかわ
りを遜して、

自然を大切
にしようとす
る．

圏

　o

一 　一

6 ナイトパージ 一 一 一 一

’

閏 7 一

．

一 一

　■

願

o

蝉 鱒

　9

一 一
の除去．校

舎内温度を
下げる

曙 　昌
◆

　　　「

端
口　　e

・　　　一

一 一 　一 　　内の温
度借下

輌 漏

　，

騨

　，

口 一　　・

8

，

一

　，

　一
．

贈 　一

L

　7

じ‘る1

　亨　　噂

，　　　　　　　　　，

瞬 τ， 閂 一 、　　一
・　一

　ρ

　魎

一 一 一

　●

口 一 一 凹 ， 一 一 一 一
．■　　　鵬

一 一

　，

鱒 薗 圏 一

計
L

0 o 0』 0 ，0．O o 0 0
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　「



平成22年度行政監査　調査衷A

NO 名

30 竃士見丘小 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

，・
当初設匿・イニシャルコスト関係

　　　　　　　．． 改築校 設置に伴ラ補助金等　　　　　　　　　　　　　　． 計画していた効果　　　　　　　　　．
て 2 3 4 5． 6 7 8 9 ｛o 可竃 12 13 て4 15 て6． 17 て8 、　可9

　　　項
　　　目
メ云　　・

1

当雛（工事完了）年月

エコスクールのメ
ニユーの概夏（工事
等の内容）

灘（改築

工事
等）の

契約の

方法

経資（契約の
支払金額）
（円）

コ＝コスクー

ルにかか
る経費の
改築全経
費に対す
る割合
（％）

契約相手（契
約の支払先）

国（円） 国補助金等根
拠・概要

都（円）

　　，

都補助金等根
拠・概要 舐

卜，

CO醐
滅量（㎏一く）02ノ

年）

左のCO
2削減に
よる効

果金額
（円）

使用電
気削減
量（単位

oo）

左の使
用電気
削減に
よる効

果金類
（円）

他のエ
ネル1
ギー削
滅対象
（単位o
o）

左の
．肖麺滅

量’

左の削
減によ
る効果
金額・

（円）

備考（当　設置・イニ

シャルコスト関係）

　　　，

，　　　　　　　’

ビオトープ 18年．度

58忍 経理躁
契約

ZO58．000

　　．

㈱バン 一 一 　　一
　　響

一 一 一 欄 噌 一 備 一 ” 　　　　辮

　　　　ヤ

計 2，058，000 o 0 0 0 0 0 0

平成22年度行政監査　鯛査表A

翻
鋼

NO　　　名
30富士見丘小 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「，「，，　．

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） 教育璋境上の効果・その他　　　　　　　　　　　　　　甲

　　　　　　，
契約以外の場含（21 契約がある場合（21年度） 受けた補助金等（21年度）

エコスクールによる実際の効果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

（計圃していた効果と周じ単位で記入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 4て 42 43 44 45 46 47 48 49　　，

　　’項
　　　目

21年度
メンテナ

ンス作

業の櫃
要．

21年度
メンテナ

ンス作
業の回
数等

作業主体
（区職最、

地域ボラ
ンティア
等）

作菜の際
参照する
もの（マ

ニュアル
等）

契約方
法

年度合計
支払金額
（円）（2件

以上は合
計）

契約相
手

検査・履

行確認
方法（概
略）

設置後メンテ

ナンス方法
の変更が
あった場合、

変更の概
要、時期、理
由

国（円） 国助金等

根拠・概

要

都（円）

　甲

都補
助金等

振拠概
要

備考（維

持管理・

ランニン
グコスト

関係）’

効果の
把握方
法（擬

略）

亭

温度 CO2翔
減量：

左のCO
2削滅に
よる効

果金額
（円）

使用電
気削減
量

左の使
用電気
削減に
よる効

果金類
（円）

他のエ
ネル
ギー削
減対象

左の
削滅

量

左の削
減によ
る効果

金額
（円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る奥際

の効果
関係）．

　育環境上
の効果

　　　　9

使用す
る授業
科目

児童生徒へ
の教育上の
効果（反応）

　　　，

父兄等鳥

の様子
問題 備考（教

育環境
上の効
果・その

他関係）

4ビオトープ

　　　　，

騨 　一

「

撒 一 鱒 一 一 一 　一

　．

　曾

鱒 齢 柵 一

　■

一

　・

一 一 鞠 一 鱒 一 一 儒 一 需 身近な環境
に対する関
心を高め、

豊かな感性
を培う。

生活科・

理我等
身近な環境
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす

る。

一 槻 一

計 「　　　　o 0 o 0．O 0 o．o 0 0 o



平成22年度行政監査　調査畿A

NO
31大富小　　　　　「 　．

幾初設置・イニシャルコスト関係

改簗校 設皿に伴う補助金等 計画していた効果

1 2 3 4 6 6 7 8 9 10 11 12 壌3 　14 16 16 17 18 19
項 鎖 エコスクールのメ 設 経　（約の エコスクー 契・手（契 国（円） 国　　金 （円） 金 濫 CO21 左のCO 用 の の工 の の 属　（　設置・イニ
昌 殴置 ニユーの概夏（工亭 く改築 支払血蜘 ルにかか 豹の支払先》 拠・概要 拠・撰要 瀬量（㎏ 2肖蝋に 気肖轍 用電気 ネル 肖櫨 減によ シャルコスト関係）

メ （工寮 等の内魯》 工事 （円1 る経費の ”OO2！ よる効 量（単位 削槻に ギー削 量 る効果

二 完了） 等）の 改築全経 年） 果金顛 oo） よる効 減対象 金鶴

ユ 年月 契約の 費に対す （円） 菓金頗 （単位o （円）

方麟 る割合 （円） o）
（％）

c

1 緑ヒ 20 18033 縫課 431050，ooo 一 P 43ρ50，000 公 夏季 層 一 一 一 一 一 噂 一

度 契約 校運劾増芝生 温度の低
化事巣櫨助金 下
交付要綱、校露

芝生化事薬覚
の100％

．

寧　　　　　　．

　、

3 面緑化 18 173．5（ネツト式》 経理課 2，96で，000 （）　工 一 爾 冒 一 夏季　内 噌 一 一 ” 一 一 瞬 一

度 契約 店 温度の低
下

計 46．011ρ00 0 43，050，000 0 o o 0 o

・“

●

1

凶

㎝
o

も



平成22年度行政監査　調査表A

α
簡

NO
31 大宮小

維持管理・ランニング調スト関係く主として幻年度） エコスクールによる実際の効果 教育環境上の効粟・その他

契約以外の禍合（21 契約がある場合（2オ年度） 受けた補助金等（21年度） （計画していた効果と局じ単位で記入》

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 3フ 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
顕 21 2電 業 集の 、 合 、 ・ 双 殴鑑　メンテ 鐵く円》 国 （円） （

果の 温 CO2肖 のCO 用電 の の工 左の の硅 （エ 瑠上 用す 兜　　　へ 父兄 問題
（

目 メンテナ メンテナ （区職員、 参照する 法 支払金顧 手 行確認 ナンス方法 助金等 助金等 持管理・ 把握方 減量 2削械に 気溺減 用電気 ネル 肖犠 減によ コスクー の効果 る授業 の教育上の の様子 青環境
ンス作

業の概
要

ンス作

業の園
数等

地嬢ボラ

ンテイ7
等｝

もの（マニユアル

等）

（円）（2件以上は台

計）

方法（概略）

の交更が
あうた場合、

変更の概
要、時期、理

由

根拠・機

竪

根拠・概

蚕
ランニン
ヴ員スト

関係）

法《概

陥｝

よる効

果金醸
（円》

量 削減に
よる効

果金額
（円｝

ギー嗣
減対象

澱 る効果

金顧
（四｝

ルによ
る実際の効果

関係）

科昌 効果仮応》 上の効
桑・その

他関係）

1 庭緑化 学 から 理課 3，345ρ13 駈 3し 一 鴫 763，000 一 で 夏季の 曽 一 一 爵 楠 噌 一 繭 近な撮 活科・ 近な環 一 鯖 カの、 、

刈込、 は年2 護者、地 の指導・ 契約 造園 による 公立学 の実績 表温度1 に対する関 運科 とのかかわ 向上、

鑑水、 臥巡 域住民等 助言 損導、 校運動 o℃低下 心を寅め、 サを避して、 情緒の

施鳳工 回管理 工事記 珊芝生 豊かな感性 自然を大切 安定、

アレー 指導は 録写真 化事樂 を培う。 にしようとす 砂埃対
ション、 月1臥 の捉出 補助金 る． 策等
目土． 芝生育 交付要
搬種． 成指導 綱、校

積植 は1回1 罎芝生
付、 日を単 維持管
シヤツタ 位 理経費
リング、 の50％
ロータり

モア点

検

3 壁園　ヒ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ．一 一 一 一
21 で 室内温 帽 一

一

　一
」

一 曽 噌 夏季日 近な環 活科・ 近な 翰 一 一．

は工事 の実績 1℃催下 射の遮 に対する関 理科 とのかかわ
があり

契約せ

厳 鍛雛
りを還して、

自然を大切
ず を培う． にしようとす

る．

欝 3β451013 0 763ρ00 0．0 0 0．0 0 o 0

1
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平成22年度行政髭壷　調査表A

駅
◎◎

NO・
33堀之内小

　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

，　　’　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　ニン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　■o

敏築校 設置に伴う補助金等　　　　　　　　’ 計固していた効果　　　　　　　　　　：　　　’　　　　　　　　．
9

1 2　　　　　　3 4　　　　　5 6 7 8 9　． ，10 11 12 13 14 16 16 17 18 「　　　19

手く く円｝ 温　　畠
　　　項
　　　臼’
ζド

毅置
（工事

完了）

年月

エコスクールのメ　　殴置ニユーの概要（工事　敏築

等の内容）　　　工事
等）の

契約の

方法’

嚢契約の
支払金麟》

（剛

エコスクー

ルにかか
る経鷺の
改築全経
費に対す
る割合
（％）

約の支払先》

国く円｝

　・

国　　金　　　・
概要

　　　　　　，，

拠概要
CO2唖
絨量（㎏一CO2！

年｝

左のCO
2肖獺に
よる効
果金頗．（円）

　用電
気肖戯
量（単位

OO》

　の
用電気
劇濠に
よる効

果金顛
（円｝．・

　のエ
ネル
ギ」酬
械録蘇
1単位o
o）

　の
劇減

　の
槻によ
る効果

金額
く円》’

　　（　設臓・イニ

1 4q631，409　尿　公・　　化

　　　　．

　　　　，

17

酵
　　　　1β80m

，　　　　冒，　　　　，

　理
契約

38，633，050

「，

　　，

　，

　の

辱　　●　　．

　，

　　　　●

　　齢

　　　　，

8．　　　，

　二　　　　，

　　　　　の

曹

　　9

　　　●

　　　　．

曹

校運動場芝生
化事巣補助金

夏季地
温度の低
下

　　　　，

　禰　　．

　・

墜，　．o

一 一

し卿

匿

　輔

　　，

．

　　．

　　，

一 鰯

　　・

　　　　　　　　．　　　　偏
　　　■，
　　　　，
　　　　・

　　，

　　　　　　　←
　　　　　，
9　　　　1

　・

　　・，
　　　　1

2 　　緑化

　　　　．

　　．

14年
度　．

　巨41

…●　　　　　　■

　理繰
契約

　221008ρ00．，　　　‘

　　　●

「　　「

種屋’園興
樂㈱

　　　，

　　胃
　　　　「
　．

　　　・
　　　．

o

一

　　，

　　一 　　一，　　　，
夏季　内
温度（最上
踏》の低下

一

　’

一 一 　一

e　　，

一 　一

●．　　「．1」

　一，　　「

　　　，

　　　一
■　　　　　　，

　　　　　　　「

卜　　　　　　　　9

3 壁面　化 20

度

　　　　195’　　（鉄骨弍） 経理課
契約

　　，

18，693，255 　　設

　　　　，

一 一

　　．

　■

　肉

9一
『 夏季

温度の低下

一

辱

一 一 富

　，

P一 　7 　需 　　　「畳
　　．

・：　P　’

　「
6 ナトバー“ 20年

度
一

　　．

　理
契約

5，546，て00 丸西莱 『 　　　口 一 一 　魯　温
度を下げる

剛

「，

一

　，

一 閏

　，

一　唱

．　，

構 　一 一

幽 一 一 閑 一 幡 手段として設；11 エアコン 21
度

遜

　　　　　　刷

　理
契約

　401950，000 エrダイ ．14β13，000　　・　，な　　づく

　　　　　り交付金交付要綱、
　　　　　大規槙改造倥調》工
　　　　　事費の3分伽

　　　　　　　　　　　　髄

二 桶

　．

　「 一

置

　匹

計 望25，830，405 ｛4，313。000 40，631，409
幽

0 01 ．0 0 o

b

8
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平成22年度行政藍褒．調甕表A

α
o

NO
33 堀之内小

維持管理・ランニングコスト闘係（主として21年度〉 エコスクールによる実際の効果 教育媒境上璽効果・その他

契約以外の場合（烈 契約がある場合（21年度》
，ト

受けた補助金等（21年度） （計画していた効果と同じ単位で記入》

20 2等 22 23 24 25 26 27 28 29 30 3で 32 33 34 36 336 鳥37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

の の 左の哩 （エ 環　よ 用す 児　　　へ 父兄 問題
（

項 21 21 業の際 度口 約 ・履 設置　メンテ 国（円） 醒 ｛円） （

桑の 温　， CO2肖［ のCO 用電 の工

目　　， メンテナ

ンス作

梁の概
蔓

メンテナ
ンス作

樂の回
数等

（区職員、

地域ポラ

ンテイア

等プ

参照する
もの（マ

ニュアル
尊）

法 支払金頗
（円｝（a件以上は合

計）

手 行確露
方法（概暗）

ナンス方法

の変更が
あった場合、

変更の概
婆、時期、理

助金等
根拠・概

要

助金等
根拠・概

要

持管理・

ランニン
グコスト

関係）’

把握方
法（概・

略》　　　、

減量 2肖戯に
よる効

果血頓
く円）

気劇滅
量

用電気
肖㈱に
よる効

果金麟
（円）

ネル
ギー削

減対象

削減
葦

減によ
る効果金顧（円》

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関儀）

の効果 る授巣
趣目

の教育上の
効果（反応）

　　●

の嫌子 育環境
上の効
果・その

他麗係）

由

・1 緑化 学 業　から 理課 4215，554 大　囑 驚　員 なし 需 一 一 儒 哺 で 夏季の也 一 一 r　　一 一 一 一 一 鞘 身近な環 活科・ 近な環 一 一 カの

　　、
刈込．

濯水、’

施肥、エ

アレー
ション、

は年2
回、巡

回管理
指導は
月1回、

　　、
護者、地

域住民等

の指導・

勘言
契約 園㈱ による

掲導、工事記

録写真
の提出 　・

「　「

　「

の実績 哀塩度1

0℃低下

に対する関
心を窟め、

豊かな感性
を培う．

理科 とのかかわ
りを通して、

自然を穴切
にしようとす

る．

向上、

情緒の
安定、

砂埃対
策等

目土ぺ 芝生官
柵種、 戒指導
穏植・ は1圃1
付、 日を単
シヤツタ 位 　　P
リング、

ロータリ

モア点

検

2 屋上緑化 　罪り、

孚抜き
除草、

舅定、

施肥、

　メ瞳』・

年抜き
除草は
年2回
以上、

　　、
護者、地

域住民等

　　から
の指導・

助賞

　理媒
契約

349r巳8e 　大
造園

監　員
による
指導、工事記

録写真

なし　　，
開 一 一 一 一 　　で

の実継
　内温
（最上階）3℃娃下

　　　「

一 　一P
一 一 一 岬 輿 欄 　゜な琢

に封する関
心を窩め、

豊かな感性
を培う．

生活　・

理鴇
　近な環填
とのかかわ
りを通して、

自然を犬切
にしようとす

る。

一 一 一

芝目 施肥・芝 の提出

土、巡 目土・巡

回・点検 回・点検

　　　，
は年1

回以上

3 面　ヒ 一 一 7 曽

　卜

一 團

　　，

　・

一 囎 一 一 一 一 一 顧

　，

　　で
の実績

　内温度

1℃低下
一 一 一 一 噂 一 一 夏季日

射の遮
　厳

　近な環
に対する関

鑛魏硅

　活麟・

理科
　近な
とのかかわ
りを運して、

自然を大切

一 一 一

を培う。 にしようとす

る．

6 ナイトバージ 一 一 一 一 マ 一 一 一 一 漏 一 刷 一 一
区　　，

の除去、校
一 一 一 扁 一 一 一 一 　口　の温

度低下
一 一 一 一 一

舎内温度を
9

下げる

11 エアロン ” 一 　一 一

　，

需 一 一 一 一 一 一 縣 一

　，

一 鴨 晶

　’

一 一 岬 一 一 輯 一 庸 一 一 一

　．

　印 　”

’　　．

幽

計 4，565，440 0 0 　0心 0 0．0 o 0 0



平成22年度行敵監査　闘査表A

oo

NO
34 和田小

当初殴優・イニシャルコスト関係

司燦校 設置に伴う補助金等 計固していた効果

壌 2 3 4 6 6 7 8 9 10 11 12 13 14 竃5 ，16 η 18 19
項 エコスクールのメ 設置 （　の 工調スクー ・手｛ 国（円｝ 国 （円） 温 CO2唖 左のCO 用鷺 の使 の工 の 左の劇 （　設置・イニ
目 設置 ニューの概要（工事 ｛改築 支払金額｝ ルにかか 約の支払先） 拠・概誓 拠・概饗 減量（㎏ 2削減に 気削識 用電気 ネル 劇識 減によ シャルコスト関係）

メ （工事 等の内寝｝ 工事 1円） る経費の 一〇〇2！ よる効 量（単位 肖猟に ギー削 量 る効果

二 完7） 等）の 改漿全縫 年｝ 果金顧 00） よる効 減対象 金顛

ユ 年月 契約の 賀に対す （円》 果金額 （単位O く円）

1 o 方法 る割含 5 （円） o》
（％》

f 18 360 理 13，100，295 ㈱ 一 一 一 一 夏景地 藺 一 椰 朧 一 一 一 一

度

「　　　．

契約

●

P

温度の低
下

　　　　「　　　’

　「

二

　，

2 屋緑化 20 555 理課 27，142，500 日　工 9、06elOOO ・ 心な 一 一 夏季 一 一 闘 幡 一 一 働 鼎

度 契約 づくり交付盆交付 温度（最上

要綱、屋外環境 階）の低下

（学習施設）工事費

謄．

の3分の1

3 壁面　化 18 397．8（ネット式） 理課 7ρ70．205 （｝　工 脚 需 一 一 夏季 胃 閣 一 一 一 一 口 輌

度 契約 店、箱植 温度の低
木㈱ 下

　　　，

　　　，

，■

■　　　■

4 ビオトーブ 17 491 主 1、533β78 地　、学　、 馴 圓 一 需 一 一 一 開 層 曽 一 一 一

度． （資材提供） 契約

　・

保霞者
　　　　　　・

「

．8 ナイトパージ 20
一 理 6，321，840 玉・工 隔 一

1、一．／　　一
営 内温 剛 儲 一 口 一 悶 一 辮

度 契約 度を下げる

．■ 一 助　手段として設11 エアコン 21年 通 経理課 44，100，000 井　ハウジ 灌6，551ρ00 ・心3 卿 ” 一 一 一 層 隔 閑 一

度 契約 ング づくり交付金交付 置

蔓綱、屋外環境
（学習施設）工事費

の3分の1

計 ・99．2681818 25，617，000 o 0 0 o 0 0



平成22年度行政監査　調査表A

o
回

NO
34 和田小

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度》
エコスクールによる実嫌の効果 教宵環塊上の効果・その他

契約以外の規合（21 契約がある場合（21年度） 受けた鋪助金等（21年度） （計園していた効果と同じ単位で記入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
項昌 21

メンテナ

ンス作

業の概
要

2等

メンテナ

ンス作

巣の園
数等

作業主．
1区職員、地域ポラ

ンテイア
等）

　　の
参照する
もの（マ

ニユアル
等）

契約
法

年度合
支払金額
（円）（2件

以上は合
計｝

契・

手

　　．

　．

　　彊
行確認
方法（概
略）

殴置　メンテ
ナンス方法

の変更が
あった矯合．

変更の概
要、時期、理
由

国（円） 函助金等

根拠・概

要

（円）

助金等
根拠・概

要

備　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係｝

効果の
把握方
法（概
硝）

退 CO2瑳
減量

左のCO
2削減に
よる効

果金韻
（円｝，

　用
気削滅
量

　の

果金畝
（円｝

　　　　の工
用電気ネル削械にギー劇よる効減対魚

左の
廃戯
量

　の岨
減によ
る効果金顧（円》　　，

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際
の効果
開係）

　　環上
の効果

　用
る授業
科目

児　生徒へ
の教育上の
効果仮応》

父兄等
の様子

問題 　　（
育環境上の効

果・その

他関係）

1 庭緑化
　　も
期込、

滋水、

施肥、エ

アレー
シ目ン、

目土、

　点
は年2

臥巡
回管理
指導は
月1回，

芝生育

　　、
護者、地

域住民等

業　から
の指導・

助言

　．

　　　■

経理
契約

1．4211346 　大
造園

監
による
指導、工事諮

録写真
の提出

なし
　 句 一 一 一 　　で

の実緩
夏季の
表温度1

0℃低下

　　●

一 補 一 一 鞠 一 一 鱒 　近な環
に対する関
心を高め、豊かな感性

を培う。　．

生活科・

理科
　返な環境
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る。

一 幽 　カの
向上、

情績の
安定．

砂埃対
策等

接種、 成指導
租植 は1回1
付、 日を単
シヤツタ 位
リング、

日一タリ

モァ点

検

2 屋　緑イ 　りり、

手抜き
除草、

勢嵐
施肥、

芝目

　刈し・

手抜き

除草は
年2回一
以上、

施肥・芝

　　、
護者、地

域住民等

　　から
の指導・

助言

経理課
契約

　433，439 　　場
造園

監
による
指導、工事記

録写真
の提出

ぽし 一

　．

鱒 一 一 一 　　で
の実績

　　温
く最上脚3℃低下

一 一

　　■

幽

　卜

一 一 葡 鱒 属 　近な環
に対する関心を高め、

豊かな感性
を培う。

　活科・
理科，

　近な環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る。

　一 一 一

土、巡 貝土・巡
回・恵検 回・点検

は年1
園以上

3 　面緑化
検、舅

定、施

肥」肖

甑除
草港

検・基盤

点検は
毎月1

臥勢
定は年

階 脚 　理
契約

1ρ60，440 種屋造
園興巣
㈱

　　員
による
指導、工事記

録写真の提出

なし

　，

鱒 一 一 一 襯 　　で
の実績

　　温
1℃低下

一 一 一 鱒 一 一 噂 胃 身近な環
に対する関
心を窩め、
豊かな感性を培う．

　活季・

理科
　近な環
とのかかわりを通して、自然を大切

にしようとす
る．

一 扁 閑

盤点 2圓、施

楓灌 肥は2ケ
水設備 月に1
点検 回以上

4 ピオトープ 一 一 一 西 ” 一 一 一 ←　　　鯛 “ 一 願 一 桝 一 昌 一 一 一 一 ♂ 一 一 近3環 活　・ 返な環 陶 ” ¶

に対する関 理科等 とのかかわ
心を高め、 りを遜して、

豊かな感性 自然を大切
を培う． にしようとす

る．

6 ナイトパージ 一 一 一 一 一 一 帽 一 一 一 一 一 一 鵜 感 一 一 一 一 燭 一 閏 一 内の温 一 一 剛 一 一
の除去．校 度低下
舎内温度を

， 下げる

11 エアコン 鴨 一 一

　，

曽 一 ” 需 一 一

じ　　．

　一 一 需 一 一 一 一 一 一 一 胴 儒 一 一 需 騨 卿 一 輔 旙 ，需

計 2．田51225 0 0 0．0 o 0．0 0 0 0
1
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平成22年度行政監査　調査表A

NO
35 方南小

　　　　　　　　　　　．

当初殴概・イニシャルコスト幽係

改策校 設置に伴う補幼金等 計画していた効果

1　　　　　　2 3 4 5　　　　　6 7 8 9 ，0 11 12 73　　14 で5 76 17 18 で9
（円》　　　項

　　　目
二ρ

遇殴置（工事完了）年月

エコスールのメ
ニユーの概妄（工事等の肉審）

経　（工
の税込み殴計金帳×円）

エコスクー

ルにかか
る縫費の
改築全経
養に対す
る割合
（96）

　　相　（

約の支払知
国（円）

　，

国　助金
拠・概要

　　　　，

拠・概要
温 CO2

鎮量（㎏一CO2！

年》

　のCO
2肖轍による効

果金額
（円）

　用
気肖戯
童（kw
h》

左の

用糧気
削渡に
よる効

果金敵
（円）

　のエ
ネル

ギー削
誠対鼠
《単位O

O）

左の
闇減
澱

　の唖
減によ
る効果血韻．

（円）

　　（　設　・イニ・
シャルコスト関係）

屋　　化 20　3
戸

　　　屋上日
（東．西）に註等を敷

設

区長
約（経

理課契
約》

　　●

29，750，000 霊，2 　石・塚・
興但譲設共．

同企桑体

　一

．

一　　　夏　　内
　　　　温度（戴よ
　　　　階）の低下

　　　　　．

一 剛 一 一 ＿ 一 閏 　　　　一

3 面緑化 20　3
月

　舎酉　及　　　に
苔系植物設置

11，680．00

　，

0．5

　　，

14β04，315

一 一 夏季
温度の低
下

一 一 漏 一 鞘 網 一 一

4 ビオトープ 20
12月

　　　西側に　を設
餓し、周囲に樹木帯を殴けた

2，980，000 0．1 石　設
一 隅 輯 一 一 鳳 鞠 　一

，

一 鴫 鰯

δ ・バルコ

ニー
20　3
月

　舎　　の　　ロ
に設置し、日醒遮蔽
を図る．

一 　一

の

白石・塚・
興信建設共
同企業体　　　　｝

　　　「

　　　　　　唱

　　　　　　　●O環境を考慮した学校施股（工自ス

ら算出した金鎖※負担金には明示が

　　無い）

　　，

一 一 日射遮蔽
による夏季
室内温度の低下

一 一 一 一 一 一 一 一

6 ナイトパージ 20　3
月

　具のスリットや　勧
翻閉窓を利用した自
然換気の促進

9，030，OOO 0．4

加算率｛2，5％）か

閏 一

校舎内温
度の低下

一 一 一 一 一 一 一 一

7 腸　　　「 20　3
月

爾　　　　の屋　に
太饅％発燈バネルを
設置幌罐量約9．4
kw》

28，833，OOO t2 　信・大

設共同企乗
体

「 一 一 3β44 一

　，

9，903 幻0，848
一 一 ’　　　　葡

一

羽 エアコン 20　3 普通　　・別　　・
管理踏室に設置

区長契
約（経理謀契

約》

122，470，000 5．て ヤコー・ミナト

矢碕嬢設共
同企業体

一 一 一 馴 一 一 一 一 繍 一 　一

12 　その
（エコ表承モ昌ター）

　・

20　3
月

昇口に毛ニターを
殴置」発躍量等を
表示し、データをPC
に養積する。

隅　発電に
含む 一

　　・大光

設拠同企粟
体

闇 開

　　「

一 一 一． 哺 一 　 廓

　髄

一 環

13 その
（雨水再利

　用）

19　3
月

　　屋上に　った雨
永を地下ビットに集め
トイレ洗浄水等に利用する．

一 一
石川・古1
設共同企業
体

一 一 一 一 一

　：

一 一 鞠 一 一

雨水利用（トイレ洗

浄、檀栽への利用）

゜ 計 204，793，000 8．6 14β04，315 0 31644 9，903 質0，848 0　　　　0

じ



平成22年度行敵監査　鵬査表A

■

oQ9

NO 「

35 方南小

維持管理・ランニングコスト闘係（主として2等年度》 エコスクールによる実際の効果 教育珊境上の効果・その他

契豹以外の場合（21 契約がある場合（2偉度） 畳けた補助金等（21年度） （計獲していた効果と同じ単位で記入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 4嘩 42 43 44 45 46 47 48 49

項目 21
メンテナ

ンス作

業の概
要

21
メンテナ

ンス作

梁の回
数等

（区職員、

地域ポラ

ンテイア
等）

作集の際
参照する
もの（マ

ニュアル
等》

契法 　度合計
支払金額
（円×2件

以上は食
計）

契約
手

検査・履

行確認
方法（概
賭｝

股置　メンテ
ナンス方法の喪更が

あった場台、

変更の概
要、時期．理

国（Fi｝ 国助金等

根拠・概

要

（円）

助金等
根拠・概

蔓

備　（

持管理・

ランニン
グコスト

関捺）

　　の
把握方
法（概
略》

温 CO2理
減量

　のCO
2糊絨に
よる効

果金顧
（円）

　用擢
気劇滅
量

左の
使用
鷺気
糊減に
よる効

果金

　のエ
ネル
ギー削
滅対象

左の
削滅
畳

　の1
減によ

る効果

金顧
（円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際

の効果
関係｝

　　瑠　上
の効果

　用す
る授粟
科目

児　　　へ
の教育よの
効果〔反応）

父兄
の様子

問題 　　（
育環境上の効

果・その

他関係》

由 頗

2 屋緑化 刈り、

手抜き
除草、

舅定、

施肥、

　刈り。

手抜き

除草は

年2回
以上、

　　、
護者、地

域住民等

　　から
の指導・

助言

理課
契約

59δ，818 ㈱大場
造園

驚　員
による
指導．工事記

録写真

なし 一 ” 縛 一 一 　　で
の実練

　　温
（最上階）3°C低下

輔 胃 一 一 一 一 鴫 一 　近な環
に短する劇
鎌磁を培う．

生活科・

理科
身近な環
とのかかわ
りを遍して、

自然を大切
にしようとす

” 一 一

芝目 施肥・芝 の提出
る．

土、巡 目土。巡

痢・点検 回・点検
1ま年1

園以上
・

’3 面緑化 一 一 一 　一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　　で
の実纏

　内温
1℃低下

一 「 一 一 一 一 一 一 　近な窺
に対する関
心を高め、

生活科・

理科
　近写瑚
とのかかわ
りを通して、

一 一 一

豊かな感性 自然を大切
を培う。 にしようとす

る．
㌧

4 ビオトープ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 噌 一 一 一 糊 　近な環
に対する関

　活季・

理科等
身近な規
に対する関

一 一 一

」

心を寓め、

豊かな感性 鑛齪
を培う。 を培う。

5 ・パルコ
一 一 一 一 一 一 一・ 一 一 一 一 一 一 一

感 日射遮厳 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

二一 による夏季
室内温度
の低下

6 ナイトパージ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　　　ひの除去、校
　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

舎内温度を
下げる

7
噸 一 鞠 嗣 一 一 一 一 一 一 一 犀 一 一 一 一 一 　一 一 一 一 閂 一 一 ｝ 鞘 一 一 一 一

、

曾

11 エアコン 口 一 一 一 一 開 嗣 一 『 一 一 一 一 隔 一 一 一 一 一 一 一　， 一 一 一 一 一 一 肖 一 一

12 その 一 一 一 　，一 一 一 一 脚● 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 噸 困 一 一 一 『 一 一
瑠　育

（エロ衷示モ

ノ ニター）

9

紛 その 一 一 一 鞘 一 一 一 一 一 一 一 一 凶 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 函 一 一 一 一 一

（雨水再利
用》 ・

計 595，616 0 0 0．0 o 0．0 0 0 0



平成22年度行政監査　調査表A

NO 校名 　　　　・
．　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　。　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

36 永福小

当初殻匿・イニシヤルコスト関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼
曾

▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 改築校 設1置に伴う繍助金等　　　， 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・計颪していた効果　　　　　　　　　　　　　　・

1　　　　　2 3 4． ’　5 6 7 8 9 ．　10 11 12 13　　14 15 16 η・ 18 可9

　　　項
　　　目

二　・
r　　　　．　，

設置
く工事

完7｝

年月

エコスクールのメ
ニユーの概要（工事

等の内審）

　　，
　　　　　　，　．

殴置 　　（約の
支払金鋤
く円》

エコスクー

ルにかか
る経嚢の
改築全経
費に対す
る割含
（％｝

　　　手（契
約の支払先》

国く円》 国　助金
根拠・概要

　　　　　‘

（円）

，「

　　助金
拠・概憂

　，　　　　　　　●

　　　　●

温　　．

　　　・

CO2
濃量（㎏べ》02！

年》

　のCO
2劇減に
よる効

果金額
（円）

　用
気劇渡
量｛単位

OO）

　の
用鷺気
肖蝋に
よる効

果金頗
（円》　．

　のエ
ネル
ギー削

煽対象
（単位0

0）

左の
削瀧量　　，

左の4
減によ

る効果

金顧
｛円）

　　（　設置・イニ
シャルコスト関係）

　　　－，

　　．

　　　　　　　　，
膳2・屋　緑化 18

度
　　　　，250

・　　　　　　・

　　　　　　　，

　理課
契約

　　，

　　9、628，500

，　　　「

（　沼工
店　「，，

　一 　一 　一

　　　●

乙　　　　　　　゜

r・　，， 夏湿度の低 一

　9

　噌

　　「

　一 旧

　甲

一

■　，

　　　　二　．

・　　　　．

4 ピオトープ

　，

16

度
　理
契約

21310，000

　←

　9

㈱

　　　　o

　　　，

冒

　　e　　．

一 一 P 一 麓 一 噂 一 一 即

　，

需

　，

一

剛6 ナイトパーζ 20
一

　　　，

　理
契約

　6、537．090

　　　．

湯川工　店，　　　　「
一 　　一 讐 “

　　，

　．

　　　温
度を下げる

　　，

一 一 繭 閏
」

　，

P

閏 　一

　　，

計 18，475，590 0 0 o 0 o

d議・

1

1
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平成22年度行政蜜査　調査表A

o’

朝

NO 校名 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←「●
　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

36 永掴小 　　　　　　　　　　　　　　　　　．
維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） ’”　　　　　　　　　　ヱコスクールによる実際の効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「教育窺境上の効果・その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　「契約以外の場合倒 契約がある場合（21年度）

の　」

　・

受けた輔助金等（21年度） （計圃していた効果と同じ単位で認入）

20 21 22 23　　　24 25 26　　27　　　　28 29 30 31 32 33　　　34 35 36 37 38　　39 40 41 42　　43 44　　　45 46 47 48 49

国（円） （円） （　　の 温　　．
（エ 問題

使用電
気削滅
量

　の
削減

澱

児　　　へ
の教育上の
効果仮応｝

父兄等
の様子

　，

　　　項 21
メンテナ

ンス作

集の概
翼

a竃

メンテナ

ンス作、

桑の回
数等

（区凍員、

地域ボラ
ンティア
等｝

　　の賑
参照する
もの（マ

ニユアル
等1

契法、 　　合曹

支払金顧
（円）（2件

以上は合・
計）

契・

手
　　■
行確認
方法（概
略》

毅　メンテ
ナンス方法
の震更が
あった場合、

変更の概
要、時期、理
由

国助金等

根拠・撫

憂

助金等
根拠・概

要

持管理・

ランニン
グコスト

関係》

　　・

担握方
法（概

略》

CO21
滅量　，

　のCO
2削減に
よる効

果金朗
（円》

　，

　の
用電気
削減に
よる効

果金額
く円）

　　，

　のエ
ネル
ギー溺

減対象

左の1
減によ
る効果

金頬
（円）　　　，

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係》

　　嫌　　　　す
の効果　　る授粟

　　　．　獺

　　　「

　　（

宥規境
上の効
果・その

他関係）

昌屋　　化

　　，

　　　「

　　　　勘

　刈り、

手抜き
除草、

勢定、

施肥、

芝目
土、巡
回・点横

　　　・

　期サ・

手抜き

除草は
年2回
以上，

旛肥・芝

目土・巡

回・点検

は年1

画以上

学　、

賎者、地

域佐民等

　　から
の指導・
助宵　　亀

経理課
契約

224r437

造園
監　員
による
指導、「

ヱ事記
録写真層

の提嵐

，「

写し

　」

噂 　層 一 一 鮪 　　で
の輿績

　　，

　　温
（最上階〕

3℃低下

　一 　幽

　　，

，・

晒 一 騨 髄 飼 一 身近な環　生活科・
に対する関 理輿

　　　，

　「

　　●

脅近な環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす

る．

　　　．

　，

層 樽

・　卜

網

　，

ビオトープ

　　　，

一　　　， 一 　一 噂

　噛

一 旙 一 藺

　亀

　，

一

μ　「

一 　一

｝　　，

一

　，

　　卜

一 圏 一 一 閂 一 彌 一 一

一

脚

．一

脚

一

　近な繍
に対する関
心を寓め、

豊かな感性
を培う．

　活科・

理穆等

　　　，

　近な窺
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす

る。

　，

　　一

鱒

一

一 髄

δ ナイトパージ

　．．

一 一

，　「

一　， 網 一 噸

　・

一 一

　・

一 一 　一 ｝ 一 一 　　　9の除去、校

舎内温度を
　下げる

一 働 　一

　　，

一 一
舎　の温
度儀下

　　，

一 一 一

　・

計
224r437 o 0ρ G o． o o



平成22年度行政監蚕　調交表A

oo

◎

37 済葵小
当初設置・イニシヤルコスト関係　　　　　．

ら

改築校 設置に伴う補助金等 計画していた効果

で 2 3 4 5 6 7 8 9 10 羽 12 13 14 15 16 17 18 19

項 エコスクールのメ 設匿 鷺（　の エ調スクー （契 国（円） 国　　金　　　・ （円｝ 温 CO£ のCO 用鷺 左の の工 左の の［ （　設置・イニ
目 設醒 ニユーの概憂（工事 （敢築 支払金蜘 ルにかが 的の支払先） 概憂　　　　　． 拠・擬夏 槻童（㎏ 2肖犠に 気舜獺 用鴛気 ネル 削減 潮によ シャル罰スト鰻係）

メ く工事 等の内春｝ 工事 く円｝ る経費の 一CO2！ よる効 量（単位 肖獄に ギー削 量 る効栗

二 完7） 等）め 改築全経 年） 果金嬢 00》 よる効 減対象 金額

ユ 年月 契約の 猿に対す く円》 朶金麟 （単位o （円》

i 方法 る割合 （円） o）
（％》

， 緑化 19年 1β800 理 45，a53，500 昭和’ 一 噌 40，63オ，409 公 夏季 一 曽 需 一 幡 曽 一 の

度 契約 工務店 校運動規芝生 爆度の低
化富業補助金 下
交付要繕、校庭

薫生化事象嚢

の10096

2 屋　緑呂 20年 420 理 書7．332．750 設 5，994，000 。心匡　　く ” 一 夏　　内 ■ 陶 胃 一 一 騨 一 一

度 契約 り交付血交付要綱、 温度く最上

屋上緑化工事費の3 階）の低下

分の1

1

3 面緑ヒ 19 183（ネツト　） 経理牒 2β62，500 （）　工 一 一 一 嘗 夏季　内 一 一 噌 一 朧 膚 一 一

度 契約 店 濫度の低
ハ 下

1

r　’「

、

‘

P

6 ナイトバージ 20
一 経理謀 5，400，150 琿 軸 一 ■　　冒 一 混 早 嗣 一 一 一 一 鰯 一

度 契約 度を下げる

一誓 エアコン 21年 贅通 経理課
9

38，850，000 三和業 13，401，000 ・心な　　つく 一 『 一 需 冒 一 胃 闇 一 助　手段として

度 契約 り交付金交付凄綱、 置

大規模改造倥賜｝エ
事賛の3分の1

計 109．848β00 1gβg5，000 40，631，409 o o o 0 0

、

，



平戒22年度行政監査　　 鯛査表A

o
“

NO
37 済美小

　　，

　　　　．

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度）

敵窟環境上の効果・その他’
契約以外の塙合（21 契約がある場合｛2畔度｝ 受けた補助金等（2峰度｝

エコスクールによる実瞭の効桑

（計園していた効果と同じ単位で記入》
20 21 22 23 24 25 26 27 28　　　　29 30 31 32 33 34 35 3e 37 38 39　　40 41 42　　43 44　　　45 46 47 48 49　　　項 21

メンテナ

ンス作
渠の概竪

21
メンテナ
ンス作

業の回
数等

作
（区蹴員、

地域ボラ

ンティア
等）

作　の際
参顯する
もの（マニユアル

等）

契法 　　合
支払金顛
（円）（2件以上は含

計）

　・相
与

　　・履

行確認
方法（概
略）

設置　メンテ
ナンス方法
の変更が
あった場合、

蛮更の挺

国個｝ 国助金等

楓拠・概憂

（円）

助金等
根拠・概

蚕

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　果の
把擾方
法（概
略》

温 CO21
減量

　のGO
2削塘に
よる効

果金噸
（円）

　用電
気肖轍
畳

　の
用獲気
肖蝋に
よる効

県金額
く円）

　のエ
ネル
ギー削
誠対象

　の
削減
量

　の唖
滅によ
る効果
金額
（剛

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係）

　　環　　使用すの効果　　る授薬

　　　　　科目　　　　　　　，

児童　　へ
の教育上の
効果（反応｝

父兄
の様子

問題 　　（

育環境
上の効
果・その
他関係》

1 化
　　、刈込、

灌水、

施肥、エ

アレー
ション、

昌土、

播種、

種植
信、

シヤツタ
リング、ロータリ

毛ア点
検

　点
は年2
回、巡

回管理
指導は
月1回、

芝生育
戒指導
は1回1
日を単

位

　　、
護者、地

域住民等

　　から
の指導・

助言

　理
長契約

3，568，753

造園
鮪督蝋
による
指導、工事記

録写真
の提出

なし 補 一 841ρ00 東都公立学

校運勧
場進生
化事業
捕助金
交付要
綱、校

庭芝生

鳳 　　で
の実績

夏季の
表温度1
0℃｛匡下

　鱒

曽

　　，

　一

　　，

輔 一 一 噂

　卜

一 一

L

　近な環
に対する関
心を窩め、

豊かな感性
を培う。

　活手：・

理科
　近蒙環
とのかかわりを通して、

一 胃 　カの
向上、

梢緒の
安定、砂埃対

策等

2 上緑化 　刈り、

手抜き
除草、

舅定、

施肥、

芝目

出、巡

画・点検

芝刈り・
手抜き除草は

年2図以上、施犯・芝

饅土・巡

回・点検

は年1
回以上’

学　、保
護者、地

域住民等

業　から
の指導・

助言

　理課
契約

249β38 　大場
造園

　　，

　督員
による
指導、工事記

録写真の捷出

なし 一 一 鯖 需 鵤

　，

　　で
の実績

　内温度
（最上階）3℃低下

贈

二

一 脚 一 μ 一 一 ．　　　一 　近な琉
に対する関
鑛魏性を培う。　　　　」

生活孝・

理科
　近琉
とのかかわ
りを通しで、自然を大切

にしようとす
る．

圏 一 一

3 面緑化
検、勢

定、施

肥、消
毒、除

準、幽

盤点
検、漕

水設備
点検

　　点
検・基盤

点検は
錘月1

臥勢
定は年2風施

肥は2ケ
月に1
回以上

一 噌 経理課
契約

816，480

園翼巣
㈱

種屋造一員
　　　による
　　　指導、

　　　工事記
　　　録写真
　　　の提出

なし
一 曹 口 鱒 一 　　で

の実績
　内潟
可℃低下

　　　，

脚 一 剛 埠 曽 一 需 夏　貝
射の遮
　蔽

　近な理
に対する関
心を高め，豊かな感性

を培う。

生活科・

理科
身近な環
とのかかわりを通して、自然を大切

にしようとす
る．

一 一 　構
，

6 ナイトパーぐ
一 一 輯 一 一 一

一　　　圏

幽 儒 一 唱 一 一 一 感 懇　　、
b）除去、校

舎内温度を
　下げる

一 一 一 一

　L

一 マ 一 一 　舎内の潟
度低下

一 一 一 輔 輌

11 エアコン 一 師 哺 曽 一 一 一 一 一 句 一

　「

一 一 一 一 一 一 脚 幽

　，

　一 隅 一 一 顧 一 冒 一 一 一 一

計
4β34，871 o 84，劉000 0ρ o 0．0 o 0 0



平成22年度行欧監査　闘査表A

●

⇔
．◎o

村o 校名

38 八戒小

　　　　　　　　　　　，
●　　　　　　　　　　●
　　唱
　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　，「■，当初股置・イ芦シャルコスト関係　　　　　　　　　　　　　　・　　噂　　　　　’
　　　辱

改築校 設澱に伴う補助金等 計回していた効果　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

1　　　　　　2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13　　14 16 ¶6　　η 18 19
　　　項
　　　目
ニド

殴置
く工事

完了》

年月

エコスクールのメニユーの概要（工事等の内客）

　置 経　（　の
支払金頗》
｛円》

　　　　　．

エコスクー

ルにかか
る経費の
改集全経
養に対す
る割合
（％》

　　相手（契
約の支払先）

国（円） 国　　金
根拠・概蔓』，

　　　・

（円）

拠・概要
温 CO2唖

減置（㎏一〇〇2！

年）　　　・

左のCO
2削餓による効

果金額
（円｝

　用電
気削減
量（単位

OO｝

左の

用鷺気
削餓に
よる効

果金顛
（円｝

　の工　左の
ネル
ギー闇減対鼠・

（単位0
0》

潮減
量

　　，

左の削
減によ
る効果

金鎖
（剛

　　（当　段置・イニ

シャルコスト関係）

1 　　化

　　　．

　　　●

13

，度

　・

’

r「

　　1064

　，

，　　　，

　理
契約、

　■

　．9，509β50

　　　　　　，

　　　　，

・　「

勇和造

　　　　，

　　　「

　　　「

　脚

噂

　．

　一

　　　，

．　　　　　　　　　　　　　，

一 　　　閑
　　　　　・
・　，　　　・　　　　，

夏季
温度の低
　下　・

騨 卿

　・

＿， ．　　　　　鵯
1

　－

　　，

　　圏

　一 岬 　　嘗
　　　．

　　　　，

　　　　　，　　　，P

　　　・

　　脚
2 　　緑ヒ．■　　　P　　　　，

　　，

，　　　’

肇9

度
　　　　　420

　　　　　　　，

の圏

　理課
契約

　　．

15，日60，000

　　甲

　　　■

■　　，

Jl興 一 一
　　・

　，・

輌

，　　，

　　一 夏季　内
温度（最上

階｝の低下

，　　，

一 騨 一 働

　■

　曽

　，

” 贈 　　　　一

　　　　　　1

　　　．

・　　「

ビオト｝プ

　　　　・

言3

度
　　　　　f9．4 　理課

長契約

fβ05，1δ

　　，

璽　造

　　　，

　●

一

　　，

圏 　鱒 一 欄 一 一 需 駒 　　，　” 一 一 　　　　鱒
，．　　　　「

6 ヨi工 臼
ナイト．

バ㎞ジ

20
一

　　　　．

　　　，

　理課
長契約

5，608、旬o

　．，

　一

．，

一 一 　　　温
度を下げる

　、

丁 噛 一 陶 一 一 一

　マ

　　　一・．

計 32β8て，160 0 0 o 0 0

8

P



平成22年度行政監査　翻査表A

oo

NO 校名 ．　，

38 八成小

維持管理。ランニングコスト関係（主として21年度）
工自スクールによる実際の効果 教育環境上の効果・その他

契約以外の場食（21 契約がある場合（2樺度） 　　　，
受けた梢助金箒（2昨度） （計画していた効架と周じ単位で記入｝

20 21 22 23 24・ 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35　’ 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49項
闘

21
メンテナ

ンス作
葵ゆ概要　　冒

21
メンテナ

ンス作

業の回
数笛

　禁
（匿職員、地域ポラ

ンテイア
等）

　　　，

　業の際
参照する
もの（マ

ニユアル
等｝

法
　　合計
支払血頗
（円）（2件

以上は合
計）

　、
手

　　．

　　・履

行確田
方法（概
麟｝．

殴置メンテ
ナンス方法
の交更が・
あった場合、

喪更の概
要、時期、理
由

国（円）

　　・
　．

国助金等

根拠概要

（円）

助盆等

根拠概
要　　’

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　祭の
把握方
法（概

略）

温

　　　・

CO21
減量　　　．

左のCO
2劇減に
よる効

果金頗
（円》

　用
気肖戯
量

　の
用電気
削減に
よる効

果金額
（円）

　のエ
ネル
ギー削
滅対象

　の
肖犠
量

　の
械によ
る効果
金麟
（円）

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係）

　　環
の効果

　用す
る授粟
科目

児　　　へ
の敏育よの
効果仮応｝

　　　　・

父兄
の様子

問 　　（

育環境
上の効
果・その

他関係）

1 緑化 から 経理課 1．834ρ94 緑 監 なし 一 閂｝　　　、

朗込、

堪水、

施肥、エ

アレ胴
シ目ン、

目土、

は年2

臥巡
回管理
指導は

月1臥
芝生育

　　、
護者、地

域住民等

の指導・

助言
契約

　　．

地㈱ による
指導、工事記

録写真の提出

一 一 一 　　で
の実績

夏季の地
表温度1
0℃低下

鵜 一

　，

　一 一 一 一 一 「　． 　近繍
に対する関
纈劔を培う。

　活・・
理科　　「

身近な珊　．

とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす

る．　　’

一 昌 ”

　・

擢種、 成指導
種檀 は1圓1 、

付．「 日を単
シヤツタ 位，

．，

リング、
9

　，

P一タり

モア点

検
■． 　，

9

昌2 屋上緑化

：

　刈り、手抜き・

猷草、舅定、

施肥、

芝昌
土、巡

　刈り・

芋抜き
除草は

年2回
以上、

施肥・楚

目土・巡

学　、

護者．地

域住民等

業　から
の指導・

助言　．

経理課
契約

366，187

　　・

造園
監督員
による
指導、工事紀

録写真
の提出

なし　　　■

　　　　●

鼎 一 一 一 　　で
の実績

　内温
（最上階）3℃低下　　　’

一 陶 　一 一 一 一 胃 扁 　近な週
に対する関
心を篤め、豊かな感性

を培う。

　活季・

理科

　，

　近な環
とのかかわ
りを通して．

自然を大切．

にしようとす
る。

胃 一 儒

回・点検 回ヲ点検

は年1 o

回以上

4 ビオトープ 一 需 一 鞠 幣 一 q 一 鱒 ，一 一
一　　‘

「 隔 一
暫

　一 嘗 一 ” 　
P

卿 一 一 身近な瑠境 活・・ 近環 一 一 一

“← に対する関 理科等 とのかかわ
心を高め、 りを通して、

，，
豊かな感性 自然を大切
を培う． にしようとす

る．

6 ナイトパージ

陶 一 禰

　．

哺 鞘 一 胃

　・

一 一 開 阿 一 一
　　謄

一

　P

感 区　髄
の除去、校舎内温度を

閏 一 一 一 一 『 一 騨 舎内の温
度低下

　
需　　　　■

一 一 一

下げる
畠．

計 2，200，281 G 0 0．0 0 0ρ 0 0 0

1

1



i
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・平成22年度行政監査　“査表A P

NO 校名

39 三谷小
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

当初設ほ・イニシャルコスト関係　　　　　　　　　　　　　　　”
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

改築校 設置に伴う鯖助金等 計壌していた効巣　　　　　　’

1　　・　　2「 3 4 5 6 7 　8 9 10 質 12　　　13 14 15 16 17・ 18
P

　19　　　　●

　　　環
　　　目
二丑　・

設量
（工事

完了｝

年月

工篇スクールのメ
ニューの裾要（工事等の内審）

　　・

設置． 　鷺（　の
支払金鋤（円》

エコスクー

ルにかか
る経喪の

改気全縫
費に対す
る割含・
c％）

契　　手（
釣の支払先）

　　　　．

国円）

　　・

螢根拠・樋要

　　　，

　　　．

‘円》　． 　　助
拠。概罫

温
械畳（㎏一GO2！

与｝

CO2　　　のCO
　　　2削減に
　　　よる効
　　　巣金額
　　　（円｝

　　　　　　「

　用鷹

鯖蝋
量（単位

oo｝

　・

　の
用憺気・

削鎮に
よる効

桑金薇
（円，

　のエ
ネル
ギー削

嫉対象
（単位o

o）

　の
剛滅
量

　の1
瀧によ
る効果金帳（円）

　　　　股匿・イニ
シヤルコスト図係｝

置　　化

　　「

　　　．

穐 3巳3

●

経遜
契約

　，

　　■

　　181847βoo，　　　・

　　　　，，

　　　　畠，

層，

㈱　　’園
土木

一 　口 一 　　一

　　　　・

譲枇階｝の低下 一 一

　，

一 ㌦．

　．

　” 一

，　，

” 　　　一　畠

4 ビオトープ 22

度
覧 　　課

契約』

923，414 一　雫 ”

　，

　　一 　冒
’　　，

輯 一 囑 一 需 「一 一 一 一 　卿

　，

6 ナイトバージ

　「

　唖

21

度
　　一　　　　　「 　現

契約
へ874β2δ ハタ　　工

桑
胃

　　，

一　　　　　　P

　　「

　一

1

一

　，

舎内
を下げる

一
　・

　，

一 「 一 一
「　　一

一
，　　　　一

計 2へ045β39
⑰ 0

一・7「■　，「一，

o 平成22年度行政盤査　四査寂A　’

NO　　按名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，「，
o　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・39罠谷小
維持管理・ランニングコスト関係｛主として21年度》 　　　　　　　．　。，　　　　　　　　　　　　　エコスクールによる突瞭の効桑　　　　　　　　　　　　　　　’ 教育環境よの効果・その他

，「 翼約以外の場合（21 契約がある場食（21年度｝ 畏けた補助金等倒年度） 　卜（計回していた効果と欝じ単位で認入）

20 21 22 23 24 25　　　　26　　　　27　　　　　28 29 30 31 32 33　　34 35　　　36 37 38 39　　40． 41 42 43 44 45 46 47 48 49
閲　　，

図（円， 温 　　罎
の効渠

父兄
の様干

　（

環境　　　項
　　　目

2響
メンテナンス作

繋の擬憂

21
メンテナ

ンス作

繋の回
数等

（区職員、地域ボラ

ンティア
等》

　　の
夢照する
もの（マニユアル

等）

法
　　合
支払愈麟
（円）（2件

以上は合
計》

契孚 　　・履
行確駆・’

方法（擬
略》

設量　メンテ

ナンス方法
の寅更が
あった場合、

喪更の概
憂、時期、理
由

国助金等

椴拠・糠
要　．

く円）

・　　　　●

助金等
根拠・概

憂

　　（　　の
持管現・把纏方
ランニン法く概

グコスト略）
関係）　　¶

CO2
械量

　　，

　のCO
2削鵬に
よる効

果金蝋
（円）

　印

気削械
量

用綴

驚
擶頗

　のエ
ネル
ギー廉f膿対象

　の
薩獺

量

　の
械によ
る効果

金額
1円）

　　に
コスクー

ルによ

る実際
の効果関係｝

　用
る掻桑
嶺目

児　　　へ
の教青上の
効烈反応｝

．

上の効
果・その

他関係｝

　”り、

孚抜き
除草．
勢定、施臥芝目土ボ巡回・点検

　鹿り・

手抜昏
除華は
年2回以上、捲認・芝

目土・遜

回。点検

は年1
回以上’

　　、
緩者、

填住民等

　「

　　から
の指導・

肋言

　理
契約

　　．

426．82

　●

造園
　　員
による
指導、

工畜記
録写寓
の提出．

3し

　　，

胴

P

曽

　，

　鰯　　　　． 蝉 一　　　　で
　　の集績　　　，

　　　　　，

　内温
（最上鋤3鴫低下

　榊

’

　　隔

一 　一 鞠 一

　，

一 胃 一 　近環
に対する関

　括　。

理桝

　　，

．　，

　’　環
とのかかわ
りを通して、・

自然を大切
にしようとす
る．

　，　　　　　　　｝

　　，　　　　　　●　　，

噌 一 構

ピオトー． 一 傍 一

　　脚

　曹 帥

　，

　，

， 一

　髄

■響 一 瞬

　二

一
，　■● 帥 一 卿 徊 一 禰 7 鱒 騨 一　　， “　　近区環　に　　　・珊

　　鞭縦　　感性を接う． 郷等
爵　環　との
かかわりを遙し’

て、自然を大切
にしようとする．

一

　・

卿 　員

　6 ナトパージ

　　　　　・

　　　．

．　　一 一

　？
　．

一
7　　　　隔

　　　，

　柵

　，

，　　　　　一 一 一 榊 欄

　9

一 階 ・一 ．一 感
　　　　「の除表、校

脅内温度を
下げる

一 開 ” 贈 一 禰

　，

一．
一 　　の温

度低下
一 鱒

，

一

　「

一
　　・

7

・叶 428，820 0
？

O．0 ・　　0 　o』 0 0

，「・



平成22年度行敵監査　闘査表A
鴨

NO 校名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■，　　　　　　　　　　　　　　　　　．40 松ノ木小

幾初設置・イニシャルコスト関係 1

改築校 設置に伴う補助金等 計園していた効果　　　　　　　　　　　　　，

1　　　　　　2 3 4 5’ 6 7 8 9 10 11 葉2 13 14 重5 16 η 18 19
　　　項
　　　賢
二r

般量
（工事

完了）

年月

エコスクールのメ
ニューの擬要｛工事
等の肉審｝

設置
（蔵築

工事
等）の

契約の
方法

　費（契　の

支払金鋤
（円｝

　．

エコスクー

ルにかか
る経畳の
改築全縫
畳に対す
る割合
《％》

契・手（契
約の皮払先》

霞｛円｝ 図　　　等
根拠・鞭嬰

（円｝ 　　　金
拠・概要

　　　　　●

　　　　　卜

温 CO21
減盤1㎏一CO2ノ

年）

　のOO
2削滅に
よる効

果盆頗
1円｝

　1

　用
気削滅
畳（単位

oo）

　の使
用鷺気
劇減に
よる効

県金麟
〔剛

　のエ
ネル

ギー閉
減対象
（単位o
o）　　，

左の
劇城
量

左の
瀧によ
る効果
金頻
（円）

　　（遇　設慨・イニ
シャルコスト関係｝

　　　　　　　，

薗　化 18 172．8（ネツト鋤 　理課
契約

21961，000 （汕　工務
店

一 　　騨 　　脚 一
夏季　内温度の低

下

扁

　，

句 胴

　「

一　　　　・

一

　．

”

　・

禰 一

　●

、4 ビオトープ 14
度　．，．

25．8 　理課
契約「

2，007，000

9

φ

種屋’園興
業㈱

桶 一 　一 一 一 鱒 一 一
　　，

備

　　．

一 一 一

　，

　」

一

，　　　．

計 ◆ 4，988，800 o 0 P 0 0 0 o 0

噛
同

平戒22年度行敏監査　調査表A　　・
’

NO 校名 ．ぐ

40 松ノ木小
o

、

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） エコスクールによる実際の効果 教育環境上の効果・その他

契約以外の場合（2て 契約がある場合（21年働 呉けた桔助金等（21年度） （計回していた効果と同じ単位で記入》 　．

20 21 22 23 24 25 　■26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 3フ 38 39 40 41 42 43 44 45 4B 47 48 ，49

A項 21 21年 業主 の際 、 亀 ・履 設置後メンテ 図（円） 国 《剛 （誰 果の 温 GO2咀 左のCO 用電 の のヱ の の望 （エ 環 用す 児　　　へ 父兄 閥題
（

貝 メンテナ

ンス作

巣の擬

要

メンテナ

ンス作
業の回
数等

《区職員、
地域ポランテイア

等）

参照する
もの（マ

ニュアル
等）

　　　「

法　， 　　口
支払金顧
（円》（2件以上は合

計）

手 行確認
方法（概
略）

ナンス方法
の変更が
あった場食、変更の概

要、時期、理
由

助金等
根拠・概

要

　レ

勘金等
根鎚・楓

要

持管理・

ランニン
グコスト

関係》

把擬方
法（概
鰭）

減量

　　，

2肖蝋に
よる効

果金噸
（円）

気削減
量

組電気
跨嫌に
よる効

果金額
（円》

ネル
ギー剛
滅対象

肖唖滅

量

潔によ，る効果

金傾・

（円｝．

コスクー

ルによ
る実際
の効果
関係）

の効果 め教育上の
効果（反応）

の嫌子 　　、

　　「

，　　　　　　．　・

育撮境上の効

果・その

他関係）

3 面緑化 点 点 陶 嘗 理課 729．2 屋造 員 なし 一 鴨
』 鱒 一 で 温 幽 一 一 一 一 騨 一 ．一 近な環 活科・ 近瑠 陶 閂 脚

検、勢 検・蓋盤 契約 園興集 による の奥績 1°c抵下 置　　　、 に対する麗 理科 とのかかわ

　　・

定、糖

細、消
点検は
毎月1

㈱， 指導、工事記 　　　．

欝劔
りを通して、

自然を大切
毒、除 薗、勢 録写真 を培う． にしようとす

草、苗 定は年 の提出 る．　　・

盤点 2風絃 「

検、濯も 肥は2ケ ，　　　　，

水設嬉 月に灌

点検・ 園以上

、

し脚

　　　　，

4 ピオトーブ 噂 一 一 嗣 輌 ■ 一 一 一 刷 『 一 喝 需 脚 一 禰 脚 朧 需 騨 一 ，7 身近な環 活科・ 近な媒境 一 鵬 一

に戴する関 理科等 とのかかわ
心を高め、 りを通して、

豊かな感性 自然を大切
を培う． にしようとす

る．　　　　レ

．　　　・
9

計 729，200 0 0 0ρ 0’　　0．0 0 0 0



平成22年度行政監査　　鯛査表A

褐
応Ω

NO 校名

41 和泉小
．層

当初設置・イニシヤルコスト関係 ，」

改築校 設置に伴う補助金等 計画していた効果
，「

て

　2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 18 ・14 15 16 17 18 ¶9

助 温 CO2明 左のCO 用竃 の の工 の 左の岨 ｛　設置・イ亭項 エコスクールのメ 量 経　（契　の エコスク 契　相手（ 国（円） 国　　金 （円）

二

目 設置
（工事

完了）

ニユーの概要（工事
等の内容♪

（改築工事・

等）の

支払金働
（円）　　　　　●

ルにかか
る経費の
改第全経

約の支払先） 根拠・概要 拠・概要 減量（㎏一CO2／

年）

2削減に
よる効

果金頗

気削漏
量（単位

oo）

用電気
削減に
よる効

ネル
ギ」肖穿

減対象

削減

量
減によ
る効果金顛

シャルコスト関係》

芦

L

年月

　．

契約の

方法

費に対する飼合・

　　「
1，

《円》 果金額
（円）

（単位o
o）

（円）

（％），
←　　1

o

1 庭緑ヒ て3

度
　2575 経理課

契約

33，馴5、200 ㈱　　造園 7」2δ1000 公　　校設
整備費国庫補

11，981，494 オータムξヤン
ポ宏くじに係る

夏季土

温度の低
響 一 一 一

　P

　需 口 胃 π　・
助要綱に基づ 累市町村交付 下
く学校施設建 金の交付に関
殴費補助金、 する規程に基づ

「■屋外教育環境 く宝くじ助成金

整鍵察業の3
分の1　　　　　■

　　　　　，冒

1

9

「

：

3 面緑化 19

度
ネツト　365澱 経理

契約・
3ρ37，500 木 一

P

　，

一 口 曽 夏季　内・

温度の低
下

一 一 一

，　　●

　，
　一 一 営 ’マ

　，

　　　一

　　圏

P

　　”
　・

．，

4 ビオトープ ‘3 f76β 理 1，6go． 種屋造園興 一 ・　　爾 一 一 鯛 一 一 一 一 鴨 胴 扁圏 一

零 契約

，　　　　　　　　　　　　　噺

業㈱

6 ナイトパーξ 20

震
一 理媒

契約

0，902，490 湯川工務店 一 一

　　．

一 輌

　，

　　　温 一 　繭 一

　「

一 一 一 一 一

計 46，145，190 71725，000 11，98霊，494 0 0 o 0 0

●



平成22年度行敏監査　鯛査表A 1

噛
◎9

NO 校名’

嗣 和泉小
P

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度》
エコスクールによる実隙の効果 教育環境上の効果・その他

契約以外の場合（21 契約がある場合《21年度） 受けた補助金等（21年度》 （計回していた効果と同じ単位で記入》

20 21 22 23 の　24 25 26 27・ 28 29 30 3可 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41　， 42 43 44 45 46 47 48 49項 21年メンテナ

ンス作

業の概
要

21
メンテナ

ンス作

業の回
数等

　　．

　　主
（区職員、

地域ボラ
ンティア
等）

　業の際
参照する
もの（マニユアル

等）・

　「

契法 　　合
支払金顧
（円X2件
以上は合
計）

契・

手
　　・履

行確認
方法（概
略｝

殴置　メンテ
ナンス方法

の寳更が
あった場合、

変更の概
要。時期、理
由

国（円） 国助金等

根拠概
要

　　●

（剛

助金等
根拠・概要

躍　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係）

　果の
把握方
法（概
籟）

湯

　　　．

CO2明
減量

　　・

左のCO
2肖戯による効

果金顧
（円）

　用鷺
気削滅
量

　の
用羅気
附減に
よる効

果血頬
（円）

　のエ
ネル
ギー酎
減対象

左の
酎滅
量・

　の
滅によ

る効果
金額
（円》

　　　P

　　｛エ

コスクー

ルによ
る実際

の効果
関係）

　育琉　上
の効果　　　，

　　　，

　用す
る授樂
科目

児　　　へ
の教育上の

効果仮応｝

父兄
の様子

問題．

，　　　　弓

　　（
育環嶢上の効

果・その
他関係》　’

1　　緑ヒ 1　　　、
メ癖込、

濯瓜
施肥、ヱ

アレー
ション、

目ま、

　1は年2

臥巡
回管理
指導は

月1臥
遊生育

　　、
護者、地

域住民簿

　　から
の指導・

助言

経理
契約

　　　，

4，978，532 　大
造園’

　　員
による
指導ギエ事記

録写真
の提出

なし q 曽 　一 一 一

．

　　で
の奨績

　　，

夏季の
表温度1

謄

　，

　旛

　の

・」

口 唱 一 騨 輔 鱒 　近な環
に舛する関
心を高め、
豊かな感性を培う。

　活科・

理科
　近な環
とのかかわ
りを通して、

自然を大切
にしようとす
る．

一 鱒 　　の
向上、

情緒の
安定、

砂埃対
策等．

掻楓 成指導
種檀 は1回1
付、 日を単
シヤツタ 位　，
リング、

ロータリ 9

モア点
検 ，

3 壁面緑化 コンテ 巣　から
ナ・ネッ

トの設

置、培

養土・腐

葉土・油

粕・膳料

検・基盤

点検は
毎月窄

臥舅
定は年2回、施

　　、
護者、地

域住民等

の指導・

助言

　　　・

経理
契約

947．24 　屋造
園興業
㈱

による
指導、工事記

録写真
の提出　　，

なし 曽 一 　騨 輔 一 　　で
の実績

　　温
1℃低下

幽

　「

網 辱 一 勾

　．

輔 一 鱒

　「

　近環
に対する関
婁灘性を培う．

　活稗
理科

　近な環
とのかかわ
りを通して、
自然を大切にしようとす

る。

脚 欄
環　育

等の充 肥は2ケ
填・交 月に1
換・補充 回以上 ■　　層，

　　，
㍗

・，

■

4 「どオトープ
唱 一 学 一 噛 剛 一 一 層 一 胴 　，一 　鱒 曽 鱒

　・
一 一 一 一 ” 一 一 鴨1 一 ’な環 活科・ 近な環 陶 回 一

に対する関 理科等 とのかかわ
心を高め、 りを通して、

豊かな感性 自然を大切
を培う。 にしようとす’

る。

6 ナイトパージ
悶 一 一 一 閏 隔 一 一 一 一 飼 噌 一 一

区

一 鳳　　　，の除宏、校

舎内温度を

一 一 一 一 一 一 　内の温
度｛匡下

｝ 一 一 一 一

下げる

計 5，925，772 0 0 OP o 0．0 0 0 0

監



平成22年度行政監謹　調査衰A

NO．校名 　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F「F．42高井戸東小

幽初設置・イニシャルコスト閏係　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

■ 改築被 股置に伴う補助血等 計回していた効果　・
て 2 3 4 5 ，6 7

8　　’
9 10 てて 72 13　　　14 て5 16 17 18

⑲
　　　項
　　　臼　．
蓋爵

営齪（工峯完了，年月

エコスクールのメ
勘一の概要（工事
等の内辱）

　　〔契・の

支払愈曲
（円）

エコスクr
ルにかか

る嚴の

磯曇に対ず
る割禽
【％）

　　　r（興
約の支払先）

　　　9

国（剛 国

根拠・挺翼

（円

　　7

　・　助

拠姫要
温 COZ

漁卿CC2！

年）

麿のCO　　電
2削滅に
よる効

果金凹
〔円）

気削減
畳（単位

oo）

　の
用竃気
肖臓に
よる効

果金証
（円）

　のエ
ネル
キ」削

滞（単位o

o）　’

左の

削減
貴

塞の巴
減によ
る効果
禽順．
（円〉

　　⊂　　　・イニ
シヤルコスト閻係）

2
一　　　ビ π度 359　　　　　　　愚理

　　　　　　　　　翼龍

　　　　　　　層

コ聰85脚000

　　F

　　冒 曽 騨　　　　　　内

　　　躍織上
　　　階）の低下

，・一 圃 一 　一F」　　．
需 ．一 鴨

　「

　　　一

　　7
　　，

　　　　，
δ ナイトパ鞘ジ 2て

度
扁 巌理課

契的
7β81509

　．■ ，

エイワ 一 一 脚 一
　　　幽度を下げる

F一

　圃

囎 一 一 鱒

　．

一

　，

　　一

鴨P計 可9β68，50D o
’O o 0 o 0 0

蝿．

恥 平戯2年度行政監査　鵠簸A

NO 擶
9

42 高井窪東小
9

維欝鯛・ラン篇ングコスト関係（主として21年度） 層　　7 エロスクールによる実賑の効果 FL 戯育環境上の効果・その他

契約以外の場禽〔2： 契約がある場含（21年度｝ 受けた補助壷等（21年度） （計画していた効果と固じ単位で記入）
9

20 2コ 22 船
24 25 26 2フ

28 29 30 3て 32 33 34 35 36 37 38 39
葡 4て・ 42 43

唱
45 46 47 48 49

項 2罪 21 主 の 咽 メンテ 臥円） 園， （円
（

果の 聖爵

CO2匹 のoo の の工 の の1 に 用 1　　　　　　へ 父兄 悶 r

目 メンテナ

ンス作
粟の抵

憂

メンテナ

ンス作

議の回

鱒

（区職員、

地堰ボラ
ンティア
等》

参照するもの（マニユアル

豹

法　　層 皮払由頓
（円）（2件

以上は合
計）

手

　F

行確紐
方法（概
略〉

ナンス方笈

の翼更が
あった場舎、

喪更の雄
嬰、時期、理

由

助金等
根拠・概

憂

助金等
根拠・概

翼

持管理・

ランニン

グコスト

閲係）

把楓方
法〔概
略）

　層

澗 蛸戯に
よる効

果金組
（円）

気肖戯
量

網電気
同II滅に

欄果虫顧
（円｝

ネル　　1

ギー削
減対象

修戯
量．

戴によ
る効果

蛇弧
（円）

　，

コスクー
ルによ
る奥瞭

の効果
関保）

の効果 る授粛’

桝目

　；

の戦育上の
動果（反応）

の樵子

鰍よの勤
果・その

他関係〉

2 刃り、 メIL・ から 36巳β75 大培 なし 網 ” 一 一 ｝ で 温 一 一 噂 一 一 闇 一 一
o

｝ 一 一亀

孚抜き

搬
護者、地 の指導・ 契約 遭園 による の実績 （最上階〉 に対する閲 理科等 とのかかわ

除草し 除草は 域住犀等 助言 揺奪、 3℃低下 心を高め． りを颯して、

虹定． 年ゑ回 工審記 垂かな感性 自然を大切
施肥、 以よし 猷写瓦

「

を塘う． にしようとす

芝目 施肥・芝 の提出
　層

る．

土、弧 目ま・巡
，．

園・点検 回・点検

1ま年1

回以よ 7

6 ナイトバージ 一 一 一 一 一 順 一 一 一 一 一 一 一 剛
区

口 一 一 一層 一 一 一 一 の瓢 一 一 需 一 一
の除去．校 度低下
愈内墨度を

下げる
　　　　．

計 368，975 」L
o D 0．O

0 o．o o o o



平成22年度行政監査　調斎表A

NO
紹久我山小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　．，　　　　　　　　　　…　　　　　謄・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F層

当初設置・イニシャルコスト閥係

改纂校 設置に伴う補幼盆等 計圃していた効果
1 2 3 4 5 6 7』 8 9 10 コ1 竃2 て3． て4 τ5 竃6 17 18

て9

　　　項
　　　目
圭，ユ1　－

肖雌（工審亮了）卑月

エコスクールのメ

為一の概要（ヱ事
等の肉容〉

　　　　　　　，

践償
（改策
騨等｝の

契約の
方法

騒質（契　の
支払金領）
（円）

エコスクー

ルにかか
る経鷺の
改築企経
梁に対す
る凱台
（％）

契約　乎〔契

約の支払殉

　1

　　　，

（円〉 國　　　等
根拠・擾興

　　　　　b

（円） 　　　血等根
拠・鞭

3厚

　　1

oo2哩
勤曹eo2／

年）　’

左のCO
2削漉に
よる効

果魚顧
（円）　．

　　電
気削減

量似位
oo）

窃の便
用電気
肖磁に
よる効

果金組
（F玉プ

他のエ
ネル
ギー削

轍（単位o

o）

左の

削減
量　「

左の1
減によ
る効果

魚岨
個）

備’（当　設磯・イニ

シヤルコスト閲係）

4ビオトーブ

　　　　　．

20年
度

　　　20
（資材提供）

主管課
契約

　　，

58Z648
曽 一 7 一 齢 一

　層

　騨
　　，

璽 一 鵯 P 一 層一 　　　　層　一

層　■

　　　　1

　1　　　．

計 582β4B
o 0 ’o D

’　　0
o 0

平成笈無度行政監査　鯛壷表A
」　．

噸
叙

NO
43久我山小．

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

継持管理・ランニングコスト関係（玄として21年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

契約以外の場合（21契釣がある場含（21卑度） 受けた櫨助血等御年度｝

コ凋スクールによる奥瞭の効果　　　　　　　　　　　　　　　　：

（計圃しでいた劾果と同じ単位で記入）

20 2て 22 23 24
25　　　26 27 28 29 30 3T 32

33’ 34 35 36
37　　　38　　39

40 47 42 43
僻 菊

46 47 48 49
書o 左のCO　用電　　の 間題　　　項

　　　目
27年
メンテナ

ンス伸

業の概
要　　・

21隼
メンテナ

ンス作
樂の回
数等

作
（区職員、

地域ポラ
ンテイア

等）　．

作　の際
勢照する
もの（マ

ニ晶アル

物

契約
法

年　合
支払曲韻
⊂円）（2件

以よは舎
計）

乎

　　，

検査・履

行概
方法（概
略）

設置後メンテ

ナンス方駿

の喪更が
あった場合、

変更の概
嬰、時期、理
由

国（円）

　　幽

国助血等

根拠・概

異

（円）

助金等
根拠・概

要

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

閥係）

　　【

　果の
把握方
法（概
略）

oo211

羅
　　層

2削減に
よる渤

果企碩
（円）

気肖嫌
量

用電気
削潔に
よる効

果傘顕
（円）

　のエ
ネル
ギー削
湿対象

　の

繊髭’

F幽

　の1
減によ
る効果
血頗．（円）

　　（工

識スクー

ルによ

る莫際
の効果
関係）　　．

　環　上
の効果

　用
る授菜
科目

　，

　　　へ
の教育上の
効果（反応）

　　　　1

父兄 　　（

宵環境
上の効
果・その
他関係）

4　どオトーブ

　　　　F

一 一 一 一

　層

一 用 曽 一 一 一

7

9

層 鞠 胴 幽 一

　　，

一 一 一 鴇 層 一 一 一 　¶な環
に対する閥
心を窩め、

査かな感憔
を培う。　．

　活　・
理瓢等F　，

身近な環
とのかかわ
りを速して、

自猶を穴切
にしようとす
る。

冊 一 髄

趾幽 o o o o．o o O．0 o o o



平勲年度行政盤査　調査表A

NO
44永摘南小

当初殺置・イニシャルコスト関係

改築校 設置に伴う補助金等 計国していた効果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10’ 11 璽2 13 14 15 16 17 18 ¶9

項 エコスクールのメ 設置 経　（契　の エコスクー 契　　手（契 鈎（周） 国　　金 鰍円） 助金 温度 CO2 左のCO 用竃 左の の工 左の 左の （幽　設　・イニ

目 設置 ニユーの栂要（工事 （改築 支払金額） ルにかか 約の支払先） 橿拠・概蚕 拠・概翼 減量（㎏ 2削減に 気削瀧 用鷺気 ネル 削減 誠によ シャルコスト函係》

メ （工事 等の内容） 工事 （円） る経費の 一CO2／ よる効 量（単位 削減に． ギー削 量 る効果

二 完了） 等）の 改築全縫 年）． 果金額 OO） よる効 絨対象 金韻辱

ユ 年月 契約の 賀に対す （円） 果金額 （単位O （円）

1 方法 る割含 （円） O）
（96）

1 緑化 20年 1β70 理課 48．3001000 「園 ■ 閑 48βOO，000 公　学 夏畢地表 需 一 一
　，
脚 曽 刷 鴨 曽

度 契約 校運勤規芝生 温度の低
9 化事采禎助金 下

交付要繕、校盛

緑地化事粟費

の100％
一

一

計 48β001000 0 48，300，000 0 o 0 o 0

o 平成22年度行政監査　調査表A

NO
44 泳福南小

維持管理・ランニングコスト関係く主として21隼度） エコスクールによる実際の効果 教育環境上の効果・その他

契約以外の場合（21 契約がある場合（21年度） 受けた補助金等（21年産》 《計画していた効桑と局じ単位で記入｝

20 21 22 2a 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
項 21年度 21年 作業の際 契釣 合 契約 査彊 設置後メンテ 国（円｝ 国 （円） 都 （

果の 温蟹 CO21 左のCO 使用電 の の工 左の 左のり （エ 環　上 用す 児　　　へ 父兄 問題
く

目 メンテナ メンテナ （区職員、 参照する 法 支払金齪 手 行確認 ナンス方法 助金等 助金等 持管理・． 把握方 減量 2浄嫌に 気糊減 用躍気 ネル 削減 減によ コスクー の効巣 る投粟 の教育上の の様子 宵環境
ンス作
粟の擬
蚕

ンス作．

薬の画
数等

地域ボラ
ンティア
等）

もの（マ

ニュアル
等）

鯉麗計｝ 方法（概
略》

の変更が
あった場合、

変更の概

根拠・概

蚕

根拠・療

琴
ランニン
グコスト

関係》

法（概

暖）

’

よる効

果金鎖
（円）

量 嗣瀧に
よる効

果金頗
（円》

ギー削
減対象

量 る効果
金頬
（円）

ルによ
る実際
の効果
関係）

科目 効果（反応） 上の効
果・その

他関係）

1 庭緑ヒ 点　、 点 ．保 薬者から 経理課 3．65概936 監　員 一 一 一 874，000 一 で 夏季の 一 一 一 一 一 一 一 一 身近な環 生活科・ 身近な環 一 一 の
刈込、 は年2 護者、地 の指導・ 契約 造園 による 公立挙 の実績 表温度1 に対する関 理科等 とのかかわ 向よ、

濃水、 臥逼 域住民等 助言 指導、 校運動 0℃低下 心を寅め、 りを通して、 情緒の

施凪工 回管理 工事記 珊芝生 豊かな感性 自然を大切
幽

安定、

アレー 担導は 録写真 化事粟 を培う。 にしようとす 砂埃対
ション、 月1臥 の提畠 補助金 る。 策等
目土、 芝生育 9 交付要
指種、 成指導 絹、校

橿橦 は1回1 庭芝生
付、 日を単 維持管
シヤツタ 位 理経費
リング、

1．
の5096

ロータリ ，σヤ、

｛ア点
検

，

計 31654．93 0 874ρ00 oρ 0 0．0 0 0



“
噛

NO

「「’、

当初設置・イニシヤルコスト関係

改集校 設翼に伴う蹟助血等 鮭團していた効果

灌　　　　　　　2 3 4　　　　　5 6 7 8 9 10 1 り2 3 望 15 肇⑤ 7　　霊8 准9

　　　項
　　　目
二言

坦設置く工事完ア）年月

エコスクールのメニューの
概畏（工事等の内審｝

殻置 　　（起工　の
税込み設計金

蜘個，

エコスクー

ルにかか
る細費の

改集全級
黄に対す
る割合
（96）

　　劉手く
の支払先｝

國（円） 国　　虫　　　・
擬葺

（円｝ 　　　盆等
拠・凝弼

温
槻量傭一GO2！

年）

CO2　　　のCO
　　　　2削蔵に
　　　　よる効

　　　　果血譲
　　　　｛円）

　席
気削繭
量（kw
h）

　の
用竃気
削罐による勤

果金顔
（円｝

　のエ
ネル
ギー鰹
減対象
ζ単位0
0｝

　の粥
減量

　σ》

減によ
る効県愈鎖｛円）

　　｛　設
置・イニシヤル

鐸スト関係）

1 校庭縁化

辱鮫庭中央邸分のトラヅク内側と敷地窟側に芝を敷

蝕

14，910。 o．5

興通社・大塚・

10，go3，792

東京都公立學校運動場た生化事

象植勧虫交付憂
蠣による建舳場艶生化の補助金、工

事費等の100％

夏攣地嶽
温度の低
下

　｝

一 一 一 一 一 一 一
照り返し、砂竣

　の低鵬

量上縁化 校舎棟盈上に芝を敷設 10，100， o．3

矢島醜設共固
企粟体

一 一

夏季　内
温度（最止

階）の低下 一 一 一 一 一 一 一 一

3 壁面緑化
校舎粛儲と体實舘西鋼壁
面に篤系積挑を設置

田，270， 0．8

F，　．　　　．　：．．　！

　「・・．・㌦’．．’

　　　・：；’

・一・

馴 一

夏季室内

一 ・一 一 一 一 鞘

　．

一 一

5 底・パルコ呂一
建物外周鰍二設置し、日
射遮厳を図る，

興建社・六塚・．

矢島建殴共同
企業体

一 一

日射遮厳
による夏季

室内温度
の低下

一
」

　｝ 一 一 一 一 一

6 ナイトバージ

餓異のスリットや自動開

閉窓を利用した自然換気
の促進

一

28餌o．

一

α9 一 一

　　内温
度の低下

一

　を

一 隅 一 一 一 一 一

7 太騙光

　，

校舎棟の塵上に太掻発鼻
搬パネルを殴艮幌匿量
寄1．558胤》

33，可70， て．o
敏野・米山速設

共同企菓体

㌶・，：ζ．．』

　　幽■57　‘　r
i、．：　　ド　　　　　　　」

一 一 一
4，729

一
11，127 胴3、939

一
　　　r

開 『 10kW発電

8 外断熱
校曹の壁薗に外断熱を操
用

δ8，360． ，　1．8 興建社・大塚・

矢島建設共同
食粟体　　　　，

魏諜讐
一 一 一

5043
一 一 一 一 一 一

室内への熱負
　菊の低減

9 内装木質化
教室の内材に木材を使

2193砺 o．毛

用
　馬

一 一 口 一 一 一 一 一 一 一

1
クールヒートト

レンチ

　　　，

、

地下ビットを利用したトレ
ンチを蝕け、校舎牝揃より取込んだ外気と地熱の温

度差を利用する。 理謀契
約γ

8，1eo、 o．3

　　、

興建社・大爆
央高建設共同
歪粟体

・・儲購纈
一

　　．

一

外気よりも

夏は涼しく

冬は暖か
い

146
一 一 一

，一

一 一 一

11 エアコン

普通敏室・椅圃教室・管理賭重に設匿

　，

区長契
約｛経

130，770．00 4．1
ヤコー・大羽建

設共同企渠体 開 　　　一 贈 勲 一 一 一 一 階 一
冷屡房

1
その他

（風の塔【換

　知）

外気よりも安定した地中熱を利用した夏珊煉しく冬

場履かい空気の供鯖と自
然換気の促進

16．64q 05
興建社・大塚。

矢島建殿共国
企粟体

一 一 一 一 一 一 一 一 一 隅
自然換気の健
透

13
その飽

（ソーラーコ

レククー）

ソーラーコレクターにょる

雰臨桝た蝋筋 9．80軌 o．3
ヤコー・大羽建

設共同企集体

コパイロツトモデル

一 一

P

一 一 一 一 一 一 一 一
疫観負苛の低
麟

14
　その他
（エコ我示モ・ニター｝

昇牌ロにモニターを設置し．発霞貴等を簸示し．

データをPCに蓄積する∴

太隅光発電に
　　倉む　，

一
牧野・米山薙設

聾同企象体 一 一 一 尉 一 一 一 一 一 一
窺填教育

重 　その娘
〔複層ガラス｝

窯薗をペアガラスとするこ
とで、熱横失を抑え虫購
付加を億厩させる。

2罵16佃， o．7

輿建杜・大塚・

矢島短設共同
企集体

・冒．

r噂　∫口．
　．．層層
　’幽．’‘∵　・，9　　4層、．　　，

　．：鞠’

■71

　　　．層i

　　」1，．

　　　　「
圃L

　　　　幽唱
　噛・　　　　，

　　．；「・、’

　　　PF」　，

脚「．．1

　　、Ψr

　　　‘．　11

　，．，

　　　r

　　　　脚

，丁　9．　　　・

髄」 ，　　「

一 一 一 一 一 一 一 一 一

：
断熱

16 モの他
（雨水利用｝

校宵厘上に博った編水を地下ピットに集めトイレ洗

浄水等に利用する。

弱．89｛し

一
夏購難職

，1　　．

一 ｝ 一
50

禰 一 一 一 一 一

顧水利用（トイ

レ琉浄、植毅へ
の利用》

17 その他
（照明競御）

初期照度頓正及び昼光
8r440‘ 02 箕脳羅設、・・

一 一 一
493

一 一 一 一 一 一
照明負荷の軽
滅

佃
その他（風力発電｝

雛灘羅鋤朋 1，670．00 0．0　　t　　・

製瞳杜・大塚・

矢島建設聾同
企乗体／牧野・

米山速設共同
企集体

一 一 一
34

一 一 一 一 一 一 一

計 37孔750．00 11．7 10，903，792 1670 1t127 凹3、9睾ヨ

’



1

i

1

1

“
GO

NO
’、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，

維持管理・ランニングコスト関係（主として21年度｝ 数青環境上の効果・その他　　　　▼

契　以外の場合｛刻　契約がある増合‘21年度｝ 畳けた植助金等く2麻度）

エコスクールによる実際の効嬰

｛計匿していた効果と同じ単位で記入，・
2 2 22 23　　　2　　　　25 £6 27 28 29 30 31 2 33 34 35 36 37 38 ag 40 4 2 3 44 45 46 8 49

粟主21 2て

メンラナ

ンス作

粟の回
致等

　「

作　の際
参照する
もの《マ

ニユアル
等）

契誌 　度
手　　マ

　査・履 殴置俵メンテ
ナンス方法

の変更が
あった場合、
変更の概憂．時期．周

由

国（円）

　　　，

国助重導

掘拠凝
蔓

（円）

　　肋企等
　　撮拠・概　　養

　　（雑

持管理・

ランニン
グコスト

関係｝

果の
把楓方
法く概略》

温度

　　■

CO2
餓量（半

角で記
載｝

踊蝋に
よる効

果金譲
（円》

のCO　吊鴛
　　　気離滅

　　　量、

　　　’　・

　Φ
雁竃気
削瀧に
よ惹効

果金顛
ζ円》

　のエ
ネル

ギー削
滅薄象

左の讐
械量

左の

減によ
る効果

禽頬
‘円）

　考（エ

コスクー

ルによ
着実際
の効果
闘係》　　．

　　環上の効県 　用
る授桑

萄目

児童
徒への
教青上
の効巣
仮応）

父兄
の様子

　　（
育琢境上の効果・その

他関係｝

1 校庭緑化

　　　　　，
　　　　　　　　　　　．
　　　，

1　・　　　，

　　　　，

　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
，　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏●　　　　　‘

　　　　　　　　「

3 監面緑化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
L

，　　　　　　　　　　，

　，

露・ノ伽昌一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　脚
　　　　　　　　　　　　　，

6 ナイトバージ

7 太矯光
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　，

　　　　　　　　　　　．
　，

8 外漸熱 舟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　，

2欝

9 内装木賛化 、

　　　，

1 クールヒートト

レンチ

　　　　　　　　　　　　1

，　　　　　　　　　　　　層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　，

11 エアコン

1
その他

《風の塔【換

　気】｝

　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

P

　　．

　　，

13
その他

（ソーヲーコ

レクター）

1
その他

（エと表示モニター｝

　　　　　　　卜
　　　　　　　　　　　●

1 　その他・
（被層ガラス）

　　　，

16 その他
《雨水剰用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 囑

　　　　　「

17 その他
（照明麟御｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

その他
（風力頚働 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唖

：計
　　　　，　　　　0．　　　0　　　0，

曹



平成22年度行政監査　瞬査表A

唖
o

NO
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　，，r　　　　　　　　　　　　．
51 高円寺中

改築校 設置に伴う掃助金等 計国していた効果

，1　　　　　　2 3 　　4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 15 16 17 睾8． 19

　　　項
　　　目
二r

当鵠奪了斉・ エコスクールのメニユーの概要（工事

等の内容）

　　　　　　　，

殴置 経　（契・の
支払金顧）
（円）

エコスクー

ルにかか
る経費の
改第全経
費に対す
る割合
（％）

　　　手（
約の支払先｝

　，

蟹（円） 国助金尊

根拠・概

要　・

（円）

拠・概翼

退

　，

CO2
絨盤（㎏一GO2！

年）

　のCO
2削減に
よる効

果金額
（円｝

　用鴛　　の
気肖犠
量（単位

oo》

用電気
肖戯に
よる効

果金噸
（剛

　のエ
ネル
ギー削

減雷撫
（単位o

o｝

　の
劇減
量

　の唖
減によ
る効果金額（円）

　　（

初設置・

イニシヤ
ルコスト

闘係）

化畠 21

壕
876㎡ 　理課

契約
29β62，758 一 一

　：

29136島756 　　　公
還勤場芝生化事
業補助金交付要
綱、校庭芝生化
事巣費の100％　　　○

　　　　　　・

夏季
温度の低
下　　・

　　　，

一 口 嚇 　一 ，■ τ　， 　喝 　齢

2 屋緑化

　　　　．

16

度b
　　3445

　　　．

　，

経理
契約

　　ρ

曳3，230，Goo

　聰

殿 一 一 翻 一

　　■

　　．

夏季　内
温度（最上

階）の価下

　，

一 扁

　‘

噌 麟

層

一 　一 鱒

　’

一

計 42，592，756 0 29，362，756
’ 0 ．0 0 0 o

1　’



平成22年度行政濫査’調査籔A 8

oo

o

NO
5！ 高円寺中

維持管理・ランニングコスト関係（主として2竃年度） エコスクールによる実際の効果 教育規填上の効果・その他
，，

契約がある場会く21年度） 受けた補助金等（21年度｝ （計回していた効果と同じ単位で齢入）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 怠2 33 34 35 36 37 38　・ 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
項 21年 21 主 作業の際 契 年　同 契約相 。胤 設置　メンテ 国（円》 国 く円｝ （

果の 温 CO21 花のCO 用電 左の の工 の 左の闘 （エ 環上 用す 児童　　へ 父兄 閲題 （教

囲 メンテナ メンテナ （区職員、 参照する 法 計支払 手 行碑露 ナンス方法 助金等 助金等 持管瑠・ 把握方 滅量 2削減に 気削減 使用 ネル 劇減 減によ コスクー の効果 る掻巣 の敏育上の の橡子 育環填
二 ンス作

粟の概
ンス作
桑の回．

地域ポラ
ンテイア

もの（マ

ニユアル

金頬
（円）（2

方法（概
略）

の喪更が
あった場合、

根拠・概

要
根拠概
要

ランニン
グコスト

法（概

陥）

よる効

果金顧
母 電気

削潔に

ギー剛減対疎 量 る効果

金額
ルによ
る実際

科目 効果仮応） 土の効

果鳶の
ユ 饗 数等 等） 等） 件以上 変更の概 関係） （円） よる効 （円） の効果 他関係｝
1 は合計》 要、時期、理 果金 関係）

由 顧’．

1 緑化 21年 で 夏　の 　 髄 一 一 　 一 幽一 漏 近な環 理科・ 自然環　保 周 一 の

設置 の実績 表温度1 に対する闘 懸活勤・ 全の重要性 安定、

o°c低下 心を高め、 総脅的 の認識等。 砂埃㍊
豊かな感性 な学習 策等

・，

を培う。

　「

の時闘
堵

o

2 屋　　化

　■■

手器 　刈り・

手抜き
　　¶
護者、地

薬から経理
の指導・ 契約

465，768

造園

監による
一 鞠 一 脚 マ‘ 鱒 　　で

の実纏
夏季　内
温度（最上

爾 一 一 一 一 “ 一 一 　近な現
に対する関

理科・

別活跡・

自然環

全の重要性
一 胴 一

除草． 除草は 填住民簿 助貫 指導、 階）3℃低 心を高め、 総合的 の認繊等．
勢定、 年2回 工事記 下 豊かな感性 な学習

，■ρ

施肥、 以上、 録写真 を培う． の時閣
芭目 施肥・芝 の提出

・． 　●
等

土．巡 目土・巡

回・点検 圓・点検

は年1
画以上

・　，

計’ 465，768 0 0’ 0．0 o 0．0 0 0 o

ρ



平成22年度行政藍査　調壷表A

o 　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　層・
52高南中

D

当初設置・イニシャルコスト醒係　　　　　　　　．

改築校
・

股置に伴う捕助金等　　　　　　・ 計園していた効果
1 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 12 等3 14 16 雪6 17 ｛8 9

　　　項
　　　目　・
葦r

設置
｛工事

完了，）

年月

エコスクールのメ
ニユーの概要（工事

等の内審）

　置
1改薬・

工事
等）の

契約の
方法

　畳（契　の
支払金額）
（円》

　　　「

エコスクー

ルにかか
　　相手（契
約の支払先）

　　・

国（円） 園助金等

根拠・概

要

　　，

（円》

　，

　　　金
拠・概翼

温 CO2
減量《kg－co2！’

年）

　のCO
2削槻に
よる効

果金噸
（円》

　用
気肖幟
量（単位

oo）

　の
用電気
削減に
よる効、

果金瞑
（円）

　のエ
ネル
ギー削
減対象
（単位o

o）

　の
渕減
量　「

左の
減によ亨

る効果

金噸
｛円》，

　■

　　（

初段置・

イニシや

ルコスト

関係）

2 ヒ 17

度
　　　　247

　　　　　．

　理
契約

9．3011110

　・

　　・

玉　工 陶 需

　9

一 噌

　　　P

夏季　内
温度く最上
階）の低下

　一 ” 一 一 一 丁　脚 一 噂

　，

5 庇。バルコ

　ニー

£1

度 9

　理課
契的

15、917，685　・ 日　工 一 一 噌 鱒 夏季　内
温度上鱒
の抑制

一 一 一 一
　　　　1

一　　「
一　　　， 一

　ト

一
　　　．

計、 25，218，795 0 o 0 0 0 0 0

1

◎o

国 平成22年度行政監査　調査表A

NO 、
，．

52高南中 　，

維持管理・ランニングコスト関係住として21年度）
幽

ヱコスクールによる室際の効果 　・ 教育環境上の効果・その他

契約以外の場合く2で 契約がある場舎く21年度》 受けた補助金等｛21年度）
，，

（計弼してい於効果と同じ単位で記入）
｝．

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 3フ 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
A 児童生　へ

（

項 21 21 作業主 作　の際 契約 年　口 契 ・屓 設置　メンテ 国（円） 国 （円） （、 果の 温 CO2哩 のσO 用獄 の の工 左の の （ヱ 環　上 用 父兄 問題

メ

買　　　卜 メンテナ

ンス作
メンテナ

ンス作

（区職員、地域ボラ
参照する
もの｛マ

法 計支払金額

手 行確露
方法（概

ナンス方法
の変更が

助金等
根拠・概

助金等
根拠・概

持管理・

ランニン

把握方
法（撮

減量 2削城に
よる効

気肖彗減

量
使用
電気

ネル
ギー削’

肖蝋

量

減によ

る効果
コスクー

ルによ

の効果・ る授業
科目

の教冑よの
効果（反応）

の様子

　●

育環境
上の効．

二 業の概 樂の國 ンテイア ニュアル （円）（2 略》 あった場合、 要 要 グコスト 絡， 果金顧 削滅に 減対象 金顧 る実際 果・その

ユ 要 数等　’ 等） 等》 件以上 変更の概 関係｝ （円》 よる効 く円） の効果 他関係）

i は合計） 要、時期、遜 果金
P

関係｝

由 ．「 額 ，．

　　　　■
㌔

．2 屋　　化 ”レ、 刃り・ 、保 業から 経理課 323，854 大8 員 一 噌 一 胃 口 輯 で 夏季　内 齢 一 一 一 謄 一　　， 一 輔 近な羅 理　・ ，琢 け ” 一

手抜き 手抜き 護考、地 の指導・ 契約 造園 による の実績9 温度（最上 に対する関 別活動・ 全の叢憂性

擬： 除草は
年2園，

域住民等 助言 指導、工事詑 階》3℃低

下

心を畜め、

豊かな感性
総合的
な学習

の認繊等．

施肥、 以ム 録写真
唱・

を培う。 の時間

鷲目 施肥・芝 の提出 等
土、巡 目土・巡

回・点検 回・点検

は年1
回以上

辱

←　　　　　　　，

．5 庇・パルコ 帰　　㌔
一 一 鱒 同 句 輔 一 昌

　　，
鴨 一 鴨 馬 一 感 夏季　内’ 一 一 一 『 甲　　　一 一 一 一 の温 一 開 一 一 一

昌一
「 湯度上昇 低下

の抑制
■

，

針 323，854 0 0．0 o 0．0 0 0 0



平成22年度行政監査　餌査表A

NO
55 東田中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　　　　　　，改築校 設置に伴う補助金等 計画していた効果
1 2 3　　　　　4 5 6 7 ，8 9 10 1灌 12 13 14 15 16 17 18 19

　　　項
　　　目

当設置（工事完了》年月

エコスクールのメ
ニューの概嬰（工事
等の内容）

設置 経費（契　の
支払金額）
（円》

工調スクー

ルにかか
る経費の
改築全経
嚢に対す
る劃合
（％）

契・手（契
約の支払先）　　　　監

国（円） 国助金等

根拠・概

蔓

（円）

拠・概要

　　　　　　，

温 CO2
滅丑（㎏一CO2／

年》

　　レ

　のCO
2肖哩減に

よる効

果金顛
（円）

　用電
気剛減
量（単位

oo）

左の
用燈気
削減に
よる効

果金頬
（円）

　のエ
ネル
ギー潮減対象

（単位o

o）　・

　の
肖戯
量

左の唖
減によ
る効果金額（円）

　　く当
初設置・

イニシャ

ルコスト

関保》

5 ・ノくルコ

ニー

20

度
　理
契約

19，860，750 酒井工 局 印

需一
夏季　内
温度上昇の揮制

一 脚 一 　一 　　　　閏

　，

　幅

：

口 一

酷 19，860，750 0 0 o 0　　　0 0 0

’

平成22年度行政監査　．調査表A

oo
愈9

NO
55 窯田中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
、　　　　．

維持管瑠・ランニングコスト関係（主として21年度）

契約以外の場合倒 契約がある場合（21年度） 受けた櫨助金等（21年劇 （計園していた効果と同じ単位で記入）

エコスクールによる実際の効果　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

教育環境典の効桑・その他　　　　　　　　　　．・

24 26 27　　　　28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39
。履 設　　メンア （円）

温
40 41 42　　43 44　　　45 6’

　へ
47’ 8 49　　　項

　　　目

二　　．
ρ

　20
21
メンテナ

ンス作

粟の概
要　　．

　21
21
メンテナ

ンス作

桑の回
数等

　22
　樂主
（区職員、

地域ポラ
ンテイア
等》

　23
　　の
参照ずる
もの（マニユアル

等）

法，

　25
　　舎
計支払金頗㈹（2件以上1ま合計）　　　・ 　，

手． 行確認
方法（擁
略）

ナンス方法
の寳更が
あった堵倉、交更の概

蔓、時期．理
由

図（円）

　　，

国助金等

根撚・概

要　　’

　　．

助金等
根拠・擬嬰

　　（

持管理・

ランニン
グコスト

関係》

　果の
把握方
法（概

略）

CO2琶
減量

　のCO
2閨滅に
よる効

果金麟
（剛

　用
気肖叡
量

　の
便用

電気
離濃に

よる効

桑金
韻

　のエ
ネル
ギー削
減対象

「　，

　の
劇減
量

　．

　の導
減によ
る効果金蔭・

（冊

　考（エ

コスクー

ルによ
る実際の効果関係｝　．

　　環
の効果

　用す
る授業
科自

振覆
の教窟よの
効果仮応》

父兄等
の様子

　　・

問題
育環鍵上の効果・その他関係》

5　　・バルコ

　　ニー

一 一 r暢 卿 一 一

　，

増 曽 一

　←

一 一 一 輯 椰 感 夏季
潟度上昇の抑翻

　　　　，

一 一 一 燭 二 一 階 　『 　内の温
低下　　・

一

’

　哨
　　　剛　　　二

・　　　9

一　　　7 一 幽

計 o o 0
0ρ

殉

　0．0 0 o　　　o
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平成22年度行敏監査　隅査薮A

NO
5⑤松漢中

当初設置・イニシヤルコスト関係

改集校 般置に伴う櫨助盆等 計回していた効県

1　　　　　2　　　　　3 4　　．　　　6　　　　　6 7 8 9 10 料 12 紹 14 15 16 17 18 葉9

　　　項

く工毒

完了）

年月

　　　エコスクールのメ
殴置　ニューの撮要（ヱ事
　　　等の内春｝

　喪（工
の税込み設計
金蜘‘円》

エコスクー

ルにかか
る経費の
改鎮全経
費に対す
る割合
く％｝

　　　手（
約の寅払先）

（円｝ 国　　血
拠・振蚕

円）

拠・概翼
温 CO2明

減量（㎏一CO2！

年｝

　のCO
2劇戚に
よる効

果愈顧
（円｝

　用憺
気削減
量（kw
h）

左の
田鷺気
削絨に
よる効

桑金額
（円）

　のエ
ネル

ギー酎
減対象
（単位o
o｝、

　の
肖繊
量

左の瑳
減によ
る効梨金畷《円｝

　　（当　設置・イニ

シヤルコスト関係｝

　　　　　，

2 屋上緑化
22年7
月

校舎棟厘上に芝を敷
設

区長契

11，840，000 q4
一 一

夏季　内
温度《最上

階》の催下
一 一 占 一 一 一 一 一

3 壁面緑化
㌦

22年7
月

騨灘蘭踏股置

約（経

理課喫
約）　，

31530， o．1

江弗・佐蕨・

立野趣設共
同企黙体

一 一

夏季室内
温度の低

下
一 一 一 一 幽

二
一 開

5
庇・バルコ

　ニー

22年7
月

校舎南倒の教室部分に股置し調射遮厳

を図る．
　一
　　　　，・

　’

騨

江粥・佐藤・

一
，　　一

目射遮蔽
による夏季
窒内温度
の儀下

一 一 ｝ 一 一 ｛ 一
一　　　　　　　　噛

⑤
ナイト

パ㎞ジ
22年7
月

鍵具のスリットや自動

駆閉窓を利用した自
然換気の促進

25，6BO，000 to

立野建設共
同企巣体

　．

・，㌧）’10，597，488

一

，　　一 　　　温
度の催下

一 一 一 一
　　　　■

一 一 一 一

7 太陽光・
22年7
月

校舎棟の願上に太隈
光兜電パネルを股配
く発慨量1α003kW》

　　，

区長契
約（経

約》

　　．

20，254，000 0．8

　　　　・
大国・東九建股共同企樂

体
一 一 一 4β40 一

で0，917 141，222 一 一 一 10kW発置

8 外断熱
22年7
月

校舎南側に外断熱を
操用

9．290ρ00 0β

O環意を脅慮した
学校施設1ヱコス
クール｝の整備推

進に関するバイ
ロット・モデル事桑

の実施要綱（記載

一 一 一
1，623

一 一 一 レー ｝ 一
室内への熱負荷の低
　　　　絨

θ
内装

木質化
22年τ

月

敏窪の内装材に木材を使用

24，400，000 0．9

底州・佐藤・

立野建設共
同企票体

金顧は要綱に明示
一 一

一　　　■

一 一 一 一 一 一 一 　　一

10
クールヒートト

　レンチ’
22年7
月

地下ピットを栽用した

トレンチを設け、校舎

北網より取込んだ外，

気と地熱の温度差を
利用する．

理課契
34，7◎0，000 1．3

江州・佐藤・

立野建設共
同企業体
ミナト矢崎・

中央設備建
殿共同企象
体

のある交付金撃画
加算率（2，5％）か

ら算出した金額※
負担金に1ま明示が

　　無い）

　　　　　　　，

　，

M 一

外気よりも

夏は涼しく

冬は暖か
い

1，376
一 『

　　　’

一 一 一 一

，

　　一

11 エアコン
22年7
月

著運教室・特別敏室・

管理賭室に股澱・
122．240ρ00 4．5

ミナト矢崎・

中央設備漣
殴共同体

一
一・

一 〔 一 一 一 一 一 一
　　　■
　冷暖房

¶2

　その他・
（エコ表示モ

ニター）

22年7
月

昇降ロにモニターを
股置し、鮪鷺量等を
表示し、データをPO
に蓄積する．

太隆光糞電に
含む 一

大函・東九建

設共同企業
体

　，

．　　　　一 ｝ 一
　∴

一

，一

一 　一 一 一 環境教育

13
その他

（雨水再利

　用）

22年7
月

　　　　　・
校會屋上に降った雨
水を地下ビットに集め

トイレ洗浄水等に利
用する．　　．

一 一

松本・北栄建

設共同企業
毬

一 一 一
250

一 一 一 一 一 r一
雨水利用（トイレ洗

浄、植栽への利用｝

14 　その他
（複履ガラス）

22年7
月

窓面をペアガラスと

することで、熱換失を

擁え箆閑付加を低減
させる．

1a，900ρ00 0．6

江州・佐藤・

立野篤設共
同企象体

一 一 一 ｝， 一 一 一 一 一 一
断熱

　　し

計 208，634，000 10．0 10，597，488 0 7，809 10，917 141，222 o 0

●
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平成22年度行政監査　調査表A

oo
劇

NO
50 松属中

維持管理・ランニング翻スト関係（主として21年度｝ 教青環壌よの効果・その他

契約以外の場舎《21契約がある場合⑫1年度｝ 受けた植助金等く2博勘

工調スクールによる実際の効果　　　　　　　　　　　　　嘲

く計画していた効果と同じ単位で認入｝

20 21 22 23　　　24 26　　　26　　2フ 28 29 30 31 32 33　　34 35　　　36 37 38 39 40 4で 42 43 44 45 46 47　　48 49

　　　項
　　　目
二「

21
メンテナ

ンス作
票の概
要

21
メンテナ

ンス作
乗の回
数等

　巣
（爆職磯、粕域ポラ

ンテイア
等）

　業の際契
参罵する法
ものくマ

ニエアル
尊）

　　口
支払金額
（円）（2昏

以上は合
計｝

　　相
手

　　・履 設置メンテ
ナンス方法の変更が

あった場合、

交更の擬
要、時期、理

由

留く円》 国助金等

根拠・無憂

（円）

助愈等
根拠・概

要

　管理・

ランニン
グコスト
麗係｝　　、

（　果の
　把提方
　法（概
　略｝

温 CO21
派量

　のCO
2剤減による効

果金顧
（円）

　用電
気離減量

　の・

使用
鷺気
削測：
よる効

果金
頗

　のエ
ネル
ギー剛
械対象

　の
削滅量

　の
減によ
る効巣
金凱
（円》

　　（エ

コスクー

ルによ
る実際
の効果
図係）

　育環　上
の効桑

　・

使用す
る授象稗目

児　　　へ
の教育上の
効果（反応）

父兄
の様子

問煙 　　｛
宵環境’上の効

果・その

他関係）

2 屋．と緑化

　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．

∂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

3 「壁面緑化
　　　　　　　　　　　　　　　　層

5
庇・バルコ

　ニー
　　　　　　　　　　　， 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　の

e
ナイトバージ

　　・

22年度
新規

7 太陽光 　　　　　　　　　　「

　　1．

　　．

　　．

2鰹

8 外断熱
　　　　　　　　　　　　　　　　9
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

9 内装
木質化

　，

22年度
新規

　，

　　　　　　　　　　　　・◆

9

10 クールヒートト

　レンチ

　　　　　　　一

，　　　　　　　　　　　　　　　　，

　■

羽 エアコン
’

12
　その他
（エコ表示モ

ニター）

伯

その他
（雨水再利

　用）

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

14 　その他
（複層ガラス》

　　←

　　　　　　　　　　　，

計 0　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 0ρ　　　　0　　　0．0　　　　　　　　　　0　　　0
’　　ρ



平威22年度行政監査　　　購査表A

NO 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「，●
δ8 東原中

当初設琶・イニシヤル笥スト関係　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，■「●・o

改築校 設置に伴う補助金等 計圏していた効果
1　　　　　　2 3　　　　4 6 6 7 8 9 10 11 12 13 壌4 15 τ6 17 可8 19

　　　項
　　　臼
ニド

設置
（工事

完了｝

年月

エコスクールのメ，ニューの擬要く工事

等の内寝）

設置　経鷺《　の．

契約の
方怯

エコスクー

ルにかか
る綬嚢の

改榮愈経
嚢に鶴す
る割含
（96）

契・手（契約の支払先） 国（円》

　　，

国助壷等

板拠・概要

（円） 　　助
拠・擬蔓

温 　のCO
2劇械に
よる効

果盒韻
（円）

　用電
気削滅
丑（単位oo）

左の

用鷺気
削減に，よる勅．

桑金麟
（零》

　のエ
ネル
ギー削
箪対象
く単位o
o》・，

　の
剛瀧
量

　の
汲によ．

る効果

金蝋
く円）

　　（当

初設置・

イニシヤ

ルコスト
関係）

18

度
　　　　300

，「

　　　，

理課
契約

9．1971500 類　工

　　　●

一

　・

一

　．

　，

桶 　鱒

　　　，

置畢
温度（最上

脚の低下

　　　　・

周 陶 闇

　，
　，

　一

　　，

　一r　　脚

　■，　　脚

　曽．

F1

　一■
・　　　　　　ρ

一

，，　■

6 ナイトバージ 22
度’

一 理課
契約

　0，1321000 沼工 ” q 一 網

　，
　・

区　　，

の除去．校
舎内塩度の低下’

幅 一 　一 晴　　σ■r　「

一 　トー 扁　， 一

　脚

　1

計 15．3191500 0 o o 0 0 0　　　　0

oo
α

平成22年度行政監査　調査哀A

NO
o

5巴東原中

維持管理・ランニングコスト関係（主として2コ年度） エコスクールによる実瞭の効果 教育環境上の効果・その他
■．

契約以外の場合（21 契約がある珊合侮年度） 受けた補助金等（21年度｝ （計團していた効果と同じ単位で記入》

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35’ 36 37 e8 39 40 41 42 43 4 45 46 47 48 49
項 21 2准 繋主 業の際 合 契約 査・履 設置後メンテ 国（剛 国 （円） ‘

果の 温 CO2 左のCO 用電 左の 他のエ 左の の1 （エ 環　上 用 児童　　へ 父兄 問題
（

メ

目 メンテナ

ンス作
メンテナ

ンス作

（区職員、地域ボラ 参鰯する
もの《マ

法， 欝支払
金額

手 行確認
方法（概

ナンス方法

の寅更が
助金簿
根拠・概

助金等

根拠擬
持管理・

ランニン

把握方
法1概

槻量 2削減に
よる効

蝋獄量1 使用
電気

ネル
ギー削

削城
量

城によ
る効果

コスクLニ

ルによ
の　果 る授業

科目

の敵宵上の
効桑《反応｝

の様子 育環填上の効

二 桑の擬 業の回 ンテイア ニユアル （円）（2 麟｝ あった場金、 膜 要 グコスト ㈲ 果金額 齪滅に 減対象 9 金額 る実際 果・その

ユ 要　　‘ 数尊 簿｝ 等） 件以上
　㌧

変更の概 襲係） 《円｝ よる効 く円） の効果 抽関係1
1 は合計） 要、時期、理 果盒 関係）

由 鎮

2 化 魁、 渕り・
、 業から 経理課 412ρ10 大 員 一 一 一 一 一 一 で 夏季 一 一 卿 鱒 ■ 一 岬 一 近な環 理　・ 、瑠 一 一 刷

手抜き
除草、勢定、

手抜き

除草は
年2回

護者、地

球住民等

の指導・

助言
契約 造園 による

指導、ヱ事鵡

の実績 温度（最よ

唱　，

騰諜
別活動・

紛合的
な学習

全の箆翼性
の認繊概

施緩、 以上、 緑写真
L

を培う． の時閲
芝目 施肥・芝 の提出 等
土、巡 属土・巡

回・点検 回・点検 9

は年1 ：

9

9

　　「

園以上
P

P

曹

P

6 ナイトパージ 一 鱒 一 一 口 閂 一 一 帰 一 一 齢 一 一 感 一 一 剃 一
■■一 一 一　「 一 舎内の混 一 ■一 一 一 一

1 の除表、校 度低甲
舎内退度
の低下

　計 412ρ10 o 0 ．O．0 o 0．O 0 ’　0 0



平成22年度行政監査　調査表A

NO 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　辱

62 載窪中

当初設置・イニシャルコスト関保　　　　　　・ ．，

改築校 設置に伴う裕助金等　　　　　　　　　・ 計圃していた効果

† 2 3 4 5 6 7 8　　　　　9 10 11　　　12 13　　14 15 16 17 18 19

　　　項
　　　目 設置甲

く工事

完了）

年月

エコスクールのメ
ニユーの糖要（工事
等の内容》

楓（改築

導等）の

契約の
方法

　　（　の
支払金鋤
（円》

エコスクー

ルにかか
る経費の
改築全経
費に対ず
る割合
（％》

契・手（契
約の支払先》

（円》 国助金等

根拠・概

要

｛円》 　　　金
拠・概凄　　．　，

温

　　　　，

　　　　，

CO2瓠
減畳（㎏一〇〇2！

年）

　　P

　のCO
2削腰に
よる効

果金韻
（円）

　用羅
気劇減・

畳（単位

00）

　の
用電気
肖戯に
よる効

果金頬
（円｝

　の工，

ネル，
ギー離

滅対鼠
（単位oo）　　　ト

　の　層

削鴻
量

　の唾
減によ
る効果金噸（円）　・P

　　（

初設琶・

イニシヤ
ルコスト

関係｝’

5 ・パルコ

昌一

⑳年
度

P

　理課
契約

23」52．500

ρ

一　設 需 一 耐 一 夏季　内
温度上昇の掴制　　咀

隔 馴

　．

偏 　一 一 一 一

　・

罰

計 23，152，500 o 0 o 0 0 O’　　　0

ノ

平戒22年度行政監査’瞬査表A

Oo

o
NO ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

62 荻窪中

雑持管理・ランニングコスト関係（主として21年度） 工調スクールによる実際の効果　　　　　・・．　　・
教育環境上の効果・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，　　　　　　　　　，

契約以外の場合（21 契約がある増合倒年度） 受けた補助金等（2昨度） （爵回していた効果と同じ単位で肥入｝

20 21 22 23 24 25　　　26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 1 42 3 44 46 46 47 48 49

　　　項
　　　目
二置

21
メンテナ

ンス作

某の概
要

2コ

メンテナ

ンス作・

業の圓
数等

作　主
（区職員、

地域ボラ
ンティア
等）

　「

　粟の際
参照する
もの（マ

ニュアル
等）

契法

　　口計支払金頬（円》（2件以上は合計）

契約相
亭

　　　，

　　・履

行確露P
方法（概
麟）

設置　メンテ
ナンス方法
の賓更が
あった増合、

変更の概
蚕、時期、理
由

国（円｝ 脇根拠魔要　　　■ （円）

　．

助金等
根拠・概
纂　　　，

　　（

持管理・

ランニン
グ罰スト

関係）

　渠の
把握方
法（概

酪》

　亀

温 CO2明
餓量

　　冒

左のCO
2劇滅に
よる効

果金額
（円）

　用電
気削減
量

　欄　　　　　，

　の
使用
電気
図戯に
よる効

果金

額・

　のエ
ネル’

ギー融
減対象

　の
削減
量・，

　炉

左の唾
減によ
る効果
金傾
く円）

　　（エ
コスクー

ルによ
る実瞭
の効果
関係》

　　環上
の効果

　用す
る授桑
科目

　　「

児　　　へ
の教育上の
効果仮応）

父兄
の様子

　　．

間輝9

　←

∂

　　（
育瑠境上の効

果・その

弛閣係）

5 。ノくルコ

昌一

一 一 一 輌 榊

L

　胴
．　　　　幡 一 　旧 一

　・

一 一 一

　，

夏季
温度上昇
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資料 2

平成22年度行政監査

エコスクール事業における関係部課の役割

攻策経営部営繕

課、施設整備担当

課

学校の建設及び改修工事の設計、施工監理等。

都市整備部みど　学校の校庭緑地化工事の設計、施工、維持管理及びビオトープ

り公園課　　　　　導入時の小学生向けの講義、設計、施工または材料購入を担当。

教育委員会事務　既存校のエコスクール化の計画及び緑化工事・維持管理契約の

局庶務課　　　　　執行委任。関係各課及び業者、学校との調整。

学校適正配置担

当課

学校の建設に係る施設的なエコスクールの計画。

　エコスクール化の柱の一つである「環境教育」のうち、学校

教育に関する事項を担当。

　区立学校等が実施する環境教育を体系的・計画的に進めるた

め、杉並区独自の指導資料として、学習指導要領等を踏まえ、

発達段階に即した「杉並区環境教育指導の手引き」を作成・配

布し、区立学校等の環境教育への取組を支i援している。（新学

習指導要領の実施に伴い、手引きの改訂を予定）
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資料　、3

平成22年度行政監査

　　　　　　維持管理に関する蘭係部課の学校に対する助言、指導内容等

課（行政1頂） 概要

政策経営部営繕課、 竣工後、施設引渡し時に学校職員、主管課（教育委員会）

施設整備担当課 担当者に対して、施工者と共に機器類の操作方法や維持

管理方法、取り扱い等を説明しています。その際に、操

作説明書、保証書等の関係図書を引き渡しています。

都市整備部みどり公 校庭芝生導入時当初に芝生の特性や管理の方法、芝生の

園課 校庭の使い方などを学校の先生、生徒、PTAおよび支援

団体へ説明をしています。維持管理委託の中でグリーン

キーパーによる芝刈りなどを実演指導しています。また、

芝生に興味を持ってもらうために生徒に芝生を種から育

てるなど実験観察指導をしています。

なお、ビオトープは、基本的には学校の先生を中心に環

境教育の一環として管理、観察を行っています。追加で

勉強会をする場含、職員を派遣しています。

教育委員会事務局庶 校庭緑地化及び屋上緑化については、みどり公園課及び

務課 委託業者が学校からの求め等に応じ行っている。

壁面緑化については、委託業者の助言を受けながら行っ

ている。

学校適正配置担当課 竣工後、維持管理等の問い合わせについて、庶務課・営

繕課等の関係部署への窓口として調整を行っている。ま

た、庶務課エコスクール担当と改築校のエコスクール関

連設備についての情報伝達及び営繕課との調整を行って

いる。

済美教育センター なし
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膠

　　　　　　　自治体にお騨るすべての

図表1－1　自然工界ルギーを活用した工凝スクール

ノ

ノ

醗暑さ対策からエコスクール化へ

　近年、都市のヒートアイランド現象が顕著になる

係樋区ではそれまでの学欄化の成果をもとに

平成17年度に環境に配慮しながら夏季を過しやすく

する施設づくりの検討を行った。

　この検討内容を更に発展させ、学校運営・環境教

育と一体的に進める「エコスクール（環境共生型学

校施設）」の在り方を外部委員を交えて検討し、平成

喋8・19年度の2次にわたる報告書をまとめた。

杉並区では、これらの報告内容を踏まえて、区の総

合計画である「杉並区実施計画」等に基づき、学校

のエコスクール化を重点的・計画的に推進している。

　　　　　　　　　　　㈱

　　　灘　懸濾

繍　　翻　灘

灘鍵灘＿翻
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圃段階的・継続的な検討

　杉並区では、平成⑱年度から小中学校の校庭や校舎屋

上・壁面の緑化、ビオトーブの設置など緑を創出する取組を進

めてきた。

　こうした中で、都市におけるヒートアィランド対策などが課題

となってきたことなどを踏まえ、平成17年度から平成19年度．

までの3年間にわたり段階的・継続的な検討を行いこ杉並区

版エコスクールの考え方、県体的な手法などを取ワまとめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長
・㈱’

獅＾’

織灘灘懇灘灘灘灘
　　。騒
灘藤鋒

搬鱗輪議

写真1－1校庭の芝生｛ビ（莉泉小学校）

雛難懸灘灘鍵灘

醗

謬

難

灘難難畿遜籔輔灘繕灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帽謬灘、翼懸醸1繊響灘㈱翻離灘繍薄綴羅鰻難繊欝醐

1．環境負荷を掴制しつつ、学習に望ましい教室内

温熱環境などを創出する「施設づくり」が行われ

　ていること。

2環境負荷の抑制につながる「学絞遷営2（環境
　配慮行動」が行われていること。

3．児童生徒だけではなく家庭や地域の人々も含め

　て、学校を拠点として環境配慮行動につながる

　糠覆数欝」が行われていること。

『擦籔醗緊織鵠毒ii静ク幽ノレ

　夏季のみならず年間を通して総合的に環境負荷i
の少ない、良好な教育環境の学校施設づくりをめざi

し、環境建築の専門家などの参画を得た検討懇談　i

会を設置し、エコスクールのあり方を明らかにしたうえi

で、エコスクール化の建築的な手法、とりわけ自然工　．

などによる眉射遮

蔽、通風・換気に

よる排熱を図るこ

ととしている。

　今後の課題と

して、既存校の

環境性能のレベ

ルを把握して個

別の対策を立て

ること、改修校の

検証を行い環境

学習に役立てる

ことなどが示され

ている。

ネルギーの活用手法について検討した。

　改築校では、地中熱の利用など自然エネルギーの

活用を進めるとともに、緑化のほか、日射遮蔽、断熱、

通風・換気などによる排熱を十分図ることとした。

　また、既存校については、施設状況に応じで、緑化

14

98



三
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轟・ ’ ’ i壁 …

匿鷺講鱗轟論蓄藁ヒ紹検討
　第一次報告書（平成19年3月）で示された課題を

踏まえ、学識経験者や環境団体関係者、小・中学校

の校長を交えた検討懇談会を設置し、既存挙校施

設におけるエコスクール化の在り方や環境教育との

関連付けなどについて検討した。

　エコスクール化の進め方を明らかにするとともに、

各学校別の緑化などの現況や建物構造、周辺環

境、通風状況などを「杉並区既存校特性表」としてま

とめた上で、それらの特性に即した改修内容の検討

に資するため「改修メニューシート」を作成した。

懲大規模改修と環境改修を同時∫こ行うなど、効率よく行う。

麟夏季への対策に目が向けられがちだが、冬季の暖房による環境負荷の大きさにも着目し、窓を

含めて断熱強化を図る。

議麟鱒韓縷購講舗薩翻舗麟季離繕
舞灘灘蘇鐡繭護藥諺籍魏蓑：
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雲毒灘窯逡顧疑護鋤1嚢、ii浮巽嶺一曇ii

　ビ　の　

闘

鱗5

1勿

1po

aa

60

釦

塑

〈今後20年閥の改藁費（全面建鞍｝｝

鯉16　田τ　剛8　蹴9　枷　駅21　腱2　｝必　鴛24　鷹　Hお　剛　脚　吻　鵡0　拠1
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浅“

．図表1藁4杉蓮医既存校特性表（衰i砕獲

雷既存学校施設のエコスクール化の方法

　　　既存学校施設のエコスクール化を進めるに当たi　このエコ改修メニューは、それぞれの学校の状況

　　り、断熱や緑化、自然エネルギーの利用、省エネなど’iに応じ適切な項目を選び、総合的に進めることができ

　　のエコ改修メニューをそれぞれの特徴や留意点、メン　iるようにした。　　　　　　　　　　　．

　　テナンス、コストなどについてまとめた。　　　　　　　1

写真1－2校庭の芝生化とネット式壁面緑化（和田小学校）

※照明の寓効率型器具（班）：少ない消賢竃力で従来の蛍光灯と岡じ明るさが得られる照明。

　16
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緑化と施設改修の組み倉わせによる室内環境改善
（杉並第七小学校での取組）

　杉並第七小学校では、平成16年に屋上緑化、平

成17年に校庭芝生化、ビオトープの設置を行うなど、．

学校の緑化を順次進めてきた。

平成18年8月にはく屋上緑化の整備充実と併せて、

夏季において夜間の冷気を教室内に取り入れるナ

イトパージや、日封を抑制する庇の設置といった緑化

以外の改修手法を取り入れ、緑化と施設改修の組

み合わせによる室内の温熱環境の改善を図った。

r欄職帽崩齢階欄齢螺階蝦一㎜鱒鵬剛’欄隅轍鱒一襯聞欄幽轍隣“陽圏幽榊欄獅ア欄脚欄欄脚劃脚醐鞘欄閑
琶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍

塵　簾　　　　龍誓…聾　　　　　　　　、　　　　　　　　5預・　　　　　　　　藝
1

裏

蓑

釜

璽

翼

董

麓

甚

葦

貰

夏

量

i

葺

塵

葦

塞

葺

置

1

誉

藍

羅

塞

翼

護

置

写真1－3、校庭芝生化、壁面緑化

写真1－4壁面緑化、庇の設置’

写真1諮（上）外部空気を引き迎むガラリ

　　　　（下）教室内の熱を排気する換気扇

　校舎の壁面緑化は、緑で覆うことで表面温度が下がり、躯体の熱蓄積

の低減や周辺環填への熱の照り返しを防止する効果がある。

　ナイトパージは、夏季の教室の暑さ対策として、夜間の冷気を校舎内に

引き込み、対流させることで躯体に蓄積された熱を開放することができる。

　校庭に面する窓にガラリぐ教室の廊下側の欄間と廊下に低速の換気

扇を設置し、夜間に自動運転さぜている。

」一一一一・一一一一扁一一一一一一 丁一一一一一一一一・鄭一隠一・一一　一一鱒・一”一隅“一一鱒一’

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　藍

ナイトバージ

H

ナイトパージ1 日コ＼

　、01

’　吻冒二

　屋上緑化については、夏季における

最上階の教室の天井表面温度が、緑

化を行っていない教室と比較して約3℃

低くなっていることが確認された。

　また、壁面緑化を行っている教室は、

緑化を行っていない教室に比べて、夏

季の昼間で約2℃の室温低減効果が

見られた。

　17
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璽緑化の維持の工夫藩

　校庭芝生の管理は、学校・保護者・地域住民等で構

成する各校の管理団体が主体となり、必要な時期におけ

る定期的な芝刈りや簡易な補植作業等を行っている。

　これに並行して、維持管理受託業者が年間を通して

根切りや施肥等の専門的なメンテナンスを行うとともに、

管理団体のアドバイザーとして講習や芝刈り指導などを

適宜実施している。
写真1－6校魔の芝刈り（和泉小学校）

閣■教育委員会の声脇●

●エコスクール化は、室内温熱環境の向上や子どもたちの自然エネルギーへの関心の高まり、校庭芝生化

　に伴う子どもたちの外遊びの増加など、多くの効果が認められる。　　　　　　　　　　㌦

●保護者や地域住民が芝刈りなどに参加することによって地域連携の強化が図られるなど、本区の重要

　政策の一つに掲げる「地域ぐるみで教育立区」を進める上で重点施策となっている。

0ハード面での整備には一定の経費を要するが、今後ともエコスクール改修以外の施設維持補修工事を

　組み合わせて、効率的・効果的に進めるなどの調整を十分図るとともに、エコスクール化の効果検証や、

　エコスクールを活用した子どもたち・地域住民に対する環境教育の一層の充実に努め、「環境と共生する

　施設づくり、まちづくり」を蒼実に進めていくこととしている。

願圏学校の声闘譲
●校庭芝生導入時には、思うように生育しなかったり、芝がすり切れでしまったりと多くの課題があったが、当

校では課題を大人だけで解決するのではなく、子どもたちとともにボール遊びのルールやサッカーゴールの

使い方、芝の手入れの仕方などを考え、実践してきた。これらの取組によって子どもたちは芝生を「生き

　物」として捉え、主体的に自然環境に関わる心を育んできた。

●緑化と並行して取り組んできたごみの減量活動では、目に見える効果が現れ始め、平成21年度は前年

度に比べ半減に近い成果を上げた。子どもたちの心の成長が新たな行動として現れた好例ではないかと

　考えている。

①エコスクール化は、ハード面ばかりが注視されがちだが、学校現場では整備されてからがスタートである。整

備後、施設が環境教育等へよりよく活用できるよう、今後も更に研究が進むことを期待している。

齢凱 。7 ’

1ぴ ’

灘

縮
鑛
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冷房を用いない学校教室の温熱環境改善に関する研究
正会員

　同

Q岡本沙勧
須永修通＊＊

教室．

夜間換気

学校　　　　　　屋上断熱

シミュレーション

1．研究の背景と目的　　　　、　一

　現在、戦後に大量に建てられた鉄筋コンクリート造の

校舎が老朽化し、建て替え、もしくは大規模改修が必要

となる時期を迎えている。その際、冷房などのこれまで

に使用していない設備を投入するとなると、学校で使用

するエネルギー章は大きなものになると予測される。

　文部科学省体育局溺発行する「学校環塩衛生の基準」

では、“教室の温度は冬期で18～20℃、夏期で25～28ゆ

であることが望ましい”とされているが、実際にはその

範囲から外れている場合も多く、健康・衛生面の観点か

らも教室の温熱環境の向上示望まれる。

　本研究では｛学校の温熱環境の現状、屋上緑化・壁面

緑化による温熱環境改善効果にっいて、’また、夏季に冷

房を使用せずに教室の温熱環境を改善する手法について、

実測や星上断熱実験・シミ子レーショシにより・検討を

行った。

2．案測，・臭験対象小学校．、

’東京都S区の公立小学校3校において、実測と実験を

行った。各小学校の概要を表1に、外観を図1に示す。

A小学校では屋上緑化を西半分の犀上で行っている。B

小学校では2教室分の幅で壁面緑化を、C小学校では校　．

庭緑化と屋上の一部で緑化を行っている。

3。屋上緑化と壁面緑化の教室温熱環境改善の効果

　屋上緑化を行っているA小学校の夏季における緑化の

効果について示す。図2に、天井表面温度を示す。同じ

最上階の教室で、屋上緑化を行っている教室は行ってい

ない教室に比べ、天井表面温度が約3℃低くなっており、

2階教室の天井表面温度とほぼ同じ変動をしている。図

・3に室内空気温度変動を示す。室内空気温度は約2℃、

屋上緑化を行っている教室で低くなっている。実測で得

られたデータを用い、㎜を算出した。PMV計算条件を表

2に示す。歯4にP柳変動を示す。屋上緑化を行ってい

る3階の教室のP田ぶ小さく、2階と同じであることが

分かる。図5に，外気温度と．PWの相関を示す。3階q

緑化を行っていなめ教享では、同じ外気温でも他の教室

よりPWぶ大きくなっている。

　壁面緑化を行っているB小学校の、夏季における室内

空気温度変動を図6に示す。2階の壁面緑化を行ってい

る教室では、緑化を行っていない教室に比べて昼間、室内

表1　実測対象小学校概要
暫

A小学校 B小学校 C小学校

実測期聞 2005．7、2006．1”2 20057 2006」～9

所在飽 棘都杉並区
特微 屋上緑化 壁面緑化 屋上緑化、校底緑化

校舎紀置 L寧型 爾向き一文宇 変形L宇型．

　　構造

醸
緑化規槙515㎡

　　　　　　　　塾
　　　1094㎡

生徒致378名（2005年》

　　　　　　　P

鉄筋コンクリート造3階建

　州5㎡
　384名（2005年）

　幅17m’

1474㎡

272名（2006年）

4了7㎡（屋上緑化）

図1　実測対象小学校外観
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萄

閥29

　27

　25

3

2
建

　1

o

盤墾
　な　　　　ロロ　　　コゆリ　　コなヒめ　　ぽの　　の　　　　　ニロリ　　マ　の　　ね　　　　ぴロリ

図6壁薗緑化校舎の天井　図7壁面緑化校舎の室内
　　表面温度（夏季）　　　　　空気温度（夏季）

ReSearCh　On　the助rOVe皿ent　Of　the畑COnditiOnS加
classr◎om㎡thout　cooli且g　syste瓜

OK4MOTO　Saori　and　S㎜GAI　Nobuyuki

一527－103



　空気温度が約2℃低ぐなっている。図7｝弘夏季1ヒおけ

　るB小学校めPWの変動を示す。　PW算出条件は、表2に

　示した通りでA小学校と同様である。壁面緑化を行うこ

　　とにより、・PWは約0．7小さくなつた軋．　　、

　　4．屋上断熱実験　　　　　　　　　，　　　　　　　　’

　41屋上断熱実験概要
　　C小学校の南向き教室の屋上（1種室分）に厚さ45㎜の

　高性能ラェノールフォームを敷き、既存校舎における屋

　上断熱の効果を測る実験を行った。　　　　　．

　　断熱材は♪両面アルミ箔に覆われたもので、端部にア

　ルミテープを貼り、雨などで水がしみこんだり損壊した

　　りしないようにな6ている。また、風で飛ばされないよ

　うに厳重にテーピングするなど配慮しだ。実験期間は、

　2006／7／8から2006／10／7まである。．

　　図8に断熱材を敷いた箇所を、図9に断熱材を敷き詰
　めた様子を示す。屋上断熱を行った3階教室と、その隣

　の屋上断熱を行っていない教室とで劫果を比較した。

　∠』2　屋上断熱実験の効果・

　　測定データから屋上断熱の蓼果を解析したp照明など

　の内部発熱はなく、自然通風は行われていた。

　　図10に、屋上の表面温度の変動を示す。本来の屋上の

　仕上げはゴムであるが、最高で60℃まで温度ぶ上がって

　いるのに対し、．断熱材を敷いた箇所では、断熱材下のゴ

　ムの表面温度は約30℃で安定している。図11に、屋上断

　熱を行った教室とその隣の何も行っていない教室の、室

　内空気温度と天井および梁表面温度の変動を示す。屋上

　断熱を行った教室の天井表面温度は、約32℃で安定して

　いるが、断熱を行っていない教室の天井表面温度は18時

　頃に最も高くなり、外気温度の日最高値とほぼ同じ温度

　まで上昇した。梁表面温度は、断熱を行った教室では、

’断熱を行っていない教室に比べ約a3℃低くなっている。

　断熱を行っていない教室では、天井表面温度が最も高く

　なる時刻溺外気温の日最高値の時刻より遅れているのは、

　屋上スラブのコンクリートの熱容量による影響である。

　　図12に、屋上断熱を行った教室と無断熱の教室の天井

　面を、赤外線放射ヵメラで撮影した熱画像を示す。天井

　面全体として表面温度に違い鱒あり、屋上断熱を行った

　教室の天井表面温度が鉾8℃擢っ輩ときに、無断熱ρ教

　室では翫8℃とLO℃の差ヵミあった。なお，この差添小

　さいのは、窓を開けて通風していることにより室内空気

　温度が約32℃と高いためである。

　　図13に、屋上断熱を行った教室と無断熱の教室ゐ上下

　温度分布を示す。屋上断熱を行った教室では、天井表面

　温度が高くならずに室内空気温度とほぼ同じ温度で安定

　しているため、上下温度に差ぶ見られない。しかし、断熱

図9．屋上断熱実験

　」ユ互9」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0：00　　　　　　6」⊃0　　　　　12：00　　　　　18：00　　　　　0：00

薗8b小学校平面図　　図10屋上各蔀温度変動（7／13）
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図12断熱実験時の熱画像　　　　　、
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を行っていない教室では天芽表面溢度演室内空気温度よ
’

りも高い温度で安定しているたあ上下差ぶ見られ、天井

表面温度が床表面温度より約2℃高くなっている。

　以上のように、屋上断熱を行い屋上の受ける日射熱を

凝んど室内に入れないようにすることで・夏季ρ郭

環境がかなり改善されることがわかる。
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5．シミュレーションによる検討

5－1シミュレーション条件　　’

　多数室動的熱負荷計算プログラムTRNSYSを用いて、教

室の温湿度・PW・暖房負荷を算出した。シミュレーショ

ンに用いた建物モデルは、図恐に示すような3階建南向

き片廊下型校舎である。これらの教室のうち、東西の端

の教室ど中央の教室計9教室と各階廊下を解析に使用し

た。表3に、建物モデルの各部位の構成を示す。C小学

校校舎を参考に構成を決定した。断熱・緑化は行ってい

ない屯表4に、換気図数や風速などシミュレーションに

用いた条件を示す。着衣量は、実測と同様に夏季は

0．35clo、冬季は1．2cloとした。気象データは、拡張ア

メダス気象データ（EA）によb作成した標準年気象データ

を用いた。使用した気象計測地点は、実測小学校の隣接

区である練馬のものである。各教室には児童ゴ5名教師1

名がいるとし、8：00㌘窪6：00の間、照明をσNにし、児童

と教師ぶ在室するというスケジュールとした。冷房は行

わなセ・。暖房は、冬季において教室でのみ20℃設定で稼

動する設定とした。夏季は、梅雨が明けた7／23から最高

温度が9月で最初にき0℃を下回る前の日の9／11までとし

た。冬季は、12／1～2／28とした。

　表5に、シミュレーションを行った屯」ドを示す。夜

間換気や外断熱など、小学校の温熱環境改善に有効と思

われる手法について、計14モードの検討を行った。表6

に、シミュレーションで用いた手法あ概要を示す。外断

熱は、高性能フェノールフォーム断熱材100皿を既存建
物の外側に設置するという条件とした。庇の長さは1．5皿

とした。　　　　　　　　　　　“

与2教室の位置による検討

　図15に、夏季における通常の使用を想定している

mode1の各教室の温度変動を示す。昼間は、換気回数が

30回瓶と夜間より多くなっているが、それでも外気濃度

よりも高くなっている。夕方に窓を閉めるたあ、夜間に

教室の温度が下がらない。図16に、図15と同日のPW

表4シミュレーション条件

3W 3E 通 夜聞通風3C
夏華 馨 夏季

鮒 2C 2E　　　換気回致 8：00一掩00 30回！h　　3』回乃 30回ノh

酬 1C 上記以外

働
5回！h

風逮 8：00－1＆oo ¢5面！　　o1m！ 巳5rn∠8
霊E

東→
上記以外 軌01mん 敬1m∠零

着衣量 巳35d 1261 q35clo咽
図14シミュレーショ
　　　ンモデル概略図

冷暖房 瞭1aoo ，
20℃設定

（教室のみ）
札

上記以 ’

表3建物モデルの部位構成

亀

外壁 モルタル（5㎜◎帽ンクリート（27α聞瀞モルタル（5㎜》

内壁 制1みル（5mm｝相ン刎一ト（塒㎜｝剤凶ル（5㎜》

教室・塵下の境罫壁合板（10mm）

肚 ゴムα5㎜）昏ルタル鵬㎜》ルンダーコンクリート伽㎜）
ぞアス77ルト防オq腎十モルタル〔2【㎞而帽ンクリート（12㎞⊃

戯層＋石膏ボード伽廊ゆ
283階床オ汐イ」レα㎞》卓コンクリート（100m》十劉眠層＋石膏7鐸一ド（9・5㎜，

1階床 木タイル（1翫m》壱コンクリート㈱㎜）

廊下床 プラスチックタイ魁見ンクリー十〔10｛h覗0十空気層＋石騨一ド（95mm）

関口都 単複ガラス

表5シミュレーションモード概要

翼 外 趾 庇 ガラス 滋

mod●1 ◎ o

漁2 o o
mo繧63 o o O o
mo南4 o O o
旧o山5 o o・ 0
mo山6 o o
mo由7 0 o 0
鵬od■8 o o o
Ino南9 o o o
煽o己●屡o o o ◎ o
mo60質 O O o o
伽己912 o o O ◎

modd3 o 0 O 0
鵬o南14 O O o ◎

表6温熱環境改善手法概要

36

謎

鎗

変動を示す。朝、PWはどの教室も1近くと低くなってお買3。

りやや快適と言える力雪、時間と共にP螂値は上昇し、14諸鎚

時にはS近くになる。不快な環境と言える。図17に、

皿。de1における教室ごとの夏季日最高P鯉の平均を示す。

各階とも東西の教室に比べ、中央の教室の㎜が高くな

っており、中央の教室は他の豫室に囲まれているため熱

がこもりやすいことカ『分かる。2階・3階の教室では、

平均日最高PMVカ§3近くとなっており、不快である。廊

下は、教室に比べるとP癖が低くなっている。

　図18に、冬季における鵡ode1の各教室の温度変動を示

す。冬季は、20℃設定で8：00～16：00の間に暖房を行っ

ている。・図19に、年間暖房消費エネルギー量を示す。

26

24

謹

3

麗

≧2’

㌔

て

　　　　　　　　　　　　傭
　0』0　　6加　　　！290　　鶏つ0　　0』0　090　　6加　　　12コ0　　伯』O　　O90

図15夏季における教室　　．図16夏季におけるPW
　　　の空気温度変動　　　　変動（mode1）
　　　伽de1）

1階の教室の暖房消費エネルギー量ぶ多くなっており、

中間階である2階の暖房消費午ネルギー量が最も小さく

なっている。また、中央の教室の暖房消菱エネルギー量

ぶ東西の教室よりも少なくなっている。
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「

与3　夏季における温熱環境改善に造する手法の検討．　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　表5に示した各モードにおける効果の比較を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3図20に、夏季におげる3階中央の教室のモードごとの日　・〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差2
最高P卿の平均を示す』1何も行っていない瓜。de1に比べ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1断熱を行ったmde3・4は㎜が上昇している。また、複
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
層窓は、夏季には効果溺なか？た。一方、夜間換気や．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
庇・簾を用いることの効果があった。外断熱や屋上断熱　　　　珊1C　IE洲　2G　2E　3W　3C　3E　IFガ3F

’ はそれのみで行うと夏季は温度示上昇してしまい劫果は　　図17夏季における教室ごとの日最高P梛（㎞。de1）

働を示す。夜間換気を行うことで夜間の温度が下示りや　　一2　　　　　　　　　　　　竃WICIE酬2C箆鉗3C’3E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コゆむ　　　ロむロ　　　コおの　　　コのロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロロ
すくなり、日中の室内空気温度溺若干低下した。図22に、　図18冬季における教室　図19教室ごとの年間暖房
mde1と斑ode2の日最高外気温度と日最高PWの関係を示　　　　　空気温度変動　　　　　・消費エネルギー量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面mode1）　　　　　　　　　　　　　　　　　（mode1）
す。日最高外気温度が32℃以下のとき、夜間換気により　　5

日最高PWぶ低くなっている。　　　　　　　　　　　　4
54　冬季i；おける温熱環境改善に適する手法の検討　　　　　3

　図23に、表5で示した孤。deごとの年間暖房消費エネ　　詫2

ルギー量を示す。廊下は、暖房を使用していないため考・　1

慮しない。屋上断熱は、．2階。3階の教室には効果ガ見’ 　°

られた。3階中央の教室の暖房消費エネルギー量は距ode3　－1・。繭・魂蜘囮。仙輔醐・6鵬d山鵬凶g・翻。・・“・11・・磁醐3醐4
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学校および自宅における児童・生徒の温熱環境実態調査

左会員

1軍会員

Q伊藤紗加＊
蜜永修通絆

学校建築

温冷感

自宅

快適感

温熱環境．

・アンケート

で．研究の背景と目的

　家庭における居住環境水準の向上にあわせ、学校にお

いても設備導入を主とした高機能イヒが進められづっある。

しかし、高機能化の程度は地域や学狡によって異なり、

また、現在の住宅と学校の性能の差が大きいことから、

両者の温熱環境にも大きな差があると考えられる。

　本研究では、学校の温熱環境向上を最終的な目標とし

て、学校の使い手である児童・生徒の視点から、’学校の

温熱環境と自宅での温熱環境の実態を把握した。また、

その結果から学校建築の聞題点について検討した。

2．調査対象

　本研究では、東京都・神奈川県の各2校、計4校で、

夏季における学校教室の温熱環壌実測，児童・生徒の揖熱

（曝露）環境実測、生活環壌アンケート調査を2006年7月

に実施した。表1に建物概要と対象人数を、また図1に

各学校．の建物外観を示す。対象校は全てRC造であり、

建物に断熱は施されていない。また、C小学校とD小学
校の一部を除き」バルコニーや庇などの日除けもない。

　A小学校は、普通教室に冷房はなく、校庭およびL字

型校舎のうち南北軸校舎の屋上に緑化が施されている。

A小学校では3階南向き普通教室めデ「タ奪使用してい

るぶ、実測期間中の7115に、この教室の屋上に実験的に

断熱材ぶ敷かれた。B中学校は、『住宅地の中に位置し、

．全普通教室に冷房が設置されている。設置箇所は、どの

教室も窓側上部に取り付けられ、廊下側に向かって吹き

出すようになっている。ただし、冷房機器を加えただげ

で、建物の性能そのものは以前のままである。C小学校

は、海に程近い横浜の近くにあるオープンスクールであ

る。多目的ホールを中心に普通教室や特別教室が配置さ

れている。そのために、教室と廊下を隔てる壁はない。

また、ベランダカ弐ある。冷房機器は使用していないが、

業務用扇風機が廊下の要所に置かれ、使用されている。

D小学校は、高台に位置しており、西側校舎のみベラン

ダがついている。なお、本報の解析で使用している普通

教室の温度データはすべて、窓ぶ南に面している教室の

ものである。

また、表1のように、児童・生徒の温熱環境実測と生活環

境アンケート調査の対象人数は嗣じである。1クラスに

つき15人とし、窓側、中央、廊下側の3つのグ～トプに

分け、各5人を被験者とした。

表1．建物概要と調査内容

鮪＿髄燐 杉区 目黒区 区 保土谷区
A小 B C小 D4

し コの 四 一文字
向き

特徴

　　緑化一部の星上　　●

普遁教室
冷房勘置

　　　・オーブン

スクール
窩台に位澄

教室実測期聞 7！ひ》7／20 7／10ω7／16 7／12～7！27 7／6・｝8／3

実灘教室薮’

南：2教室手

職員室
ヨ〔：3教豊

’

3教室＋

　職員室

甫：2教室＋

多目的

赤一ル

3教室＋

図工室，

職負室

アンケート 児！ 生 8』臥 児混
45人！5人 15人 15人． 15人

回 36人！5人 11人 14人 14人

祖
1 生 1童 児

配 45人！5人 15人 15人 拓人
回 36人！5人 13人 15人 11人

・記λ 716㈲7／20 7！10ω7／16 7／12”7／20 7／｛0・》7！20

図1．建物外観’

3．夏の生活環境アンケ7ト調査

．3－1．アンケート概要’

本アンケートは、夏季における児童生徒の自宅での生活

状況を把握するために実施した。温熱環境実測の被験者

全員に記入させた。温熱環境実測の調査用紙に生活アン

ケート調査を添付して配布し、温熱環境実測の実施期間

中に認入してもらった。表2に質問項目を示す。A、　C、

D小学校については、被験者が小学生で寵入が困難なた

め、代わりに被験者の保護者にお願いした。それ以外の

被験者については、本人に記入してもらった。

表Zアンケート質問項目
夏の生活調査アンケート

Q1．自宅のタイプ（戸建o「集合）

OZ　夏の暑さ対策

03．エアコンの使用獲度

Q4．エアコンの設定温度

甑　エアコンを使わない理白

06．暑がり・寒がりの別．

0乳　教室の温熱環境に墓むこと（児童・生徒）

帆　実行している教室の暑さ哉菩策（教飾）

hves巨gaho且of（〕匝1dr¢nls　The圃Envho㎜e就血School　and

House
rm　Sayaka　and　SUNAGA　Nobロy面
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・3－2．アンケート集計結果

　　アンケ「トにより、対象者の約98％が冷房を所持して

　いることがわかった。図3に学校別にみた、住宅におけ

　る夏の暑さ対策の実践傾向を示す。住宅の夏の暑さ対策

　は、’4～Cの小中学校では「冷房の使用」が最も多く、

　次いで「扇風機の使用」や「通風を行う」、「衣服調整」

　ぶ続いている。’これに対して、D小学校では上位3っに

　他校とは違う傾向演あることぶわかる。ずなわち、「冷房

　の使用」ぶ3番目とかなり少なくなり、r通風を行う」と

　「扇風機の使用」が主要な対策となっている。この理由と

　しては、D小学校周辺が高台に位置しており、風力樋る
　ことがあ：げられる。この地域では通風が高い効果をもち、

　扇風機を補助として使用することで、冷房を使用すち必

　要が少ないのだと推測できる。

　　図4は、自宅で冷房を使用する際の設定温度をまとめ

　たものである。これをみると、全学校とも26℃前後に集

　中していることぶわかる。しかし、分布の様子は各学校

　で異なっている。A小学校は幅広く分布しており、　B中

　学校は他校と比較して、26℃以下の温度の割合演高ヤ・6

　また、C、　D小学校は、逆に26℃以上を温度設定とする

　割合が高くなっている。これらの理由としては、耳中学

．校の被験者摩日中も空調空間にいるたあ、体添それに慣1

　れてしまったと考えられる。

　　図5は、冷房をほとんど使用しないと答えた被験者に
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　モ　にバ
　関する回答である。これをみると、図3と同様に、D小

　学校周辺では、冷房を使用しなくても快適に過ごせる時

　間溝多いと考えられる。また、B中学校、　C小学校では、

・環境面や健康面に対して関心が高く、冷房の風に不快を

　感じ・ている木溝見られる。　　　　．

　’以上より、現状での家庭への畜房普及率は非常に高く、

　夏の暑さ対策も冷房の使用が一般的である。しかし、・地

　域や個人の単位で対策や使用方法にも特敏があること添’

　わかった。　　　　　　　　・　　　　　　　－

　4．夏季における濫熱環壌実測

　牛1．実測方法

　　学校建物実測では、各学校o各階普通教室を中心に、

　メモリー付温湿度計を設置し、温度・湿度を測定した。’

　各学校の教室測定数などについては表1に示した。

　　温熱環境実湖で偉、1クラスに3台の寧モリー付温湿

　度計を配布した。「窓側」「中央」「廊下側」に分けた中か

　ら各5人を選び出し、1台を5人で、1日（A小のみ2
　日）交代でまわし、連続したデータをとった。なお、交

　代時間は登校時の8：30に統一した。被験者ぐある児童・

　隼徒、および教職員に、メモリー付温湿度計と調査用紙

　を24時間携帯させた。調査用紙の内容は、教室での座席

位置、1日の行動、また、図6のように著衣量、温冷慈、・

　快適感である。座席位置は、教室を「窓側」「中央』「廊

　下側」の3つから選択させた。r日の行動は」「学校」、．

　「外気ユ「自宅」rその他建物内」・「乗り物内』の5っに分

　類し、滞在時間を記入させた。また、10二30、14二30、タ
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食前の計3回、温冷感と快適盛、着衣を記入させた。な

お、温湿度計は、学校内では教室の座席横に、自宅では

居間のテーブル付近に置いておくこととした。

　これらの実測・調査から、被験者の1日の温熱環境を
把握し、比較・検討したぶ、本研究では、。児童・生徒に携

帯させたメモリー付温湿度計の温度を「児童温度」また

は「生徒温度」と表記する。

」←2．児童・生徒の温熱環境

4一距1．学校と自宅の相違

　図7は、C小学校（冷房なし）の外気温度と児童温度、

教室温度の時間変動を示したものである。期間は外気温

度演母も暑かろた7114－16の約2’同欄である。教整の温度

は、外気と同程度まで上がり、自宅では冷房を使用して

いるため、最高で外気より6℃程度低くなっている。．

　同様の変動が他の学校の児童・生徒にもみられた。この

結果から、学校と自宅では大きな温熱環壌の差があるこ

とが分かった。
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＆OO　1aOO　16二〇〇20：00　α00　4ゆ0　8：00　120016加20幻0α00　4：00　8』O

図7．温度変動（C小学校［冷房なし］：7／1を16）

4－2－2学校と自宅における温熱環境の違い

　図8、9より、児童（生徒）温度は、冷房なしの教室では

常に30℃以上で最高34℃まであがろ℃しまうが、自宅で

は30℃以下に保たれている。また、冷房ありの教室では

筒欠空調を行っているので温度変動が激しいぶ、24～

30℃を推移しており、自宅と同程度である。
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図8．C小児童の塔所別温度（7／14－15）
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図9．B中生徒の場所別温度（7／14－15）

4←2－Z学校の温熱環境　　　　　　　　　し

　2006年は、例年に比園て梅雨明けが遅かったために、

実測期間中に外気温度が30℃を超える日は少なかった。

また、17日以降になると、天気が崩れ、気温添低い状態

示続いた。図10、図11は学校の各教室と外気温度の変動

を示したものである。

　図10をみると、冷房なしの学校では、教室温度溺最高

で34℃にまで達していることぶ分かる。また、生徒下校

時に窓を閉め切ると、その直後に1℃程度上昇し、以後、

夜間に外気が下がっても30～32℃でほとんど下がること

溺ない。このことから、下校時に窓を閉あ蜀ることが、

日中の教室内の暑さをさらに助長していると分かる。

　また、図11の冷房している学校の揚合でも、生徒が下

校した後に冷房を切って窓を閉あ切ると、室温が急激に

上昇し、夜間も29℃～30℃の温度変動ぶ続き、冷房なし

の学校とi司様の変動となる。

　以上から、窓を閉め切ることで教室温度演高温安定し

てしまっていることが明らかとなった。

　次に～図10の17目以降｝ご注目すると、児童が教室に

滞在している8：00～16：00の時間帯で最大5℃程度の温度

低下がみられる。これは、外気温度が室温よりも低いと

きに窓を開放したことが原因で、室温よりも低い外気を

導入することで、教室全体ぶ冷やされたことぶ分かる。

しかし、窓を閉めると温度が上がり、その後安定してし

まう。夏はこのように日中に外気温度が低いことは稀で

あるが、外気ぶ下がる夜間に通風・換気を行えば、室温

を下げることぶ出来ると考えられる。
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4－3r2．教室の座席位置による違い

　図12，13臨A小とB中の座席位置による快適醸牽比
較したものである。図12をみると、’ 窓側は中央・廊下側

　と比べて快適範囲が狭く、温度が高い。寒側示日射によ

　り高温な環壌にあることぶわかる。しかし、不快と快適

の温度差がほとんどない。．これは、窓を開けて通風して

’ いることから、通風による気流が、その高温で不快な環

境を軽減させていることが推測されう。

　B中には冷房ぶ窓側の上部に設置されている。図13よ

り、全体i的に鍔適と答える被験者が多いが、廊下側で不

快と答えた被験者力轍人みられた。生徒温度の温度範囲

を見てみると、廊下側にいくほど、快不快に関係なく、・

温度幅が狭くなっていること溺わかる。このことから、’

廊下側は冷房の影響を強く受けていると考えられ、冷房

からの風力弐生徒に直接当たることが、木快の要因のひと

っだと考えられる。
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図玖A小め位置溺快逼感．　図13，B中の位置別快適感

・←3－3．温冷感・快適感・

　図真4、15に、冷房のないA小学校と冷房のあるB中学

校の温冷感、快適感と室温との関係を示す。．

　温冷感についてみると、冷房なしのA小学校の場合、

温冷感申告値0（暑くも寒くもない）の平均値は29℃程度

である。．冷房ありのB中学校では26℃i陛度で、教室内の

温度はA小学校に比べて低いのだが、26℃以下でも暑く

感じると答えている。これより、被験者はその場所に順

応した温熱感覚をもっていると推測される。一方、自宅

では、温冷感が0になるのは28℃程度であり、温度が高

くなるほど温冷感申告槙も高くなる傾向演見られる。ま

た、温冷感が0となる温度は、冷房ありと冷房なしの学

校との商で差がほとんどない。これは、自宅でな被験者

自身が空調を調節できるためだと考えられる。　　　　’

　快適感力§0（どちらでもない）となる温度も、冷房なしの

A小学校でば29℃程度、冷房有りのB中学校では25℃程

度となった。また、34℃で快適感申告値「．3」と答える
人カミ存在する二方で、「2」と回答する人もいる。・児童温

度も申告値も高い値で答えた被験者の多くは窓側に位置

しており、このことからも、通風によって、暑さが軽減

されているのではないかと推測される。一方、冷房あり

の学校でも、教室全体の温度が26℃前後に保たれている

が、快適感申告値の回答にはばらっきがみられた。しか

し、その快適感申告値の度合いは学校と同様に、被験者

によって異なる。　　　　　．　・
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図15．B中学校（冷房あり）の温冷感と快適感

4．まとめ

　本研究により、以下のことが明らかとなった。

①アンケートから、自宅の冷戻普及率は100％近く、・暑

さ対策の筆頭にあげられる漆、風のある地域では通風や

扉風機の使用の方泰多いという結果が得られた。

②暑い日における学校と自宅め温熱環境には、大きな差

がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

③下校時に窓を閉め切ること炉、教室温度の高温安定を

助長している。

④教室で窓を開放することにより、（特に窓側において）気

流による暑さ軽減の可能性ボある。

⑤温熱感・快適感力轄ロになる温度は、自宅では28℃程

度で、冷房のない学校では29℃程度、冷房のある学校で

は25℃程度となった。

　学校の建物構造はRC造であり、熱を溜め込みやすい。

その対策として、以下のことが挙げられる。

・ 日射遮蔽・断熱を行い、日射熱を建物内に入れない

・ 夜聞に熱を逃がすナイトパージを行うヒと

．しかし、現状では、安全面から夜間に窓を開放するこ

とは難しく、これらの問題を建築的に解決することが必

要であると考えられる。

【謝剤i襯では、各戦の撚員芳々、被験者となった触・生徒の皆
　　様から多大なご協力をいただきました。．ここに感謝の意を表します。

　　　本研究の÷部は、文部斜学省科学研究費補助金（基盤研究C、課題
　　番号18560578、研究代表者　須永修通）による．
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41240 　　　日本建築学会大会学術麟演梗概集
　　　　　：　．　（東胃ヒ）　2009年8月　　・

実際の校舎を用いた換気・通風による教室の温無環境零善に閏する実験研究

小学校

実測調査

1．研究の背景と目的

ナイトパージ

β除け

　　も　　　　　　　　　　　，　　　正会員
・　　　　　　　　　°㌧　　，　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同

關

　　戦後、量産的に建てられた校舎め多くは無断熱、・庇め・

未設置など温熱環境への配慮が少なく・更に母近のド’÷’

　トアイランド現象などの影響もあり、以前よりも夏の漉・

　熱環境が劣悪となり易い。地域開放や補習による夏季休㌔

暇問の学校使用があり、また気候変動で年間の夏貝期間

　が長くなりっつある現在、夏の温熱環境改善策の導入は

　必須となる。その際、数の多い学校建築では地球壕境問

題を考慮し、空調設備を導入する前に、まず建築の省エ

ネルギー化や自然エネルギーの利用を行うべきである。

　　そこで本研究では、実際に使われている小学校で実験

　的に夏期実測を行い、異なる換気曾通風芳法による渤果

　の差や、通風と口射対策の関連性について検討した。

　a実測対象建築概要

　▽対象建物は神奈川県横浜市にある公立小学校であるb

一
部の教室1ヒ、夏場の温熱および光環境の改善箪として

　日除け（写真2）と換気・通風（写真3、4）装置を設置した。ご

　図1に平面図、表1に建物概要を示す。また、表2に測定期

　間と日除けおよび換気・通風のスケジュールを示す。

’ 3．換気・通風方法

　　換気・通風方法は、窓開け、換気扇、換気ガラリによ

　る3種類を採用した。”窓開けによる自然通風は、対象の教

　室および隣接する廊下の窓（防犯上の理由により開閉最大

　15㎝）7を用いて行った（図2）。教室と廊下の間仕切り壁の

　開口部は最大限に開放した（図3）。開閉は教員による手動

　であり、通風は概ね16時頃～8時頃に行われた。換気ギラ

　リは窓サッシの一部に組み込むタイプで、教室皿（以下CR’

　∬）の窓および隣接する廊下碗窓に設置セたく図4）。手動

　で開閉が可能であるが、常時「開」とした軌風量は承圧

　に左右される。換気扇は、教室後方の上部（図5）および隣’

　接する廊下の前方に設置し、22時～5時に稼動させた。表

・ 3に換気ガラリと換気扇の性能を示す。

　4実測方法

　　表4に実測項目を示す。長期で室内空気温湿度や外界気

象を10分毎に認録したほか、気流速や風量を算出するた

　あ、差圧や流速等を測定した。図6に測定位置を示す。’

5．実測結果

5．1．外部風と風量図7に外部風速の累積頻度、図8に通

　風口の流速と外部風速の変動、図9に風配図、図10に差圧

写真1）小学校B棟外観．

表1）建物概要

繊

o川上梨沙＊『
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　　　　　　　　　　　、
　（室内側を十）変動を示す。また表5に遊。de4「3における夜

間の各実測値の平均や演算値を示す。実測地の卓越風向

は校舎のほぼ正面の南南西だが、B棟の北に位置するA棟

の差圧変動は風速に伴わず、B棟に比べて変動幅は小さく

なった。加えて夜間の風速が非常に小さかったため、窓

開け（CR皿）と換気ガラリ（駅R）の通風口付近の流速や差

圧が小さくなり、結果として風量も小さくなっ却。’

5．2室肉空気温度変動　図11～15に4教室と廊下の室内空

気温度および外気温、日射量変動を示す。図ユ1より日

中ぐ窒を開けることで空気温度は外気温に近づくが、窓

を閉めると再び上昇し通風前の変動に戻ることから、躯

体の熱容量による放熱量ガ通風による排熱量を上回るこ

とがわかる。また図12では、夜間にCR∬の室内空気温度

ぶC瑠Vほど下がらないことから、今回の換気ガラリの風

量では排熱演不十分であると雪える。・一方、図13、14で

は風量の大きい窓開け通風を行った教室の夜聞の窒気温

度は、他教室の空気温度よりも4℃以上低くなった。　　．

5．3．日射対策と通風　図12では午後、外気温ぶ低下して

も日射がなくなる18時頃までは廊下への西日により空気

温度ぶ上昇し続けた。また、図15でも僅かな日射でタ方

に空気温度が低下が．止まり、図14では朝方に簾の隙間か

らの日射で一時的に空気温度が上昇した。一方、日中の

CR皿の空気温度が、唯一通風を行った鵬de4－3期間以外で

も3室の中で最も低くなったのは、両隣を日除けと換気通

風を行ゐている教室に挟まれているためと考えられる。『

翫4．pmv表6に㎜計算条件を、図16に外気温に対する臼

中の㎜を示す。通風量が大きいほどP皿は低くなった

カヨ、いずれも2を超えた。　　　　　　　　．

5．5．上下温度分布　図17～19に（沢11～Wの室内空気上下

温度分布を示す。窓開けでは上最の窓を開けていない（図

2）だめ天井付近の温度演下ぶらずζ最も大きな上下温度

差となった。屋根面からの焼込みの影響も考慮するとく

効率的な排熱｝こは上段窓の開放が必要であるといえる。

6．まとめ

　本実験では、夜聞の外部風速ぶ非常に小さかったこと

から窓開けによる夜間通風だけを行？ても、校舎の躯体

の熱容量による放熱量が通風による排熱量より大きく、’

あまり効果ぶ見られなかった。しかし微小な風速でも、

窓開け通風ぶ換気扇の2倍以上の風量を得たことから窓開

けぶ有効であることがわかうた。通風の高い効果を得る

たあには、口射対策を行った上で行うこと、また校舎全

体で対策を行うことが重要であると考えられた。運用の

面では開ける窓の位置も考慮し、今後、夜間外気を利用

した環境改善策の普及には、高窓の雨仕舞や闘閉の容易

さを向上させる必要ぶあることも示された。

m携】本礪嵐学校敵職員・兇量の皆楓横繍澱の方々そして三ミ輪立山アルミの
方々に多大なご矯力を頂きまし拙ここに感謝の激を表しますりまた＊研究の一都は．文飾
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学校建築におけるクールヒートピットに関する実測研究
その1．・開校1年目の夏期室内温熱環境改善効果 正会員　　o武藤大樹★

　同　　　’須永修通整

’クーソレヒートピット

室内温熱環境

地中熱利用

小学校

夏期実測

運用方法

1．’研究の背景と目的

　近年、環境問題が顕在化したことの対策として、建物の

省土ネルギー性能向上が求められている。学校建築におい

ても、エコスクール化に力を入れている自治体が増加傾向

にあり、環境配慮型建築を推進する動きが強まっている。

　本研究では、地中熱を利用したパッシブ手法の一つであ

るクールヒートピット（以下OEP）ぶ用いられた東京都区内

の小学校を対象として実測調査を行い、C田カミ室内温熱環

境に与える影響を明らかにするとともに、C匪の運用方法

について検討する。・

2．　調査対象の建物概要

Z1．対象建物　表1に建物概要を示す。．対象建物は、東京

都区内にある20G9年開校のRC造地上3階地下1階建の小学校

である。対象校はエコスクールとして設計され、外断熱な

ど様々な環境に配慮した取組み演なされている。

2．aクールヒートピット概要　図1に外気が（㎜内に流入

してから、室内に吹出されるまでの空気の流れを示す。対

象校では、㎝内を通り冷された空気力事ファンによ6て吸

上げられ、各階の天井裏を通り、各教室の2つの天井吹出

し口から室内に給気される。

a　実測概要　　　　　　　　　　　　　　’！∴

　図2に地下ピットと3階の平面図、，および温湿度測定点を

示す。αF内の熱環境は、外気取込み自から末端部の間の

温湿度、表面温度を測定した。室内の熱環境は、各棟各階

中央の教室にある天井吹出し口く床上高さ270（圃と教室の

代表温度として黒校付近（床上高さ120（圃、i嚇卜一プン

スペrス（床上高さ1400㎜）の温湿度を、また3階天井の表

面温度を測定した。なお、測定にはメモリー付温湿度計、

および表面温度計を用いて、10分間隔で記録した。測定期

間は、㎝内の熱環境を2009年6月8日から10月19日、室内の

熱環境を2009年6月22日から10月19日まで行った。

4　実測結果および考察

侮1．クールヒートピット内の空気温度変勧．表2に主要部

の月平均温度、図3にC鯉内の空気温度変動を示す。外気温

の目変動が5～9℃であるのに対し、CHP内の中間部ゼは1℃

以下と安定していること声わかる。なお、期間を通して

㎝P内の温度が上昇傾向にあり、授業期間と夏休み期間の

変動を比べると、前者の方添温度上昇は速い。これは、外

気温の上昇ほか、偲の稼動頻度も影響していると考えら

れる。

表1．．対象建物概要、

図1．空気の流れダイアグラム
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　4；2クールヒートピッ・ト内における冷却熱量　歯4に東棟

　CHPの入口と出口の温度差、および教室天井吹出し口の風

　量（1階1070ぜ／h，2階111き最！h，3階1045㎡濁を用いて算出，

　した1時間あたりの冷却熱量を示す。外気温が高くなる晴

　天日は冷却熱量が大きぐ、ビークを迎える14時には

　8．9即ノhになり、9時から17時までの総冷却熱量は6生鋤∫に．

　なる。また月別では、暑さの厳しい8月に最高値を記録して

　おり、1α1冴乃に達する。中間期に入る9月は効果ぶ小さい。

　43．室内の空気温度変動　図5に東棟各階の教室内の空気

　温度変動を、図6に外気温と東棟2階教室温度の相関を示

　ず。」般的な小学校の教室内温度は、外気温と同等かそれ

　以上になることボ既往研究9・で示されている。一方、対象

　校では外気温が35．8℃になる口でも、3階教室の最高温度

　は30．5℃、1階・2階に至っては30℃に達しておらず、（珊

・ による効果と言える。（㎜稼動時に2階室温が30℃を超える

　ことは少なく、室内温熱環境改善勧果があることを示して

　いる。CHP非稼動時でも室温が31℃を超える日ほ稀であ

．り、ぎ月¢）3階教室内凋平均最高温度は29．9℃と一般校より

　低い。6月から㎝を稼動させ、RC躯体の温度上昇を掬制し

　たためと考えられる。また、3階教室内月平均最低温度は

　27．8℃で1日の温度変動幅が小さい。

．44室内空気のダクト逆舞について　図7に享棟各階の天

井吹出し口と3階教室の温度変動を示す。6月25日に㎝Pぶ

稼動したと同時に3階天井吹出し口の温度が上昇している

　ことから、㎝を全階で同時に稼動していない場合、ファ

　ンが（理の稼動していない階の教室天井吹出しロから室内空

　気を吸込み、．ダクトを逆流していることが考えられる。

　45．教室の冷却熱量　図8に東棟2階教室のCHPによる1時

　間あたりの冷却熱量を示す。晴天時での効果ぶ大きく、14

　時でL8耽、9時から手7時までの総冷却熱量は10．㎜であ

　る。雨天時は外気温が低くαP稼動動力に見合うだけの冷’

却効果演得られない可能性が高いため、偲の使用を控え

た方が良い。7力の効果が小さいのは、冷房を使用したた．

　め・と考えられる。

4．a中間期における運用方津1二ついて　図9に東棟CHPめ

入口と出口の表面温度、ならびにその差を示す。8月3叩

付近から入『と出口温度溺入替わり始め、9月中旬に璋出

　口表面温度の方ぶ高くなる。図8でも示したように、9月以

降は予測される冷却熱量も小さいため、気象状況を考慮

　し、そのβの運用を考えること力泌要である。

5、　まどめと今後の展望

　　実測結果から、CHPによる夏期の室内温熱環境改善効果．

演示された。明の教室内月平均最高温度は汎9℃と一般

校より低く、また月平均最低温度は2乳8℃で1日の変動幅

は小さい。鯉の蓮用については、雨天時や9月以降は外気9

温が低く冷却効果の小さい費ぶ多くなるため、気象状況や

稼動動力を考慮し運用するべきであるρ

腿側陶
i。

8

6

4

2．

0

－2

黙量o騒劇

10

8

6

4

2

0

－
2

　9：00　　11：00　13：00　15：00　17：00　　9：00　　11：00　13：00　15：00　17：00

図4東棟㎝P内1時間あたりの平均冷却熱量（左：天候溺右：月別）

鑑変㈹　　　　　　　　　蜘謝量㎝ノ㎡」紬　　室内温度㈲

　　　　　　　　　　　　　　　83236

32

28

24

631

　30
4
29

228 騨
2・8／188／188／198！198！2。8／2。8／2ρ2726　23

　0：00｛2：000：0012：000：0012：000：00　図鼠東棟2階における
　．図翫東擦各階における室温変動　　　　　室内外温度相関

温産㏄診　　　　’　　　　　　　　　　・　　　　　蜘射匿（蹴〆㎡・Io
32

30

28

26

24

22

20

側P穣勤と同時に．

3階吹幽しロ雛昇

　3階天跡吹出し回

＿鍵繍＿＿＿
2階天井吹出し口

　天井吹出しロ

懸⑥

12

10

8

6

4

2

　6／24　　　　　　6！24　　　　　　6／25　　　　　　　6／25　　　　　　6／26　　　　　　石1！「26　・　　　　6／2

　0：00　　　　12：00　　　　0：00　　　　12：00　　　－O：00　　　　12：00　　　　0：00

　　図7．東棟各階における天井吹画しロと3階教室の温度変動

黙髭o㎜｝　　　　　　　　　　　　　　鰻o繊o

　2
t6

12

0．8

04

　0
－0．4

2

1．6

12

03
0．4

0

一
〇．4

ヂ

　o　　o　　　o　　o　　　o　　o　　o　　　o　　o　　　　　　　　　尊　　o　　o　　o　　　o　　o　　o　　o　　　o
　黛　　曳　　曳　　黛　　9　　Ω　　停…　皇　　曵　　　　　　Ω　　鼎　　q　　駐　　q　q　　q　　q　．q
　“　　o　　層騨　　q剛　　o　　r『　　1◎　　r昌　　ト　　　　　　　　o　　o　　¶一　　尉　　o　　「？　　嶋　　o　　ト
　　に　　ヒ　　リ　　い　　の　　　　　の　　　り　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　ロ　ロ　　サ　　ロ　　ワロ

図8．東棟2階教室1時間あたりの平均冷却熱量（左：天候別右：月別）

温度㈹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澆度差㈲
40

35

30

25

20

15

3

2

1

0

一
f

一
2

8／望　　817　8！138！19　8／258／31　9／6　9／129／189／249／30

　　　　　図翫東棟瓠P入ロ出口の表面温度差

今後は、’（㎜の冬期および2年目以降の実測調査を行う。
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